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　晩秋の深夜。日付が翌日へと切り替わる数刻前。

　電車はいつもと同じように多くの人々を運ぶ。帰宅する人の方が多いだろうが、中には遊びに行く人もちらほら見える。車内は移動するのに手間がかかる程度には混雑していた。

　その車内に立っている高たか橋はし秀ひで之ゆきも他多数の人々と同様に会社帰りだ。

　つり革を両手で摑つかみ、少々疲れた顔を窓の外へと向けている。

「はぁ……」

　自然とでる溜ため息いき。このところ回数が多いという自覚が秀之にもある。しかし、溜息を吐つきたくなるぐらいには疲れていた。

　疲れているのは、徹夜をしたというのもあるが、それ以上に形だけの定時を過ぎた辺りで特急の仕事が入ったのが大きい。

　――長生きできない職業だよなぁ……。

　ひとつのバグから雪だるま式に見つかる不具合。そして、指定の時間までに直さなければ、いくつかの大手銀行が倒産するかもしれないというプレッシャーの中、秀之のチームはそれをどうにかこなした。

　――そもそも引き継ぎのミスじゃないか。それをネチネチネチネチネチネチ……！

　仕事の愚ぐ痴ちを心の中で何度も唱える。しかし、すぐに虚むなしくなってやめた。

　秀之は少しだけ肩を落とす。

　そして、肩と一緒に視線も落ちた。その視線の先、足下には大きな箱がある。

　すると、見る見るうちに秀之の疲労した表情が和らいだ。とてもとてもわかりやすくにやつく秀之に、隣の中年男性が気味悪そうな表情を浮かべるが秀之は気づきもしない。

　とはいえ、それも仕方ない。その箱は小遣いを貯め、製品を吟ぎん味みし、ようやく手に入れた血と汗と涙の結晶だ。

　その結晶は、映像を大型スクリーンに投影する機器、いわゆるプロジェクターと呼ばれていた。

　今までの苦労など、それを思えば一瞬で吹き飛ぶ。そしてこれからの楽しみに秀之の心は躍っていた。

「次はー、谷や津つ坂さかー、谷津坂ー。谷津坂の次は――」

　車内にアナウンスが響く。秀之はその巨大な箱を手に取って、降りる準備を始めた。

　足取りが小躍りしていたが、それを咎とがめる者は誰もいない。







　秀之が重い箱を運びながら家に帰ってくると、家の電気はすでに消えていた。妹ふたりは普段なら寝る時間だ。姉の方はかなり前まで夜更かししていたが、下の妹が来て以来、早めに寝る習慣がついていた。

　玄関の鍵を開け、静かに家の中に入る。すると、秀之は目め敏ざとく姉――愛あい子この靴がないことに気付いた。

　慌ただしくリビングに行くと、テーブルに『出掛けてくる』というメモを見付けて秀之は納得する。

　愛子はまた遊びに行っているだけだった。

　最近はそう多くないが、深夜になって出掛けるのはよくあることなので秀之はそこまで心配はしていない。

　もっとも、メモを残し始めたのはつい最近のことだが。

　――メモを残すようになったのも、暎えい那なちゃんのおかげかね。

　秀之の妹ふたり――愛子と暎那は、愛子の部屋で寝ている。暎那は愛子が傍そばにいないと寝られないようで、ここに来て以来、ずっと同じベッドだ。

　以前、深夜に愛子が出掛けた時、「愛子、いない」と泣きそうになっている暎那に秀之は遭遇したことがある。

　そのことがあって以来、愛子は律儀にメモを残すようになった。姉が突然いなくなっていることを暎那が不安がったりしないように配慮しているのだ。

　――夜中に出歩くのを止めてほしいけど、言って素直に聞けば苦労しないよな。

　注意した時のことを想像して、秀之は大きく嘆たん息そくする。

「秀之？　おかえりなさい」

「あれ、暎那ちゃん？」

　いつの間にか、小さな女の子――暎那がリビングへと下りてきていた。愛子のお下がりのパジャマを着て、眠そうな顔をしている。

　暎那は夜九時には就寝しているため、こんな時間に起きていることは珍しい。

「どうしたの？　寝られないの？」

　暎那はふるふると首を振った。

「トイレに行ったら、秀之が帰ってきてたから」

「そっか、出迎えてくれたんだね。ありがとう」

　すると暎那の視線は、秀之の傍に置いてあった箱に向いた。

「その箱、なに？」

「ああ、これ？　そうだなー。すごくいいものだよ。上う手まくいったら、ちゃんと見せるから、少し待っててね」

　暎那は少しだけ首を傾かしげ、その後、こくりと頷うなずく。

「それじゃ、あんまり夜更かしするとよくないからね。一緒に部屋に行こうか」

　そう促すと、暎那は素直に従った。秀之は暎那の手を握りながら、もう片方の手で箱を持つ。

　部屋について、「おやすみなさい」とお互いに挨拶して、暎那は愛子の部屋のドアを開ける。

「あ、暎那ちゃん。明日の朝、いつものやつだけど、よろしくね？」

　秀之が部屋に入る前に声を掛けると、暎那はそちらへと顔を向け、こくりと頷いた。

　そして、暎那が部屋に入ったのを確認した秀之は箱を丁寧に室内へと運ぶ。

「さて……。開けるぞ」

　秀之の表情はとても生き生きとしており、愛子が見たらウザイと一蹴するだろう。

　その表情のまま箱を開梱し、機器を出して部屋に設置し始めた。

　窓一面に巨大なスクリーンが吊るされると、その後プロジェクター本体が指定の位置に置かれる。

　元々、購入する前に機器の置き場所を秀之はすべて決めていた。その甲か斐いもあって、準備もすぐに終わる。

「ここをこうして、ここをはめて……。よし……」

　部屋を暗くして、プロジェクターのスイッチを押した。

　すると、巨大なスクリーンにくっきりと映像が映し出される。まるで本当に映画館に来ているような迫力だ。

「おお……」

　スクリーンの中では秀之の好きなアニメのオープニングが流れていた。今、暎那も楽しんで観ている『魔ま砲ほう王おう女じよレトリックれい』である。

　圧倒的歓喜。秀之はこれまでの苦労が報われる思いだった。目頭が熱くなる。

　以前から部屋にプロジェクターを置きたくてしょうがなかったが、値段が下がるのを待ったり、機器の進化を待ったりなど、二の足を踏んでいた。

　だが、今ようやくその我慢が結実したのである。

「やっぱり迫力があるよな」

　深夜なので音はヘッドホン装着だ。

　しかし、休日の昼間に観ることを考慮すると５・１chのスピーカーも欲しくなってくる。

　プロジェクターを買ったポイントでスピーカーは買えるはずだ。

　夢のホームシアターまで一直線。

　身震いしてしまう。

　それほどまでに、秀之は今回の買い物にご満悦だ。

　パソコンデスク用の椅子に座って本格的に鑑賞を始めると、その固い感触にソファーが欲しい、と思うのも無理からぬことである。

　そんな風に悦に入りながら、しばし映像を堪たん能のうしていると――。

　唐突に、その時間を終了させる無粋な着信音が鳴り響いた。







　待ち合わせ場所はすでに真っ暗で、灯りは街灯の光だけだ。少々薄暗い光が待ち合わせ相手を照らしている。

　彼はその人ひと懐なつっこい顔にはあまり似合わないフォーマルな服を着ていた。歳の程は二十代といったところか。今にも服が弾けそうな体たい軀くは、見るものが見れば武道をやっているとわかる。

「……何の用だ、義よし人ひと」

　とても不機嫌な顔で秀之は義人を睨にらみ付つけた。彼は秀之の悪友で、高校時代からの付き合いがある。秀之が『キセキ』というゲームを投影した際に現実化した、ゲームのキャラクターだ。

　秀之からいきなり悪態を吐かれた義人はにやにやと笑った。

「やっと来たか。おめーだって、オレのことを呼び出すだろ。そんな嫌な顔するなよ」

「……俺はお前をこんな深夜に呼び出した記憶はないぞ」

「そうだったっけ？　まあ、異常事態だから我慢しとけ」

　義人にそう言われて、秀之は表情を引き締める。

　そして、聞き返した。

「異常事態？」

「ああ。お前の日課に近い」

　秀之は『フェアリーテールシステム』という『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』システムを調べている。眠りに陥った最愛の女性を救うために。

　そして、死ぬような思いで身につけた『能力インストール』というキャラクターの能力を宿す技術を使って、困っているヒロイン――現実に投影された架空のキャラクターを探し、彼らを助ける対価として情報を収集していた。

「今日はセキュリティホールを増やしておきたかったから、『能力インストール』でチェックしてなかったんだよな……。何があったんだ？」

『能力インストール』で使える『フェアリーテールシステム』のセキュリティホールの数は有限だ。『能力インストール』を使えば閉じてしまうし、探すのも時間がかかる。

　最近日課になったとある別作業でも閉じてしまうため、秀之はセキュリティホールの枯こ渇かつを恐れるようになっていた。

　そのため、『能力インストール』を使った調査の回数を減らしている。能力インストールが必要な事態が頻繁に起こることではない上に、別作業の方が優先度が高いせいもあった。

「『能力インストール』で探せるパターンじゃない異常事態だ」

「『キャラ選択システム』じゃ無理なのか？」

　秀之の言う『キャラ選択システム』とは、『ノーブル ブラッド』というゲームの主人公『大和やまと安あ芸き』の持つ『困っているヒロインを探し出す異能』のことだ。

　作中においては、『Ｔ・Ｈ・Ｓ・Ｓ（trouble heroine search system）』という仰ぎよう々ぎようしいシステム名が付けられているが、秀之は面倒なので『キャラ選択システム』と名付けている。

「お前の『キャラ選択システム』で『カスタマー』や『ビジター』を探すのって、『該当者が困ってる』状態じゃないと無理なんだろ？　今回、オレが見つけたのは少し趣が違う」

「……もしかして、『カスタマー』がシナリオに関係なく、ひとりで暴走でもしてるって展開？」

「察しがいいな。暴走っちゃ暴走だな。まあ、見ればわかる」

　義人が歩き出すと、秀之もそれに付いていく。そして、街灯の少ない裏通りへと入った。

　そこは近所で建設されている集合住宅の資材置き場のようで、建築資材がそこら中に置かれている。

「ん……？」

　秀之はその近くから数人の気配を感じ取った。目を凝らす。

「全部で六人いるだろう？」

「ああ。何やってんだ、あれ……」

　その様子をよく見てみると、五対一で何かをやり合っているのがわかった。

　秀之は次に耳を澄ます。

「てめぇ、こんなコトしてただですむと思ってんのか!?」「死刑決まっちゃったよ、オマエ！」「もう泣いても許してやんねー！」「くたばっとけ！」「マジ、お前ヤバイよ」

　五人の方は、これ以上ないぐらいにいきり立っている。

　対して、相対するひとりの彼は五人に囲まれ凄まれてもまったく怯ひるむ気配を見せない。

「泣いて許してくれたことがあったのか？　お前らに。死刑が決まったのはお前らだよ。今までやられてた分、今、まとめて返してやる……！」

　そして、五人にはっきりと言い返した。

　秀之がその言葉を聞いた印象は、『言い慣れていない』だった。

　他者に悪意を向けることに慣れていない者の声というのは、どうしたってたどたどしく聞こえてくるものだ。特に今まで言ったことのない、考えたこともない台詞せりふを言うのには勇気がいる。

　五人の方も感覚でそれを感じ取ったのか、彼の言葉を意にも介さない。

　――もしかして、これは……。

　秀之がこの事態の予想が付いたとき、五人の内、喧けん嘩かっ早ぱやいひとりが殴なぐりかかる。

「とりあえず、いつも通りピーピーと泣いてろ！」

　だが、その拳こぶしは呆あつ気けなく掌てのひらで止められた。

　そして、あっさりと握にぎり潰つぶされた。骨が折れる鈍にぶい音が、秀之たちにまで聞こえてくる。

「あ、が、が……！」

　やられた方はまともに声も出せず、うずくまった。

　よく見れば、潰された方の手はかなりおかしな形になっていた。人の手には見えないほどにひしゃげている。

　とんでもない握力を受けたとはいえ、人の手であんなおかしな形になるわけがない。

　――あり得るとすれば、投影した時にそういった力を得たか……。

　それは物理法則を無視した、異能レベルの肉体だ。

「邪魔だよ、ゴミが」

　潰した方の彼はうずくまる男を邪魔そうに蹴ってその場からどかす。

　それを見た残りの四人は呆気にとられ、息を飲んだ。二の句が継げず、まったく動けないでいる。

　秀之はそれを見て確信した。

「……あっちのひとりの彼は間違いなく『カスタマー』だな。力を得て仕返しでもしてるのか」

「ああ、どうもそうらしい。結構、いろんなやつに苛いじめられてたのか、ガンガンお礼参りしてるぞ」

「そういうことね……」

　明確な共通点ではないが、『カスタマー』には『内気な人間』が統計的に多い。

　中には学校や職場のコミュニティで苛めを受けている者もいる。そして、力を得た者は少なからず復讐に走るのだ。

　――『フェアリーテールシステム』ほど理想が容易に得られるものもないだろうしな。

　秀之は続けて義人に質問する。

「ふむ。あの姿じゃあ、容姿改変はしてないみたいだけど……。容姿が元のままだと投影しているキャラクターがわからないからなー。彼は喧嘩に強いだけか？」

「いや。やられたやつに話を聞いた限りでは、『瞬間移動をした』ということらしい」

「瞬間移動、ね……」

　秀之も『能力インストール』さえすれば瞬間移動は可能だ。架空の物語では、そこまで珍しい能力でもない。特にファンタジーにおける悪役はどういうわけか、持っていることが多い。

「はあっ！」

　人が顔面を殴られた鈍い音、次いでずしゃりと倒れる音が響く。秀之が彼らの方へ再び目を向けると、一方的な暴行が行われていた。

「そろそろ介入した方がいいな。義人はここで待機しててくれ。倒れてる子たちの応急処置を頼む。それと、もし何かあったら神しん藤どうさんにも救援要請をよろしく」

「了解。面倒だからひとりで何とかしろよ」

「へいへい……」

　秀之は面倒くさそうに言って、その『カスタマー』たちの方へと駆けた。




　五人組の方――すでにふたりを倒されて三人組だが、彼らは完全に戦意を喪失していた。

『カスタマー』は次の標的へと近づき、無造作に髪を摑む。

「逃げたいなら逃げていいんだぜ？　逃がさないけどな。お前らが俺を逃がしてくれなかったみたいに！」

　呪じゆ詛そを呟つぶやきながら、『カスタマー』が空いた手で相手の顔面をぶん殴る――。

　その拳を、秀之は横から手で受け止めた。

　思わぬ闖ちん入にゆう者しやに周囲にいた四人が一斉に秀之の方へ向く。

「……誰だ」

　秀之を睨み付けて、『カスタマー』が凄む。

「高橋秀之」

「そういうことを聞いてるんじゃない。何してるんだ。クソの役にも立たない大人は引っ込んでろ」

　その言いい様ざまは苛めを受けていた時に、担任や大人が助けてくれなかったということだろう。悲哀が感じ取れた。

　しかし、

「引っ込むわけにはいかないな。突然手に入れた力に舞い上がってる少年にお灸を据えないといけないしね」

　そう言うと、『カスタマー』の少年の顔に明らかな焦あせりが生じる。

「あんた、まさか……」

「察しがいいね。君の同類だよ」

『カスタマー』の少年はその場から素早く後あと退ずさりした。初めて事実を知っている人に出会ったせいで動揺しているのがありありとわかる。その場から様子を窺うかがっていた三人が倒れているふたりを抱えて逃げ出したが、それにすら気付かない。

「同類が何の用なんだよ。俺は……、今までやられた分をまとめて返してるだけだ！　何も悪いことはしていない！」

「気持ちはわからないでもないけどな。それでもこれはやり過ぎだよ。それに暴力に暴力で返すというのもスマートじゃないだろう」

「……じゃあ、泣き寝入りしろっていうのか!?」

「やりようはいくらでもあるってことだよ。というわけで、同類の俺に免じてここは退いてくれないか？」

「冗談じゃない……！　俺の受けた屈くつ辱じよくはこの程度じゃ収まらないんだ！　あんたが邪魔をするっていうのなら、まずはあんたから片付けてやる！」

　少年が秀之に向かって突進する。

　秀之がそれを待ち構え――真横から顔面に拳を食らった。

「つっ……!?」

　秀之の目の前からいきなり消え失せ、横からもろに衝撃を与えたのだ。

　事前に話を聞いていたとはいえ、秀之は困惑する。

『カスタマー』の攻撃はさらに続いた。

「ち……」

　正面からの拳が襲いかかるが秀之は軽くいなす。さらに流れるような連続攻撃も、秀之はすべて躱かわした。

　――正面からの攻撃はどうにでもなる。問題は……。

　そして、再び正拳が秀之の顔面を狙っていた。

　それを逸そらそうと待ち構える。

　だが――。

　正拳は見当違いの方向から飛んできた。

　真横。

　予想外の位置から正拳がまともに入る。秀之は思わず横倒れになった。

　秀之はすぐに体勢を立て直し、相手を見据える。そして、相手の能力制限を情報化した。

　――少なくとも連続使用は不可能。それにこの能力は……。

　秀之はすぐさま自分の予想を確かめるために、近くにあった木を思い切り蹴る。木が大きく揺れ、紅葉が舞った。

「目くらましのつもりか!?」

　少年は攻撃の手を緩ゆるめない。再び、その拳は秀之の顔面を狙う。

　秀之はそれを真正面に見据えたまま、タイミングを見計らってジャンプした。

　少年が三度秀之の目の前から消える。そして、今度は足を蹴られた。

　体のバランスが崩れてしまう。秀之は倒れかけた体を必死に立て直し、少年を真正面に見据えた。

　呼吸を整え、そして、不敵な笑みを少年に向ける。

「なるほど。君の能力は『瞬間移動』じゃなくて、時間を止めるものか。しかも、空間ではなく、人限定で」

　秀之は少年の能力を完全に見切った。

　そう指摘すると少年の顔が見る見るうちに強こわ張ばる。誰でも図星を指されたのだと指摘するだろう。

「……なんでわかった？」

「種明かしをするわけがないだろう。とりあえず、仕掛けもわかったことだし、俺も切り札を使わせてもらうぞ」

　相手に行動を起こされる前に、秀之は携帯電話の側面に配置されたボタンを押し込んだ。

　その瞬間、秀之を球体の蒼あおい雷いかずちが覆った。

　その中心部から小さなアナウンスが、微かすかに響き始める。

『レイヤークラス名「黒の聖騎士」参照。キャラクターナンバー７。及び、レイヤークラス名「ブラッククロス」参照。キャラクターナンバー２。人物クラス多重継承』

『レイヤークラス名「キセキ」。設定者に人物クラスをインストール』

　アナウンスの終了と共に、バチンと音が爆はぜた。秀之を覆っていた蒼い雷も消えていく。

「君が時を止めているだけであれば――まあ、概念的にどっちが優先されるかはわからないけど、とりあえず君の体を捕縛しておこう」

　秀之はその手を少年に向ける。

　――その歩みを束縛する疾風フエツセル。

　小さな風が周囲に巻き起こった。見えない風の鎖が少年の四肢を縛る。

「動けない……!?」

　少年が戸惑った声を上げた。

『能力インストール』による『エーベルハルト』の異能、大気を操る力だ。かまいたちや竜巻を発生させることもできる、秀之にとって使い勝手のいい能力である。

「さて。瞬間移動ならば簡単に抜けられるハズだけど、やっぱり抜けられないみたいだね。君は相手の時間を停止させて、その間に自身の座標を変え、瞬間移動したように見せかけただけだ」

「く。くそっ！　放せ！　解け！」

「俺は君に危害を加えるつもりはない。君がその力を手に入れたときの話を聞きたいだけなんだ。もっとも、まださっきいた彼らを傷つけるというのであれば容よう赦しやはしないけど」

「う、うるさい……。俺を見下すな！　俺は……、強くなったんだっ！」

「たまたま手に入れた力で誰かを見下したところで虚むなしいだけだぞ」

「そんなのは俺が決めることだ！　勝手に決めるな！　あんただって何の努力もなく理想を得た同じ穴の貉むじなだろうが！　正義の味方ぶってんじゃねぇよ！」

　少年は顔を赤くして憤る。

　秀之は彼を見て、ふと風の鎖を解いた。さらに能力インストールも解除する。

「……そうだな。だけど、俺は主人公らしからぬ行動をする『カスタマー』が嫌いなんだよ。俺は別に聖人というわけでもないからな。悪いけど、復讐をやめないっていうのなら君の気持ちが変わるまで指導させてもらう。異能を使わなくても、種さえわかれば君程度なら倒せるしね」

「な、なんだと……！　バカにしやがって！　やれるものならやってみろ……！」




　　　　　◆




　少年は即座に時を止めた。

　周囲の人間はまったく動かない。彼の能力は秀之の明かした通り、周囲の人間の時間を止めるというものだ。

　概念的には時間を止めるという異能だが、少年からすれば金縛りといった方がしっくりくる。

　秀之は動かない――いや、動けるわけがない。

　周囲の空間で動いているのは少年だけだ。枯れ木は葉を落としているし、風を受けて揺らいでもいる。しかも、時間を止めることができるのはわずか十秒で連続使用も不可能と、制約の多い異能だった。

　その間に少年は秀之の側面へと回り込み、大きな石を拾い上げ、振りかぶる。握ったまま、秀之の頭へと振り下ろした。

　その瞬間に、少年は時間を動かす。

　止まっている間に攻撃しても、相手の体は時間が止まっているせいで致命的なダメージを負わないのだ。攻撃を避けられないタイミングで時間を動かした方が最大限の効果が得られるのである。

　これまで異能を使ってきた少年の経験則。少年は最大限の効果をあげられるタイミングで、もっとも避けにくい箇所を攻撃していた。

　避けられないタイミングで、秀之の頭に石がぶつかり――瞬間、少年の視界は反転した。

「え……」

　気付けば目の前に夜空が見えていた。少年は自分が地面に倒されたのだとすぐに気付いたが、それでも何が起こったのか信じられないような面持ちをしている。

　起こったことを説明するのは至極簡単だ。

　石が当たる前に避けられ、腕を取られて投げられた。それだけだ。

「避けられないと思ったか？　来ることがわかっていれば、対応は簡単だ。格ゲー風に言えば、攻撃見てから投げるの余裕でした、ってところかな」

　しかし、言うほど簡単なわけではない。

　少年は気付いていないが、秀之は自ら死角を創り出している。そして、少年は秀之の意図にも気付かず、そこを攻撃した。

　死角に来ることがわかっていれば避けるのは容易たやすい。

　秀之は僅わずかな時間で、彼の『もっとも効率的に攻撃をする癖』を見抜いていたのだ。

「くっ！　くそ、まぐれだ！」

　本来、秀之の投げ技はそのまま相手を押さえ込む。

　だが、秀之はそうしなかった。すぐに立ち上がり、少年を見下ろしている。

　少年もすぐに起き上がり、秀之を睨んだ。

　だが、秀之も睨み返す。

「まぐれだと思うなら何度でも来い。これ以上、被害を増やさないように再教育する必要があるからな」

　少年は再び時間を止めた。

　そして、同じように秀之を攻撃する。

　しかし、またあっさりと投げられた。

　何度も何度も。

　石を投げたり、関節技をかけたりもしたが、呆気なく対応され、逆に自身が傷を負ってしまう。

「ほら、終わりか？　君の力はこの程度か？」

　少年は少しずつ心が折れていった。その表情から自尊心が消えていく。

　そして、苛めを受けていた時以上の恐怖を覚え――戦意を喪失した。
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「結局、大した情報は手に入らなかったなぁ」

　事態を解決しての帰り道。義人は少し気落ちしたようにそんなことを漏らした。

「ま、仕方ないさ。『カスタマー』が力を悪用しないのを確約させただけでも上出来だ」

　秀之に圧倒された『カスタマー』の少年は、もう決して力は悪用しないと秀之の前で誓っている。

　しかし納得がいかないのか、義人は訝いぶかしげな顔をした。

「……どうだかな。あの場限りの言い訳だった気もするが」

「それならそれで仕方ない。次に何かをやらかしたら対策は考えるさ。携帯番号も抑えたし、人間探査マーキング能力もしてあるしね」

　人間探査マーキング能力とは、『メモリーロンド』のキャラクター、『普ふ久く乃の原はら秀しゆう』の持つ異能だ。相手に付けた不可視の印は半永久的に付着し、秀之が『普久乃原秀』をインストールしている時であれば、いつでも対象の位置を知覚できる。

「ま、それならそれで構わないけどな」

「それよりも、やられた方の少年たちは？」

「病院だよ。ま、あいつらもあいつらでいい薬にはなったかもな。とりあえず、後遺症とかはないから安心しろ」

「そうか。それならよかった」

　それからふたりで何気ない会話をしていると、ふと義人が別の話題を振ってきた。

「そういえば、暎那ちゃんのウイルスの件、少し進展したんだって？」

　今、秀之がもっとも優先している案件のことだ。

　暎那は『電でん子し妖よう精せい』というグループに、ウイルスを感染させられたという。このウイルスの結果が中途半端で、記憶喪失に留まっている。

　だが、いつそのウイルスが本格的に発症するのかがわからない。発症するのかどうか、発症したらどうなるのか、未いまだに不明のままだ。

「ああ、一応な。手掛かりが見つかった程度だけど」

　今まで何をどうすればいいのかわからない状態だったが、ようやくそれがわかった状態になった。わかったとしても容易に解決できる類たぐいのものでもないが、それでも大きな一歩には違いない。

「記憶を封印するプログラムが走ってたことがわかった。彼女が記憶喪失になっているのは、このプログラムが原因だな」

「治せるのか？」

「……治してみせるさ」

「そうか。オレはその手のことではお前に敵かなわないからな。しっかりと暎那ちゃんを助けてやれよ」

　そして、ふたりは分かれ道に差し掛かった。

「それじゃな、義人。またなんかあったら連絡してくれ」

「その時はもう少し笑顔で待ち合わせ場所に来いよ」

「……笑顔で来てほしいのか？」

「すまん、前言撤回だ。笑顔で来られても気持ち悪いな」

　そんな軽口を叩いて、ふたりは別れた。

　それから秀之は家路を急ぐ。緊急事態で仕方のなかったこととはいえ、何しろ今日の楽しい時間を中断されていたのだ。

『フェアリーテールシステム』も重要だが、人生多少は娯楽がなければ生きていけない。

　――わかってくれるよな、紫し乃の。

　そんなことを言ったら呆あきれた顔をしそうだな、と秀之はひとり苦笑した。




　秀之は玄関前でその異変に気付いた。

　仕事から帰ってきた時と同じ程度の暗い夜空。だが、ほんのりと、うっすらと、いつもよりも明るい。出掛けには気付かなかったが、真夜中の闇に慣れた感覚でいたからこそ気付く妙な薄明かり。

　秀之はふと上を見上げる。

　視線の先には、自身の部屋の窓がある。

　そして、その窓に――。

　アニメ、『魔砲王女レトリックれい』の映像が一面に映し出されていた。

「[image: ]……？」

　しかも、変身バンクの途中で一時停止状態。魔法少女チックな衣装への再構成を行っているためかキャラクターの素肌が露あらわになっており、このシーンだけ見れば18禁アニメと誤解されてもおかしくはない。

　それは秀之が家を出る前に、一時停止を押したシーンだ。

　――プロジェクターの映像が、そのまま窓の外に透写されてる、だと……!?

　秀之はかつてないほどに焦り始める。その顔に冷や汗が止とめ処どなく流れた。

　義人に急げと言われ、一時停止を押したところまでは覚えている。

　だが、プロジェクターの電源を切った記憶が秀之にはない。

　いや。そもそも今ここで止まっている映像が見えているということは、再生していた時の映像も外に透写されていたということだ。

　――落ち着け、俺！

　あまりにも予想外の事態。

　秀之は必死になって理性を保つ。

　焦しよう燥そうに塗り潰されそうな脳で、思考を無理矢理巡らせた。

　映像を流していた時間は約十分。

　そして、外出時間は一時間と少し。その間、あのシーンのまま、放置されていたことになる。

　今の時間には家の前の人通りが少なく、目撃者はいないに等しいだろう。

　――大丈夫。少なくとも周辺一帯の住人は帰りが早い。

　だから、問題はない。

　そう結論づけ、早くプロジェクターの対応をしようと思っていた矢先に、秀之は思い出した。

　――そういえば、愛子って俺が仕事から帰ってきた時……。

　嫌な汗をかきながら玄関を開ける。

　仕事から帰ってきたときよりも、一足靴が増えていた。

　秀之の背筋が寒くなる。一いち縷るの望み、すでに寝ていることを祈った。

「ただいまー……」

　秀之は恐る恐る家の中に入り、階段を上がり、こっそりと部屋へと向かう。そして、部屋の扉を開けたところで――。




「おい」




　背後から怒りの籠こもった声がかかる。秀之の体が、一瞬にして恐怖に支配された。

　秀之はロボットのようにぎこちなく振り返る。暗闇の中から、般はん若にやの形相を浮かべた愛子が出現した。いや、般若よりも怖い。

「何が言いたいか、わかるよな？」

　暎那を起こさないように配慮しているのか小声だった。だが、それが逆に秀之にとっては怖い。

「え、えと……その……」

「うちはいつからアルタビジョンを目指すようになったんだ？　ええ？」

「そ、そういうわけでは……」

「アニメのキャラにお出迎えをしてほしかったわけか。思いっきり玄関から真正面で見えるもんな。これでもかってぐらい、はっきりと」

「ち、違います……。ただ、大きい映像で見たかっただけなんです……！」

「……まあ、もう理由はどうでもいいよ」

「え……!?」

「ちょっとお前の部屋行こうぜ。な？」

　地獄の始まりだった。




　――紫乃。俺、頑張るよ。だから、許して……。

　きっとこれは紫乃が怒ったからに違いない。

　秀之は心の中で紫乃に必死で謝った。
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「くそっ！　くそっ！　ちくしょう！」

　秀之に手ひどくやられた少年は、這ほう這ほうの体ていで逃げ出してから悪態をついていた。

　彼は自身の投影したゲームでもヒロイン全員に振られ、その腹いせに今までの復讐を選んだ。

　もっともヒロインに振られたのは自業自得だし、苛めの復讐もやり過ぎている。

　それでも彼は一時の夢を見ることができた分、恵まれていたのかもしれない。

「ははは。惨みじめだね」

「なんっ……!?」

　少年が振り向くと、そこには子供がいた。ニコニコと妖しげな笑みを浮かべて……。

「ガキまで苛める趣味はない。さっさと消えろ」

「やれやれだなー。外げ道どうのくせに口の利きき方がなってないよー」

　その瞬間、べしゃりと少年の体が地面に押しつけられた。自身の体がとても重くなったかのように。

　事実、体を指一本動かすことができなかった。空から何かがのし掛かってきたかのように重い。

　姿勢がまるで土ど下げ座ざのようになった。

　子供の方はまったく動いていない。

「がっ……!?」

「君の性格はともかく、その異能は惜しいんだよねー。ちょっと血と一緒にもらっちゃうよー」

「ひっ……！　や、やめ……っ！　やめろおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！」

　しかし、その大きな叫び声が誰かの耳に届くことはなかった。
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　愛子によるプロジェクター接収事件が起きてから数日が経ったある日の朝。秀之と暎那は少しだけ早めに起きて、日課となったチェックをしていた。

「いい？　暎那ちゃん」

　秀之が承諾を求める。すると、暎那は応ずるようにこくりと頷いた。

　秀之のベッドに横たわり、服を緩める。

　それを確認した秀之は携帯電話を手に持ち、それを暎那の胸――ちょうど心臓の上に乗せた。その後、しっかりとボタンを押す。

　秀之は携帯電話に手を当てたまま、暎那の様子を見守った。

　すぐには何も起こらない。

　だが、少し待っていると、暎那の周囲に赤い火花が飛び始める。秀之が『能力インストール』を使用した時と似通った放電現象だ。












　秀之の手にも火花がかかる。静電気のような痛みが秀之を襲った。だが、その程度で手を放したりはしない。

「ん……」

　暎那がくすぐったそうな声を上げ、身を捩よじる。頰ほおが紅こう潮ちようし、目がとろんと眠たげになっていった。

　そして、数秒もしないうちに火花が消える。

　火花の消失と同時に、暎那の様子も元に戻っていった。

「……どんな感じ？」

　元に戻ったのを見計らって秀之が尋たずねると、暎那はふるふると首を振る。それを見て秀之は小さく肩を落とした。

「やっぱり、まだまだ無理か」

　暎那の胸元から携帯電話を取り、パソコンと接続する。

「暎那ちゃん、もういいよ。ありがとうね」

　そう言われた暎那がベッドから立ち上がり、秀之に尋ねた。

「無理そう？」

「今はまだね。でも、少しずつやっていこう」

　秀之たちがやっているのは、暎那のウイルス駆除だ。

『電子妖精』に入れられたという特殊なウイルス。それが暎那の記憶を封印しているのだという。

　だが、ウイルスを取り除くことができれば暎那の記憶は戻る。そして、記憶が戻れば秀之が調べている『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』というシステム――『フェアリーテールシステム』について、さらなる情報が手に入ることになる。

　暎那は『フェアリーテールシステム』の管理者、そのひとりだからだ。

　しかも、記憶と共に力を取り戻すことができれば、暎那よりも上位の管理者に話を聞くこともできるというのである。

　そのために秀之は、現在ウイルス駆除を最優先でやっていた。

「ま、そう簡単にはいかないよね」

　暎那が首を傾げて、不思議そうな顔をした。

　秀之は顎あごに手を当てて考える。

　――さすがに情報がなさすぎる……。

「ありがとう。今日はもう大丈夫だよ」

　しかし、秀之がそう言っても暎那は動こうとしなかった。不安そうな表情で秀之を見つめている。

「……どうかしたの？」

　暎那はぴくっと動いてから、ふるふると首を振った。

「なんでもない」

　そして、暎那は静かに部屋を出て行こうとする。

「ストップ。何でもないってことはないんじゃない？　やっぱりウイルスが怖い？」

　秀之が暎那の背中に問い掛けると、暎那は振り向き、躊躇ためらいがちにこくりと頷いた。

　彼女の不安を取り除こうと、秀之は精一杯の笑顔を浮かべる。

「大丈夫だよ。絶対に取り除いてみせるから」

　すると、暎那の面持ちは少々和らいだ。そして、お辞儀をしてから、秀之の部屋を出て行く。

　――やっぱり、不安だよな……。

　ウイルスがいつ発動するかなど、誰にもわからないのだ。そんなものが入っていると聞かされれば、大抵の人は怯おびえるだろう。

　――そもそもあのプログラムは本当にウイルスなのか？

　秀之の脳のう裏りをふとそんな疑念が過よぎる。

　暎那の中にあるプログラムが暎那の記憶へのアクセスを阻害しているのは確かだが、他に何かをしようとしている気配が見えない。もちろん、時限式のウイルスとも考えられるが、それにしたって変化がなさ過ぎる。

『電子妖精』が入れたプログラム――ウイルスが変質してしまったということだったが、それにしては動きが綺麗すぎた。その動きは元々記憶封印のために作られたものと言っても過言ではない。

　ウイルス本来の動きは、暎那の自由を奪う類のものであったと秀之は推測している。

　だが、『フェアリーテールシステム』の管理者自身もウイルスを入れられたと公言しているのだ。噓うそということは考えにくい。

　それを信じて、今は愚直なほど丹念に調べていくしか方法がなかった。







　秀之が階下に降りると、愛子がキッチンで朝食の準備をしていた。フライパンで卵焼きを作っている音を立てていた。

　その横で、暎那が甲斐甲斐しく皿に野菜や海の苔りを盛りつけている。ここ最近よく見る和やかな光景に、思わず秀之の頰も緩んだ。

「暎那ー。そこどけー、危ないぞー」

　愛子が注意しながらフライパンから皿へと卵焼きを移していく。そして、フライパンを流し台に置くと、今度は冷蔵庫から昨日の残り物だったポテトサラダを皿に分けた。

　愛子手製の朝食のできあがりだ。

「お、起きてきたか。朝から暎那と何やってたんだ、お前」

　秀之がリビングへと下りてきたことに気付いた愛子は、怪け訝げんな表情でぶっきらぼうに言った。

　暎那に関する秘密を漏らすわけにもいかず、秀之はしれっと誤ご魔ま化かす。

「まあ、ちょっと兄妹の会話を」

「……アニメの話じゃないだろうな」

「違うよ？」

　秀之としては、愛子が暎那の秘密に気付いていないことはありがたいのだが、また別の誤解をされるのも少々困るところだった。

「ロクでもねぇことばっか教えてんなよ。暎那にまた変な趣味を覚えさせたら、今度はあんなもんじゃすまねぇからな」

「……きっかけは俺じゃないのに」

　暎那は学校に行き始めてからというもの、妙にアニメのことやゲームのこと、漫画のことに詳しくなっていた。クラスの担任を務めている義人曰く、「ちょっとやんちゃな奴らがいるんだ」とのことだ。

　そのこと自体、秀之は同じ趣味ということもあってさほど気にしていないのだが、愛子は烈れつ火かの如く怒った。原因は秀之の趣味にありと睨んだ愛子は、秀之に見るも無惨な折せつ檻かんを与えたこともある。

　それ以来、秀之はこの手の会話を全力で避けていた。

「まあまあ、とりあえず飯を食おうよ」

「話を逸らしやがったな……。まあ、いいけどよ」

　愛子と暎那がテーブルに皿を運び、朝食の準備が整う。

　秀之と愛子がふたりだった時は、家を出る時間が違うために朝食を一緒に取ることは少なかったが、最近は秀之も早起きをして三人で一緒に朝食を食べることが多い。

　会話内容はともかく、愛子と秀之のコミュニケーションは多くなっている。こういう部分でも暎那の影響は大きかった。

「「「いただきます」」」

　そして、朝食はあっという間に三人の胃袋に収まっていく。

「あ、暎那ちゃん。口にご飯粒ついてるよ」

　秀之はそれを取ろうとするが、愛子の方が先にそれを取った。

「ん……」

　愛子がハンカチで暎那の口を拭ふく。仲睦まじい姉妹のように……。

　しかし、ふたりは実の姉妹ではない。この三人の中で血の繋がった兄妹は秀之と愛子だけだ。

　暎那は秀之たちの両親が児童養護施設から引き取った女の子。それが今の暎那の立ち位置となっている。

　元々は愛子と秀之が暎那を助けたのがきっかけだが、『フェアリーテールシステム』の介入によって暎那は高橋家の妹という存在へと変わっていた。

「……それにしても猫可愛がりだなぁ」

　愛子は、兄に対しては辛しん辣らつだが、それに反比例するかのように暎那への母性は深い。兄としては少々複雑だ。

「なんだ。なんか文句でもあるのかよ」

「いやー。その一割ぐらいをもらえると、俺も嬉し――」

「キメェ。冗談じゃねぇ。ふざけんな。はっ倒すぞ」

　兄に対してはまったく遠慮がない。

　いつものことだったが、それでも秀之の心は沈んでしまう。

「ほら暎那。ぼやぼやしてると遅刻するぞ」

　こくりと暎那が頷いて、食器をキッチンへと置いた。三人の中では、小学生の暎那が一番出るのが早い。

「ん。行ってきます」

　リビングに置いてあったランドセルを背負い、暎那は家を出る。

　そして、少しして愛子も学校へ向かった。

「さて、俺も行くかな」

　今日も一日、仕事の始まりだ。仕事が終われば義人や神藤とやらなければならないこともある。

　忙しい一日になりそうだった。







　秀之は、神藤と義人と対たい峙じしていた。三人の額ひたいには珠たまのような汗が浮かび、さらに肩で息をしている。全員が疲ひ労ろう困こん憊ぱいな様子だ。

　秀之の家からはかなり離れた郊外の場所で、時間はすでに深夜。

　ここは義人が見つけた広大な土地だ。うち捨てられた土地のようで、無ぶ骨こつな石がそこら中に転がり、雑草も生え放題となっている。

　そこで彼らは戦っていた。もちろん、殺し合っているわけではない。しかし、本気の戦闘ではあった。

　――ふたりを同時に相手するってのは、さすがに能力インストールしててもキツイ。

　神藤以上の力を有した秀之も、神藤の強さに義人の技巧が加わると苦戦する。いや、苦戦するどころの話ではなく不利だった。

　しかし、ある程度のリスクを負ってでも動かなければ勝ちはない。

　――その歩みを束縛する疾風フエツセル！

　不可視の風が、義人の四肢を束縛する。これで義人を数秒無力化したと秀之は考え、狙いを神藤に定めた。

　さらに。

　――この身は神出鬼没なりテレポーテーシヨン。

　神藤の背後に瞬間移動する。

　そこから神藤の腕を摑みにかかった。腕を摑めれば、そのまま投げに移行できる。

　しかし、彼女はその動きを見切っていたかのように秀之の手を横に躱した。

「その動きは読んでます！」

　そして、裏拳で秀之の顔を穿つ。秀之は咄とつ嗟さに腕で防御したが衝撃を抑えきれず、後方へ飛ばされた。

　そこへ、神藤の手から炎が放たれる。

　――熱遮断サーマル・フイルタリング！

　熱を遮断する膜を展開。秀之の目の前で炎が四散した。

　が――。

「甘えよ！」

　炎を隠かくれ蓑みのに義人が目の前にいた。無力化したと思い込み、気配を読むのを怠おこたっていたのだ。失策である。

　しかし、それでも秀之は冷静だった。

「はあっ！」

　義人の顔へと拳を放つ。本気で攻撃する拳ではない。目くらましでよかった。案の定、防御されるが、秀之はその隙すきに後方へと跳ぶ。

　しかし、突如足に違和感を覚えた。

　いつの間にか、秀之の足にチェーンが絡んでいたのだ。後方へ跳んだ弾みでバランスを崩し、秀之は倒れ込んでしまう。

　そして、距離を詰めていた神藤が秀之の額に軽く拳を当てた。

「これでチェックですね」

　それが、本日の訓練終了の合図となった。




　戦いのあと、三人は高橋家へと戻り、反省会をしていた。

「神藤はさ。動きが丁寧すぎるっていうか、杓しやく子し定じよう規ぎすぎんだよ。こういう攻撃が来たら、こう返す、こう防御するってのを決めきってるから、長期戦になると動きが読まれやすくなるんだ。もう少し、対応のバリエーションを増やせ」

　義人がアドバイスすると、神藤はこくりと頷いた。

「しかし、体に染みついてしまっているものですからね。なかなか……」

「考えて戦え。流れに身を任すな」

「流れに身を任せることは、反応速度の観点から見れば悪いことではないと思いますが」

「流れに身を任せた場合のパターンが少ないって言ってるんだよ。もっと最さい適てき解かいを探せ。考えながら戦うことに慣れれば、対応パターンも増える。そんなんだから、お前さんは詰みやすいんだよ」

「しかしですね……」

　ふたりの議論を眺め、秀之はぽつりと呟く。

「仲いいな」

「よくない！」「よくありません！」

　ふたりは同時に反論する。それを見て「やっぱり仲がいい」と秀之は生暖かい視線を送った。

　神藤は、元々『電子妖精』に所属していたが、説得されて秀之たちに与くみしている。『電子妖精』の報復から身を守れるように、現在は義人が住んでいるアパートメント、さらにその隣の部屋に引っ越していた。

　それからというもの、よく口論をしているところを秀之は見ているが、見ての通り息が合っている。

　秀之が納得したように頷いていると、いつの間にかふたりの矛先は秀之に向いていた。

「第一、お前の行動も隙がありすぎなんだよ。あの風で束縛する魔法とやらでオレの動きを止めたのはいい。だけど、あれは意識してないとすぐに解けるって言っておいただろう。お前が神藤の後ろに瞬間移動したあと、すぐに解けたぞ」

「それで神藤さんを攻撃したあと、すぐに距離を詰められてたのか……。でも、意識したままってのも難しいんだよな……」

「だったらもう少し考えろ。例えば、今回オレは手足全部拘束されたけど、右足だけとか、ひとつであればどうなんだ？」

「……なるほど。それなら多少は意識を割くことができるな」

「そういうことだ。オレみたいに、飛び道具で致命傷を負わせられないやつだったら、手足の一本でも抑えておけば充分だからな」

「確かに、ちと無駄が多かったな」

「あと、これも前々から言ってるけど、常に並列に考えろ。そうしないといつまで経っても反射反応で瞬間移動を使えないぞ」

　秀之の使う瞬間移動は、「今から行う」と意識をしないと使えない。コンマ数秒の中で使うのはなかなか難しい異能なのだ。

　拳を避けるのと同じように、瞬間移動ができればどんな攻撃も避けられるようになる。

　しかし、その境地に至るのは言うほど簡単ではなく、とても困難だった。

「それでも、我々の実力も急速に上がっている気がしますね」

　神藤がそう口に出すと、義人は顰しかめっ面つらになる。

「なわけねーだろ。そんな簡単に強くなれたら苦労しねーよ。まあ、秀之の場合は一気に強くなる可能性はあるがな」

「高橋さんが？」

「能力インストールを使って、だけどな。ぶっちゃけて言えば、秀之の体がどうなってもいいという条件なら今からでも最強になれるな」

　神藤が不思議そうな表情で秀之を見やると、当の本人は当然のように頷いた。

「まあ、事実だよ。『能力インストール』にはいくつか条件、制限がある。俺が今メインで使ってるのは『黒の聖騎士』のゲームに出てくる『エーベルハルト』ってキャラだけど、強さだけで言えばもっと強いやつがいる。気合い入れるだけで惑星ひとつぐらい壊せるキャラとかな」

「物ぶつ騒そうですね……」

「だけど、そんな力をインストールしたら、その時点で俺は下へ手たすりゃ死ぬ。俺自身に見合った力じゃないと、副作用が来るんだ」

「副作用ですか……。ちなみにどんな？」

「神経に異常が出て、血管がやばいことになる。初期の頃に一回やって死にかけた。二度目に確かめるようにやって、やっぱり体をおかしくしたしな……」

　神藤の顔が青くなる。そこへ義人が口を挟んだ。

「その上、力は百パーセント使いこなせないし、暴走する可能性も高い。そんなことになったら、意識のあるうちにアンインストールして能力を解除するしかないってわけだ」

「なるほど……。そうなったら私たちも危険ということですか」

　神藤は感慨深く頷くと、質問を重ねた。

「ちなみに今、『アンインストール』をするって言いましたが、能力の追加削除は容易なんですか？」

　秀之は首しゆ肯こうする。

「能力じゃなくて、キャラクター単位の追加になるけどね」

「では、キャラクターを何十人もインストールすることは？　異能はいくらあっても、いいと思うのですが……」

「可能は可能だよ。ただ、こっちは俺のソフトウェアの問題でね。多人数をインストールすると処理が遅れる。異能の処理能力が遅れるから実戦向きじゃないんだよね。四人目をインストールした場合、瞬間移動するのに十分かかるとかあるし。もう少しソースコードで処理を効率化できれば何人か追加で使えるかもしれないけど」

　そして、また義人が口を挟む。

「それにアンインストールしたり、異能を入れ換えたりするってのは、初期の戦術判断が間違ってたってことだからな。よっぽどのことがない限りは、その時点でさっさと撤退だ。作戦を練り直す必要がある。もちろん最初から想定されている入れ換えであれば、その限りじゃないがな」

「理解しました。結構、複雑な制限や条件が付くんですね。一日一回というのもそうですし」

　その神藤の言葉に、秀之は思い出したように告げる。

「一日一回というよりも、一日一時間と言った方が正しいかな。一時間の間だったら、何回でも『能力インストール』が使えるしね。ちなみに一日一回ってのは、自主的に決めた条件だけど」

「……そうなのですか？　しかし、訓練を始める前に説明を受けた際、セキュリティホールがどうのこうのと言っていた気が……」

「ああ、セキュリティホールを衝ついた場合、それが閉じるのは一時間後。だけど、セキュリティホールは複数あるんだよ。新しくできたりもするしね。一日一回ってのも、それ以上やると副作用があるからだし」

　そこで義人はぱんぱんと手を叩く。

「さて、もう時間も遅い。反省するべきところは、あとでまとめておく。そろそろ帰ろうぜ。明日も早いしな」

「私は遅番なので別に構わないんですけどね」

「うわ、ウゼェ」

「……何ですって？」

　口論が始まる前に、秀之はふたりを家から叩き出した。




　　　　　◆




　アパートメントへの帰り道、ふたりは口論に飽きたのか黙って歩いていた。辺りは暗く、光は街灯と月の明かりしかない。

　そんな中、義人がおもむろに口を開く。

「さっき、秀之が一日二回以上能力インストールができるって言ったよな？」

「ええ。ただ副作用があるからしない、と……」

「あいつは副作用なんて言葉で濁にごしたが、副作用なんて生易しいものじゃない。あいつにとって、それは絶望だ」

「過剰な力をインストールして、神経や血管に異常が出るのもとんでもない話だと思いますが……」

「それは治るからまだいい。だけど、二回インストールの方はこれ以上やったら取り返しが付かなくなる」

「………」

「両手で数えられる程度には、あいつはもうその二回インストールを使ってる」

「もし、また使うことになったら……？」

「そうなったら、あいつは戦う意義を見失う」

「どういう意味ですか？」

「……お前さんには言っておいた方がいいか。秀之に直接聞いたりするなよ」

　神藤が神妙にこくりと頷くと、義人は静かに語り出す。

　それを聞いた神藤は目を瞑つむり、決して秀之に二回以上のインストールをさせるまいと強く心に誓った。




　　　　　◆




　明くる日の早朝。

　秀之は後回しになっていた調査を開始した。時間を止める能力を持った少年――『カスタマー』の投影したゲームのことだ。

　――結局、情報を聞くこともできなかったが……。

　それでも『カスタマー』が投影した『ビジター』に接触できる可能性はある。

　秀之は『電子妖精』が創ったという『架空の情報媒体コンテンツデータベース』にアクセスをかけ、時間停止の能力を持つキャラクターを検索する。

　目下、秀之にとっては敵の製作物だが、これ見よがしに使っているのにはわけがあった。もちろん、調査の目的もあるが……。

「さて……」

　検索が終了して、数人がリストアップされた。

　その内から彼の歳や雰囲気、身体能力の内容から狭めていく。あの『カスタマー』が容姿も自身に投影していれば楽なのだが、そうでない以上、少ない情報から推測を行うしかない。

　――年齢的には実年齢だろうからな。古いゲームは排除していいだろう。

　残りはふたつ。

　そこから身体能力を考慮し、さらに枠を狭める。

　――一方は拳で壁の破壊ができる。もう一方は学校一喧嘩が強い、と……。

『カスタマー』の彼が壁を破壊できたかどうかは秀之にはわからない。だが、相手の拳をああも簡単に握りつぶした以上、喧嘩が強いだけでは説明はしきれない。

「となると、こっちか……。えーと『私立猟奇学園』……て、陵りよう辱じよくゲーかい……」

　時間を止めて、あんなことやこんなことをしていたということだ。

　――もっとも、俺の異能には引っかからなかったけどなぁ……。

　秀之は、困っている『ビジター』を捜し出す、『キャラ選択システム』という異能を持っている。

　――『ビジター』を投影してない？　いや、まさかなぁ……。

　ゲームの内容をさらに読み進める。

『精神的に未熟だと性欲を一定以上抱いた時に時間停止が解除されます』

　それを読んで「あぁ」と秀之は納得のいったような声をあげた。苛めた者への復讐にということであれば、容易に使える能力だ。

　――もう少し調べておくか……。

　そして、秀之が『ビジター』を調べようとした時、異変は起こった。

　ビ――――――――ッとけたたましいブザー音が鳴り響く。エマージェンシー用に設定されているＳＥだ。事態はウイルスを認識した時のエラー音どころではない。すでに何らかの侵入を許している状態である。

　――面白い。

　こんなことをできるのは、間違いなく『電子妖精』だろう。秀之はすぐにそう当たりを付けた。

『電子妖精』のデータベースをこれ見よがしに操作していたのは、彼らを誘い出すためでもある。

　秀之が今使っているパソコンの中には、重要なデータは何も入っていない。重要なデータは、ネットワークからは物理的に遮断しているローカルマシンの中にすべて移動させている。

　つまり守るべきデータもないので、秀之は防御をあまり考える必要がない。

　――もっともそれは向こうも同じことだろうがな。

　しかし、少しぐらいは情報戦をした方がらしいと考え、秀之は一通りの防御を行った。

　全ファイルにブロック用のパスワードを付与。全パケットをフィルタリング。侵入経路遮断、逃走防止。侵入データ解析。ｅｘｅファイルの起動スタンバイのチェック。インデックスに存在しないファイルの強制終了。全ファイルをバックアップＨハードＤデイスクＤドライブと比較。デコイは全くなし。

「……こんなものか？」

　少し勉強すればできる防御方法で守れる程度の静かな攻撃。軽いジャブのようだった。秀之は拍子抜けしてしまう。

　そこへ――。

　ブオンと低い音があがった。ファンの回転音だ。ＨＤＤの音もする。

　ふと聞こえてきた音に秀之は身震いした。

　今秀之の使っているパソコンからの音ではない。

　音を発しているのは電源を切り、ネットワークから物理的に遮断してあるローカルマシンだった。もちろん勝手に電源が入るような設定にはしていないものである。

「マジかよ……！」

　秀之の額に汗が滲み始めた。

　データの入ったローカルマシンにはモニターが繋がっていない。秀之はすぐさま改造したＵＳＢディスプレイをローカルマシンに挿して画面を確認する。ディスプレイを見るとＭＳ‐ＤＯＳプロンプト画面が立ち上がっており、その内容はファイルをいずこかにコピーというものだ。

　コピー先のアドレスにはＩＰが書かれており、ネットワークを通じて相手先にコピーされていることがわかる。

　――甘く見すぎていたか!?

　秀之もそこまで甘く見ていたわけではない。

　大事なデータをネットワークから物理的に遮断するというのは、直接パソコンを盗まれない限りは絶対に安全なのだから対応としては間違っていない。

　さらに言えばデータが入ったパソコンにもそれなりの自律防御プログラムは作って積んでいる。

　仮に物理的に盗んだとしても、データそのものへのアクセスを不可能にしていた。

　秀之の誤算は、ネットワークから外されたパソコンにアクセスをかけられたことと、そのパソコンに積まれている防御プログラムを呆気なく突破されたことだ。

　――しかし、いったいどうやってアクセスした!?

　存在しない電磁波を操れば可能かもしれない。

　だが、今はそんな未知な技術の想像にかまけている暇はなかった。

　秀之は、次に改造したＵＳＢキーボードを繋ぎ、相手のプログラムに干渉、介入。さらに別のプログラムを立ち上げた。立ち上げたプログラムは単純にＣＰＵパワーを百パーセントにするだけのプログラムだ。しかし、相手の処理を手っ取り早く強制的に止めるにはこれしかない。相手のプログラムも、こちらのＣＰＵを少なからず使っているはずなのだから。

　さらにＣＰＵをクロックアップさせる。その空いた処理部分を逆アクセス用のプログラムで無理矢理占有する。

　――やられてばっかりだと思うなよ……！

　相手のＩＰを辿たどり、相手のパソコンをハッキングするための布石だ。

　ローカルマシンから相手の使っている電磁波に乗り、ネットワークアクセス。問題なく接続された。

　複数のサーバーを経由して、相手のパソコンへ辿り着く。だが、秀之のＩＰは即座にブロックされた。めげずに再度アタック。自身のＩＰを強制的に相手のネットワーク内にあるＩＰに偽装し、アタックをかける。

　内部侵入。他プログラムによる干渉、介入をディフェンス。内部データを総ざらいして見つけたファイルをこちらへと無理矢理コピーする。

　目に見えない攻防を数分続けて、その情報戦は静かに終わった。







「ちっ……」

　秀之は機嫌が悪そうに舌打ちする。

　ネットワークに繋がっていないマシンにアクセスをかけてくるという反則に、秀之は嘆息した。そんなことができるのであれば、どこのパソコンにだってアクセスが可能というとんでもない技術だ。

「奪われたデータはないか？　しかし、アクセス日時がミラーデータと変わってるのは全部持っていかれたと思った方がいいな。能力インストール関連の一部ファイルが奪われてるってところか。今後のことも考えて、こっちの自律防御プログラムを強化しないと……」

　暎那のウイルス駆除の優先度が高かったため、パソコンのブロッキングが少し手落ちであったことは秀之も認めざるを得ない。

「さて、調べるか……」

　秀之はファイルを見比べて、奪われたであろうデータを吟味する。

　そして、ふとファイルを見る目が止まった。

　逆ハッキングをして向こうから入手したデータの中に、いくつか怪しいファイルを発見する。

　まずはヘッダーファイルとソースファイルだ。

「まさか……」

　秀之はチェックを掛けてから中身を見る。

　それは秀之が一見しただけでわかった。暎那のＡＩを操作するのに使われたであろうプログラムだ。

「マジか？」

　いくら何でもそんな上手い話があるとは思えない。

　だが、確かめれば確かめるほど確信を得る。ＡＩ操作となれば、間違いなくウイルスプログラム用のソースコードだ。これらを解析すれば駆除のためのプログラムを作ることができる。

　――逆ハックを想定していなかった？　あるいは逆ハックなどされないと油断？

　相手はネットワークから物理的に外れたパソコンにネットワークを構築できるような腕利きだ。秀之程度、どうにでもなると思っていたという可能性はある。

　――それもまた楽観的ではあるが……。

　秀之は興奮気味に他のファイルも調べていく。

　だが、肝心要となるファイルが存在していなかった。他にもいくつか足りないファイルがある。

　――取れたのは一部だけ、ということか。

　それでもこれで暎那のウイルス駆除が飛躍的に進むことは間違いない。

　そして、最後。

　ひとつのワードファイルが秀之の目に止まった。

『electron_fairy091018.doc』

　秀之はチェックを掛けてからそれを開く。

　そして、その内容に訝いぶかしげな目をした。













　金曜日の夜。秀ひで之ゆきと義よし人ひとと神しん藤どうの三人は近所のファミレスで話をしていた。話の内容は、先日入手した電子妖精のファイルのことだ。

「寫しや取とりが根ね城じろにしてる支部が神戸にある、ね。それはどこまで信用できるんだ？」

　訝いぶかしげに義人が秀之へと問う。

『electron_fairy091018.doc』

　それに書かれていたのは、直近の『電でん子し妖よう精せい』の計画表だった。

　計画そのものは解析計画のようで、詳しいことは秀之にもわからない。

　ただ、重要な点が三点。

　計画表の最後のフッターに、支部の住所が載っていたこと。

　そして、その支部を寫取が仕切っていること。

　さらにその支部の寫取を含めた全員が計画のために本部へと出向すること。

「正直、確度は何とも言えないな。罠わなの可能性もある」

「まあ、なぁ……」

「でも、行ってみてもいいと思うんだ。詳細な住所もわかったし」

「そりゃ、どうして」

「行くのに大したデメリットがないからだよ。ご丁寧に記載されてたスケジュールにはしばらく本部へ出向とある」

「それこそ、罠じゃないのか？」

「罠だったとしても切り抜ければいいだけの話だ。万が一にもそこに暎えい那なちゃんのウイルスデータがあれば、これほど上う手まい話はない」

　秀之は捲まくし立たてるように言う。

　それを義人が指摘した。

「なんか、お前焦あせってないか？」

「焦ってはいないよ。ただ、あのまま続けたとしても、暎那ちゃんのウイルスが今すぐどうにかできるとも思えないしね」

「……お前が難しいって言うなら、それはそうなんだろうけどよ」

「ま、パッと行ってパッと帰ってくるさ。なきゃないで、ちょっと神戸観光でも楽しんでくるよ」

　義人は呆あきれた表情となる。

「随分と嫌な旅行だな……。まあ、それはわかったけど、お前が神戸に行ってる間、こっちのことはどうする？　電子妖精の陽よう動どうって可能性だってあるだろう」

「義人と神藤さんに頼む」

「お前ひとりで行く気か？」

「ああ、だってその方が効率的だろう」

　秀之がそう言うと、義人は苦い顔をした。

「いくら何でもバックアップなしはリスキーすぎる。オレか神藤を連れて行け」

「こっちにひとりだけじゃ、いざというとき心許ないだろう。『電子妖精』がどう出てくるかわからない」

「……悪いが却下だ。デメリットは抜きにしても、メリットがあやふやなわりにお前のリスクだけが高すぎる」

「だとしても、どうにもならないだろうが」

「せめてもうひとり当てがあればいいけど。秀之、お前の知り合いで誰かいないのか？」

「今まで関わった『カスタマー』に頼めば、ひとりぐらいは引き受けてくれるかもしれないけど……。かなり前に追われてるところを助けた高校生とか。でも、こんな血ち腥なまぐさくなりかねない話に巻き込むのは気が引けるな」

　秀之と義人が頭を悩ませていると、今まで沈黙していた神藤が口を開いた。

「ひとり心当たりがあります」

　その言葉に秀之と義人が反応する。

「誰だ？」

「高たか橋はしさんは名前だけ知っていると思います。『大仏おさらぎ冰ひよう』です」

「大仏冰ってまさか……」

「ええ、私の登場ゲームである『陽かげ炎ろうの傷きず痕あと』に登場する主人公の友人であり、ライバルでもある人です」

「確かに聞き覚えはある。彼はまだこの現実にいるのか？　いるかどうかの確認をしてなかったけど」

「わかりませんが、携帯を変えていなければ電話は通じるはずですよ。協力してもらう云々はあとで判断するとして、会うだけ会ってみますか？」

　秀之が少し考え始めたところで義人が口を挟む。

「悪い話ではないな。協力者が得られるならだけど……。ちなみに神藤。そいつは信用できるのか？」

「裏表のない人ですから、信用はできるのではないかと。ただ、実際にお話しして判断してもらった方がいいと思います」

「それもそうだな」

　義人が頷うなずくと、秀之も同意した。

「じゃあ、いつ会うようにする？　向こうの都合も聞かないといけないし。できれば早めがいいんだけど」

「とりあえず、電話で聞いてみます」

　神藤は携帯電話を取りだし、ボタンを押して耳に当てた。

「神藤ですが……」

　相手が目的の人物だとわかったのか、神藤の緊張気味な表情が緩和される。

「ええ、久しぶりね。というよりも、懐なつかしいです。もちろん用事があってかけました。ちょっといい？」

　それから神藤は機密情報は言わず、簡潔に用件だけを伝えた。

「それで日程なんだけど……。あなた、空いてる日は――え、今？　ファミリーレストランにいるけど。以前住んでたアパートの――って、何言ってるの、あなた？　もうこんな時間……」

　慌てた神藤が、溜ため息いきを吐ついて携帯電話を閉じた。

　察した秀之が恐る恐る尋たずねる。

「……まさか」

「今すぐ行く、だそうです……」

「まあ、あのキャラだったらそうなってもおかしくないよなぁ……」

　秀之は他人事のように呟つぶやいた。




「お待たせした！　大仏冰だ。以後、お見知りおきを！」

　秀之たちのテーブルに座ったのは、二十代前半の男だ。

　髪が少し乱れているが不潔な印象はない。カジュアルな服装に身を包み、誰の目にも爽やかな好青年に見えるだろう。仕事はモデルと言われても何割かは信じてしまいそうな容姿だ。

　しかし、店内中に響き渡りかねない大声が玉に瑕きずだった。

「大仏。少し静かに。注目を集めてしまいます」

　神藤が苦手そうに注意するが、

「失敬！　申し訳ない！」

　と大きな声で謝罪した。

「……お願いだからやめて」

　今にも頭を抱えかねない面持ちで神藤は懇こん願がんする。それを見てようやく大仏の声は、普通の音量になった。

「えーと、高橋秀之です。よろしく」

「鞍くら田た義人だ。好きなように呼んでくれ」

　ふたりが大仏に自己紹介をすると、大仏は礼儀正しく「こちらこそ、よろしくお願いする」と頭を下げた。

「それにしても本当に懐かしいな、神藤よ。南な雲ぐもが消えて以来か」

「そうね。私が南雲を必死に捜してる間にあなたが『独自に南雲を捜す』と言って行方をくらまして以来です」

「そうであったな。だが、申し訳ないな。結局、手掛かりはなかった」

「いいわよ。今日、連絡がついてほっとしたわ。私もあなたのことをすっかり忘れてましたし」

「それはひどいな！　忘ぼう却きやくは老化の始まりだぞ！」

　その言葉に神藤のこめかみがぴくぴく動く。

　秀之がそれに気づいて、すぐさま話題を変えた。

「そ、それで大仏さん」

「高橋殿。大仏、でよい。堅苦しいのは好かぬでな」

「わかった。じゃあ、俺のことも呼び捨てで――」

「それは気にしないでくれ。某それがしは敬称を付けないと落ち着かない」

「俺の方が気にするんだが……」

　しかし、秀之は早々と諦めた。ゲームと同様の性格であれば、不毛な論争になることを知っているからだ。

　改めて、秀之は大仏に質問をぶつけた。

「それで、大仏。あなたは自分自身のことをどこまで知ってる？」

「ゲームから投影された人間だということは知っている。他ならぬ南雲自身に言われたことだ。某もどうも人とは違う異能を持っていることは当然知っていたからな。言われてすぐに合点がいった」

「じゃあ、『フェアリーテールシステム』という単語は？」

「……ふむ。以前、南雲が口にしていた気はするな。ただ何分、かなり昔のこと故ゆえにそこまで覚えておらぬ。それが何か？」

「えっと、だな」

　それから秀之は『フェアリーテールシステム』について説明した。

　眠ったままの彼女を助けるために、そのシステムを解き明かそうとしていること。

　そして、暎那の状況についても要点を掻かい摘つまんで説明した。

　すると――。

「高橋殿！」

　興奮した様子で、またしても店内に響き渡る大声を出した。

　ぎょっとする秀之たちを無視して、大仏は続ける。

「某は感動した！　まさか、そんな理由があったとは……。話は理解した。そういうことであれば、協力は惜しまない！　高橋殿と共に神戸へ向かい、貴殿を守ると誓おう！」

「えーと……。ありがとうございます」

　秀之はそう返答するのが精一杯だった。

　今度は、気を取り直した義人が大仏に問う。

「……あっさりと決めたけどいいのかよ？　仕事とかあるんじゃないのか？」

「何。仕事などよりも大事なものがある」

「大仏……」

「しかし、だ……」

　そこで大仏は申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「すまないが報酬はいただこう。貴殿らの意見に同調したとはいえ、慈善事業ではないからな」

「報酬、か……」

　そして、大仏は重々しくその内容を告げた。




「一週間分の食費を頼む」




　それを聞いた秀之の目が点になった。義人もだ。神藤は恥ずかしそうに俯うつむいている。

「それでいいの？」

　秀之は恐る恐る問う。

「死活問題なのだ！」

「……大変なんだな」

　秀之は深々と同情した。

　そこへさらに義人が別の話題を振る。

「ところで、大仏。あんた、そのしゃべり方、恥ずかしかったりしないのか？」

「俺が我慢していた突っ込みをそんなあっさり!?」

　秀之が焦ったように義人へと突っ込む。

「某のしゃべり方に、何か問題でも？」

　義人の指摘など大仏は意にも介さない。

　大仏の隣で、気まずそうに神藤がこの日何度目かの溜息を吐いた。







　明くる日の土曜日の朝。

　起床した秀之はリビングにいた愛あい子こと暎那に、

「ちょっと今日から神戸に行ってくる」

　と告げた。

　愛子は「あっそ」と素っ気ない。

　暎那は「神戸、遠い」と心配な様子だ。

「とりあえず、せっかくだから土産みやげにプリン買ってきてくれ。ほら、暎那、買い物の準備するぞー」

　愛子は言うだけ言って、さっさと二階に戻ってしまう。

　暎那も愛子についていこうとして、すぐにその足を止めた。

　秀之以外誰もいないことを確認してから、暎那は逡しゆん巡じゆんした様子で秀之にたどたどしく問い掛ける。

「ウイルスのため？」

　その言葉に、秀之はゆっくりと頷いた。

「向こうの方に手掛かりがあるかもしれないんだ。俺がいない間は、義人と神藤さんに頼んであるから。暎那ちゃんも気をつけてね」

　しかし、それを聞いて暎那は不安そうな表情を浮かべる。

「心配しなくても大丈夫だよ？」

　その不安を取り除くように、秀之は声をかけた。

　しかし、暎那はふるふると首を振る。

「私のせいで秀之が困ってる」

「そんなことはないよ。困ってるのは暎那ちゃんだと思うんだけど……」

　さらにふるふる首を振った。

「私は、秀之が無理してまでウイルスを駆除して欲しくない」

「ありがとう、暎那ちゃん。でも、無理はしてないよ？」

「………」

　暎那は疑わしげな、それでいて寂しげな目を秀之に向ける。

「暎那ちゃん？」

　どうしたのか。気になって秀之が、詳しい話を聞こうとしたところで、

「おーい、暎那ー？」

　二階から呼び出しがかかる。いつまで経っても来ない暎那に焦じれたのか、愛子はリビングまで下りてくる。

「ん？」

　そして、秀之と暎那のいつもとは違う雰囲気に目め敏ざとく気付いた。

「なんかあったのか？」

「なんにもない」

　暎那はそう答え、愛子に二階に行こうと促す。

　そして、

「秀之、気にしないで」

　と言い残して、二階へと戻っていった。

　秀之は愛子に訝いぶかしげな目を向けられる。

「何したんだ、お前？」

「……いや、何も」

　事実は言えない。

「ふーん……。ま、いいけどよ。あんまり変なこと吹き込むなよ」

　しかし、愛子はそれ以上の追及をせず、暎那を追いかけた。

　――気にしないでと言われても……。

　逆に気になってしまう。

　もっと詳しい話を聞きたいところだったが、新幹線の出発時間は刻一刻と近づいている。

　秀之は仕方なく部屋に戻り、荷物を持って家を出た。







　秀之が新しん横よこ岸ぎし駅えきの新幹線側の改札に行くと、すでに義人が待っていた。

　義人がここにいる理由は、見送りと潜入用のツールを秀之に渡すためだ。

「潜入の打ち合わせはもう充分にしたから何も言わないが、油断だけはするなよ」

「ああ、わかってる。頼んでおいたブツは？」

「さっき、お前の鞄の中に詰め込んだ」

「いつの間に……」

　秀之はパソコンが入る程度の旅行鞄を手に持ち、その中に一泊分の着替えも入っている。だが、何かを入れられたことに勘づくことはできなかった。

「あんなものをこんな場所でお土産みたいに渡せるかよ……。取り扱いには注意しろ。あと、絶対に鞄の中を調べさせるなよ。職質なんかされた日には……」

「日には？」

「……懲ちよう役えき十年は覚悟しておけ」

「……肝に銘じておく」

　そんな会話をしているうちに、そろそろ秀之たちの乗る新幹線の出発する時刻となる。

　だが、まだ大仏は来ていなかった。

「おい、秀之……。ちゃんと時間は伝えたんだろうな」

「ああ、確実に伝えたと思ったんだが……」

　そして、新幹線がホームに入ってくるというアナウンスがされたところでようやく大仏はやってくる。

「遅れた！　申し訳ない！」

「いいよ、いいよ。さっさと乗り込んでくれ」

「承知！」

　秀之と大仏は、すぐに切符を通して改札を抜けた。

「それじゃ、健闘は祈ってやる」

「おう」

　ホームを駆け上がり、止まっていた新幹線に乗り込む。

　扉が閉まると、電車はゆっくりと走り出し、すぐにスピードを上げた。

　秀之たちは空いてる席を見つけてそこに座る。背もたれを倒して、ようやく人ひと心地ごこちがついた。

「それにしても本当にすまなかった！　まさか遅刻してしまうとは」

「間に合ったんだからいいさ。何かあったのか？」

「なに。電話で打ち合わせをしててな」

「仕事か？」

「そのようなものだ」

　秀之はそのことについて深く追及せず、代わりに別のことを尋ねる。

「それにしても、あなたもこんな得体の知れない話によく乗っかる気になったな。頼んでおいてなんだけどさ……」

「言ったであろう。貴き殿でんに同調したのだと。それに某は神藤のことは信頼している。その神藤が信頼している相手なら信用できる。それだけでは不足か？」

「それはありがたいが……」

「ただ、本音を言えば理由は他にもある」

　そう言って、大仏は表情に憂うれいの色を浮かべた。

「理由？」

　秀之が問い返すと、大仏は理由を明かす。

「神藤もそうであろうが、某も南雲を捜している。未いまだに手掛かりはないがな。高橋殿の言った『フェアリーテールシステム』であれば、なんとかなるかもしれない、と思ったのだよ。『フェアリーテールシステム』の解析を貴殿が成してくれることを期待しているのだ」

「なるほどな……」

「だが、高橋殿に同調したのは本当だぞ。それは信じてほしい」

「ああ、ありがとう」

　そして、秀之はさらに質問を続けた。

「もうひとついいか」

「なんであろうか？」

「大仏たちはさ。この世界に出てきたことを、恨うらんでいたりしないのか？」

「……何を突然言い出すのだ」

「いや……。結構、気になってるからさ。義人にはもう訊きいたことがあるけど、他のみんなはどうなのかなと」

　秀之が昔から気にしていることだった。

『カスタマー』の都合で投影される『ビジター』には拒否をする権限がない。

　勝手に現実に具現化されたことを恨んでいるのではないかという不安が消えないのだ。

　義人とは一度腹を割って話し合ったことがあるため心配していないのだが、他の『ビジター』たちの心情は常に気にしていることだった。

「恨みなどするものか。確かにこの現実には醜いものが溢あふれている。見るに堪たえないものもある。それらを見て、なぜこの世界に生まれたのかと疑問を感じたこともある。だが、それ以上にこの世界には喜びが満ちていることにもすぐ気付いた。少なくとも某はそう感じているし、醜いものをすべて喜びに変えたいとも思っている。そして、それこそが某の存在理由であろうということもな。だからこそ、南雲には某の存在意義のあるこの世界に投影させてくれてありがとうと礼を言いたいぐらいだ。……こんな答えでよろしいか？」

　至極真面目な答えに秀之は面食らった。

「ああ、問題ない……。答えてくれてありがとう」

「気にすることはない。……この程度のことで恩に着られては、こちらが心苦しい」

「立派な考えだよ。そこらに最初からいる人間以上にな」

「そんなに讃えてくれるな。某は……そんな人間ではない。卑劣で、打算的な人間だ」

「え……？」

　あまりにも心苦しそうな表情に秀之は心配になった。

「いや、あまり気にするな。そこのお嬢さん、すまないが弁当を頼む」

　大仏は誤ご魔ま化かすように、車内の売り子に声を掛ける。

「では約束通り、飯の支払いをお願いしよう」

「了解。何がいい？」

「では、シュウマイ弁当を」

　弁当を受け取った大仏は美う味まそうに食べ始めた。







　神戸へと到着した秀之たちは、まずは潜入先のビルを下調べし始めた。

　潜入するのが夜のため、その間に近辺の情報や万が一のための逃走経路や合流先を決めておく。

　そして、夜。

　ふたりは、そのビルの近くへとやってきた。

　そのビルは十階建てのオフィスビルで地下も三階まである。データによれば、約九十坪の敷地を有するようだ。

「このビルは、サーバー会社が自社ビル同然に契約していたらしいな。それでその会社が倒産した後、何者かが買い取ったってことだ」

「なるほど。それが『電子妖精』ということか」

「おそらくだけど」

　大仏は納得したように頷いた。

「では、少々真面目に中の気配を探ってみよう」

「そういえば、そんなことできるんだっけ」

「ああ。しばし待たれよ」

　大仏は目を瞑つぶり、内部の気配を探る。

　結果はすぐにわかったらしい。

「確かに中に誰もいないな。敵の支部ということだが、全員が出向中という話は本当のようだぞ」

「……全員が出向って、おかしな話の気もするけどな」

「歴れつきとした会社というわけでなければ、何をしたところでおかしくはあるまい？」

「そういうものか？」

　大仏は「そういうものであろう」とひとり納得をしていた。

　だが、他にも気にかかることはあるらしい。

「ちなみにビルの中だけでなく周囲一帯にも気配がないぞ。街灯の明かりがあるぐらいで、どこのビルも気味が悪いぐらいに静かであるな」

「この辺りは都市開発が途中で止められたらしいからな。しかも不動産屋曰く、未だにテナント料がえらい高いらしくてな。利便性が悪いこともあって、どこも入ろうとしないらしい。おかげで多少暴れてもバレることはなさそうだけど……」

「都市開発の中止も『電子妖精』が？」

「そこまではわからないが、時期を考えればありえないことじゃないな……」

　そう言って秀之はビルを見上げた。

　あまりにも静かで、人の気配がない。だが、人が管理している痕があった。

「妙に小綺麗だよな」

「まったくだ。秘密裏に使ってますと言わんばかりだぞ。それにしても、こんなビルを持つ『電子妖精』というのは随分と潤じゆん沢たくな資金を持っているのだな」

「神藤曰く、金銭的なサポートには、事欠かなかったらしいからな」

「ふむ、スポンサーがいるということか？　単純に金持ちというだけであろうか」

　そこで秀之はふと考える。

「……今更だけど、俺がやることって泥棒なんだよな」

　そんなことを漏らすと、大仏は首を振った。

「大義のためであるならば問題ないであろう。欲望の赴くままに盗むのであれば見逃せないが、貴殿は幼き少女と、大事な女のためではないのか」

「……ふたりを理由にはしたくないな」

「なるほど、それも然しかり。ならば、某を理由にすればいい。ここまで来て手ぶらで帰るのも意味がないだろう。覚悟を決めたまえ」

　大仏に言われ、秀之は頷いた。

「ああ。あなたを理由にもしないけどな。覚悟は決めたさ」

　秀之が携帯電話を操作しボタンを押し込むと、蒼あおい雷いかずちが秀之を覆い、アナウンスが流れた。

『レイヤークラス名「黒の聖騎士」参照。キャラクターナンバー７。及び、レイヤークラス名「ブラッククロス」参照。キャラクターナンバー２。及び、レイヤークラス名「サード・エージェント」参照。キャラクターナンバー１。人物クラス多重継承』

『レイヤークラス名「キセキ」。設定者に人物クラスをインストール』

　アナウンスの終了と共に、バチンと音が爆はぜた。秀之を覆っていた蒼い雷も消えていく。

「それが『能力インストール』というものか？」

「ああ。今回は電子扉のハッキングからスニーキングミッションまで一通りこなせる、潜入のスペシャリストを入れた」

「まさしく、なんでもありだな」

　それからふたりは会話を切り上げ、ビルへの潜入を開始する。

　しかし、侵入用の技能は裏口の鍵を開けたことに使ったぐらいで、それ以外にほとんど使う機会がなかった。簡単にロビーまで来てしまう。

　ゲームのような過剰なセキュリティシステムが組まれているわけでもなく、人が帰ったあとのオフィスビルという印象だ。

　エレベーターは動いていないが、ロビーや階段には埃ほこりの積もっている箇所もない。定期的に掃除されているようだった。

　ゲームのように膨大で過剰なセキュリティがあるとまでは考えていなかったが、これはあまりにも不用心すぎる。

　人に入られることを考慮していないこの状態に秀之は違和感を抱いた。小声で大仏に話しかける。

「……誰もいないな」

「そうであるな。人がいる気配もない。そうであるならば、今のうちに早々と済ませてしまった方がいいのではないか？」

「……ポジティブに考えればそうだな。念のため、保険をかけてから本格的に調査を始めよう」

「保険？」

「ああ、このビルに――」

　その内容を聞いた大仏は、あまりの突飛さに顰しかめっ面つらとなった。







　中へと入ったふたりは非常階段を下り、地下一階から調査をしていく。受付や休憩室といった部屋はまったくない。交渉や休憩を考慮していないような作りだ。

　非常階段から廊下に入ると、そこに大きな扉があった。秀之は一通り扉をチェックすると、危険がないと判断して開ける。

　だが、室内には何もなかった。だだっ広いフロアが広がっているだけだ。

「見事なほどなにもないであるな」

　訝いぶかしげに大仏が呟く。

「……一応、ここで作業はしているはず、だよな」

「埃などは積もっていないし、何かを置いておいた形跡もない。本当に誰もいないのだろう」

「しかし、埃が積もってないというのは不気味だな」

「一階と同じく主が不在であろうと掃除だけはしているのかもしれんな。最近では自動で掃除するからくりもあるようだし、ここなどは障害物もないからさぞ掃除しやすかろう」

　そんな会話をして、秀之たちは次の地下二階へ進む。

　地下一階とまったく同じ構造だ。

「ここにも何もないな」

「罠でもなく、当たりでもないという可能性はあるか？」

「まだ二フロア調べただけだ。次に行こう」

「承知」

　地下二階をあとにして、ふたりは先の地下三階へと下りる。

　ここも同じように扉を開けると、先程の二フロアとは趣が違った。引き出しも何もついていない机と椅子が並べられている。そして、床にパソコン本体、机の上にモニターという配置だ。ひとつの机に八台のモニターが置かれ、その机が十台ほど二列に並んでいる。

「おお。それらしい部屋だな」

「至って普通の仕事部屋っぽいな。かなり安上がりになってるけど」

「そうなのか？」

「さすがに簡易すぎる。引き出しのない机だしな。ゲーム会社のデバッグ部屋なんかはこうなっていると噂うわさに聞いたことがあるけど……」

　秀之はさっそく机の上を探し始めた。

「小さなカードか、ＵＳＢメモリ、こういうやつがないか探してくれ」

　秀之が手にした一般的なＵＳＢメモリを見て、大仏は頷く。そして、秀之と同じように机の上を物色し始めた。

　そして、それらしいものはすぐに見つかった。

「高橋殿。これでいいのか？」

「ああ、そういうやつだ。ちょっと貸してくれ」

　秀之は大仏からＵＳＢメモリを受け取って、持ってきたノートパソコンを立ち上げる。そして、起動してから専用のソフトウェアを立ち上げ、準備を整えた後、ＵＳＢメモリをパソコンに挿した。

　ウイルス判定――なし。

　自動起動や、自動書き込み、レジストリの変化もない。

「何かわかったであるか？」

「まだ、中にファイルがあるのがわかっただけだ」

　ＵＳＢメモリ内のファイルを精査する。

　ほとんどのファイルが、プログラムを扱う時によく見られる拡かく張ちよう子しだった。拡張子の偽装、ファイル内のトラップといった罠を考慮してチェックするが、中身は確実に秀之も使うプログラムのソースコードだ。

　ファイルを開いて、中身を見る。

「……大当たりだ」

　秀之はあっさりと見つかったことに驚愕した。その声は信じられないとでもいうように少しだけ震えている。ファイルは間違いなく『フェアリーテールシステム』への接触を試みたものだった。

　一見すると普通のプログラムにしか見えないが、フェアリーテールシステムを扱うための独自の関数が使われている。

　さらに、これは『暎那のＡＩを操作』しようとしている形跡があった。

　――これが『暎那に入れたウイルスプログラム』のソースコードである確率は高い。

　もちろんさらに調べてみなければ絶対とは言えなかったが、それに近いプログラムであることには違いないと秀之は確信した。

「よし。まさかとは思ったが、本当にあった。信じられない」

「それは重ちよう畳じよう。天が正義である貴殿に微笑ほほえんだのであろう」

「しかし、だとしたら、あまりにも不用心すぎる。俺に『電子妖精』のデータを盗まれたのは知っているはず。なのに、こんなところにこんな重要なデータを……」

「ふむ……。こんな行動を起こすとは思わなかった。あるいはデータとやらが盗まれたことに気付かなかった。そういうこともあるのではないか？」

「それは、あまりにも楽天的すぎる」

「……だが、現実にデータが手に入ったのだ。気にすることもあるまい？」

　確かに大仏の言う通り、楽天的に考えてもいいのかもしれなかった。入手したデータは間違いなく、暎那に入ったウイルスの対策ができる代物だ。

　――あまりにも都合がよすぎて罠としか思えない……。考えすぎか？

　秀之が嫌な予感を覚えていると、不意に大仏の表情が険しくなった。

「高橋殿。用心しろ。何者かが正面玄関からこのビルに入ってきた」

「わかるのか？」

「ああ。気配の察知には自信がある」

　秀之は少しばかり違和感を抱く。大仏はゲーム上において、ビル内を把握できるほど気配の察知が上手かったわけではない。

　だが、大仏の言い様はまるで確信しているかのようだった。

　――とはいえ相手にもよるし、修練したという可能性もあるしな……。

　そう結論づけ、秀之は入ってきた気配について尋ねる。

「何人かわかるか？」

「ひとりだ。……不ま味ずいな。地下に向かってきている」

　上階に上がる手段は非常階段のみ。エレベーターは電源が落とされているのか使用不可だ。

　そうなると地下一階や二階で止まらなければ、確実に鉢合わせすることになる。

「この部屋に隠れる場所はないからな。覚悟を決めておくといいぞ、高橋殿。気配から察するにかなりできる。少なくとも一般人ではない」

「いや、瞬間移動が使えるから逃げることは簡単だが……」

　ただ、秀之には考えがあった。

　ここに来る人物は『電子妖精』に関係する人間――というよりも、ここを根城にする寫取である可能性が高いと推測できる。

　だから、顔を拝んでおくのも悪くない、と――。

　秀之は相手のことをまったく知らないのだ。ついでではあるが、わかることがあれば御の字。いざとなれば瞬間移動で逃げればいいのだから。

　――切り札もあるしな。

　そう決めて、秀之は大仏に注意を促した。

「大仏。とりあえず、会ってみよう。危険になったら逃げる。その時はすぐ俺の傍そばに寄ってくれ」

「……心得た。貴殿がそう言うなら従おう。だが、危険を感じたらすぐに退くことは約束して欲しい」

「ああ、わかった」

　そして、このビルへと入ってきた者が、地下三階の扉を開け、ゆっくりと入室してきた。

　入ってきたのは、見た目子供。秀之の印象も小学生だ。そして、秀之には少年か少女か、性別の判別がつかなかった。ボーイッシュな服装ではあるものの、判断を付けられるほどではない。髪型もショートカットなので見分けがつかなかった。

「初めましてー。高橋秀之くん。そして、大仏冰くん」

　秀之が電話越しに聞いたことのある声。男でも女でも通じそうな、しかし子供特有の甲高さがある。

　まさしく秀之の目の前にいるのは『電子妖精』の天才、寫取晶あきらだ。

「高橋くんは声聞いてわかったと思うけど、僕が寫取晶です。よろしくー」

「……よろしくされる謂いわれはないな」

　秀之はつっけんどんに返す。目の前にいる子供から得体の知れない雰囲気を感じ取っていたために警戒していた。

「あららー。そんな邪険にしなくてもいいじゃん」

「人のデータを盗んでおいてよく言う。その節はどうも。物理的に遮断しているパソコンにアクセスをかけてくるとは思わなかったよ。だから、俺も直接盗みに来てるんだがな」

「ああ、あれねー。あれは僕の異能も使ったから。君の家の電気を消したのと同じ異能だね」

　相変わらず寫取の異能を秀之は見抜くことができない。

　電磁波操作かもしれないが、それだけではないと秀之は判断していた。

　そんな秀之の思案も気にすることなく、寫取は語り続ける。

「でもさー、こっちもまさかあの状況からあのアタックを防いで逆アクセスをかけてくるとは思わなかったんだよー。だからこそ、ウイルス用のデータを盗まれて、ここまで来られちゃったわけだけどさー」

「白々しいな。このタイミングで戻ってきたことといい、俺をはめるつもりだったんじゃないのか？」

　しかし、寫取は首を振った。

「いやいや。僕としては来るかどうか半々だと思ってたんだよねー。君には手が足りなかったしさ。まさか神藤くんの仲間を連れて、こんなに早く来て、しかも侵入なんて大それた真似をしてくるとは思ってなかったんだよー。この結果は、君を見くびっていた、ということかなー」

「……義人を失念していたことといい、相変わらず脇が甘いな」

　秀之は寫取の言葉を額面通りに受け取っていいかどうか迷う。

　口調が子供っぽいために怪しすぎて、一周して本音なんじゃないかと思ってしまうぐらいだ。

　単純に秀之などどうにでもなるという余裕かもしれないが……。

「でもね」

　だが、そこで唐突に寫取の雰囲気が変わった。

　明らかな敵意が、その表情にはある。

「ちょっと、それを持っていかれると面子的に困るんだよ」

　目線は秀之の持っているＵＳＢメモリだ。

「ふん、不用心だったな」

「そうだね。だからこそ、趣向は凝らそうじゃないか」

　そう言うと寫取はおもむろに携帯電話を取りだし、そしてボタンを押した。秀之はそれを止める暇もない。

　すると――。

　部屋が微かすかに振動した。地震ではない揺れ。

　ビルの中の何かが動いたのだ。

　さらに、秀之に異常が起こる。

　秀之の体から放電が一瞬で広がり、すぐに消失した。まるで中のものが外へと出ていったかのように……。

「さて、逃げてもいいよ？　でも、もう君は何が起こったのかわかったと思うけど？」

　寫取の言う通り、秀之は自身の体に起こった異常を完全に把握していた。

　――『能力インストール』を解除された!?

　もちろん一時間経過したわけでもない。侵入してからまだ三十分も経っていないのだ。

「ネタばらしでもしておこうかー。このビルにはある特殊な仕掛けがしてある。ある特定の電磁波を吸収する素材をビルのあらゆる箇所に特殊な配置で埋めているんだよー。もちろん窓を塞ふさいだ壁にもねー。まあ、地下に窓はないけど」

「……まさかステルス技術？」

「当たりー。コネとかツテとか色々当たって軍事用の代物を応用して作り上げたんだよ。元々は『フェアリーテールシステム』からの攻撃を防ぐために作られたものなんだけどねー。外からも内からも、例の特殊な電磁波を通さないようにしているわけさ」

　寫取は得意そうに語る。まるで玩具を自慢する子供だ。

「さて。言っとくけど、僕は強いよ？　『能力インストール』がない君も人にしては強いとはいえ、その差は歴然さ」

　脅おどしのような言葉を吐くと、大仏が反応した。

「そのために某がいる。この御ご仁じんに何かするということであれば某が相手になろう」

　そして、大仏は秀之を守るように一歩前に出る。

　だが、寫取はまったく意に介さない。

「ダメダメ。君が何人いても僕には勝てないよ。無駄なことはやめておきなってー」

「……笑止！　覚悟するがいい。いざ参る！」

　大仏が構える。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　折にて白銀の片へん鱗りんを賜たまわらん！」

　前に出した大仏の右手周辺が急速に歪ゆがむ。

　神藤とは対極の異能。極寒、氷の力だ。温度差による光の異常屈折で、その凄まじさがわかる。

　そして、大仏の右手から寫取目掛けて氷柱が射出された。

　だが、寫取は避けもしない。

「位い相そう断だん裂れつ！」

　寫取の声が部屋に響く。すると、寫取の目の前が大きく裂け始めた。

　中は完全なる闇。深しん遠えん。

　そこは見るだけでおぞましい世界だった。

　その中に、大仏の射出した氷柱は次々に吸収されてしまう。












　すべてを吸収し終えると、断裂した空間は元に戻った。

「面めん妖ような……」

「まあ、氷の能力なんてありふれてるからねー。何度も見てきたし、対応策ぐらい持ってるよー。……氷に限らないけどさ」

　寫取はまったく傷ついていない。その身に氷粒ひとつついていなかった。

「なんと……」

　そして攻撃を防がれた大仏は怪け訝げんな表情をしていた。

　秀之はその反応に少しだけ違和感を覚える。ゲーム中において南雲と神藤にその氷を防がれた時、彼はもっと驚愕、呆然としていた。

　とはいえ、秀之にはそれを深く考えている余裕もない。

「折にて白銀の片鱗を賜らん！」

　大仏は再び氷柱で攻撃を開始する。

「オーロラシールド！」

　寫取が叫ぶと、今度は寫取にオーロラのような光が纏まとわり付ついた。

　そこへ氷柱が的中する。凄まじい冷気の白煙が立ち上った。

　それでも大仏は氷柱による攻撃をまったく止めない。

　そして、外れた氷柱が壁へと当たり、辺り一帯が氷の世界となってしまった。

　こんなものをまともに喰らえば肉片すら残らない。仮にどうにか回避できたとしても氷に足を取られること必至だ。

　それでも――。

「だから、無理だって」

　まったく堪こたえていない。無傷だ。

　そこへ、冷気の白煙を切り裂いて、秀之が寫取の前に現れる。

　虚を衝つかれた寫取はまったく反応できていない。

　秀之は寫取の服を摑つかもうと手を伸ばす。

　だが、寫取は不気味な膜で覆われており、摑むことができなかった。まるでスライム状のゼリーでも体中に纏っているようで、その手は服にまで届かない。

「マッドメンブレン。不可視の泥のような膜であらゆる攻撃を吸収、回避する。そんな異能さ」

　そもそも寫取は反応などする必要がなかったのだ。

　ただ、秀之にはひとつ気になることがあった。

「防御方法をころころ変えて、どういうつもりだ」

　秀之が見た限り、大仏の氷を防ぐのに、『位相断裂』と『オーロラシールド』を使い分ける必要がない。

　そもそも今の『マッドメンブレン』であれば氷も防げるし、万が一の秀之の攻撃すらも防御することができるはずだった。

「僕の異能はこの程度じゃないからねー。氷山の一角さ」

　そして、秀之は先のオーロラシールドという技を以前見たことがあった。

　もちろんゲームでだ。現在、この世界に投影されているゲーム。

　それによる異能。

　――まさか、こいつ俺と同じか？

　だが、寫取は秀之の思考を読んだようにそれを否定する。

「すでに現実への投影が終了したキャラクターの異能をインストールする君の『能力インストール』とはまた違うよ。そうであれば僕も異能は使えなくなってるはずだろう？　似たようなものであることは否定しないけどね」

　寫取の異能がどういう仕掛けで動いているのか、秀之もすぐにはわからない。

　さらに考える時間も与えられなかった。

「さて。そろそろ攻撃に転じようかな、と言いたいところなんだけど、面倒は嫌いなんだよね。高橋くんも今のを見て僕に勝てると思う？　僕がこうしてネタばらししてるのは、趣味もあるけど君に絶望を植え付けるためなんだよー。まあ、神藤くんの方だったら力業でビル破壊とかできたかもしれないけど、人選を誤ったねー」

「………」

「というわけで君を救う選択肢。まずは、そのＵＳＢメモリを渡すこと。ノートパソコンに入ったデータもすべて破棄してもらおう」

「あんたお得意のクラッキングでどうにかすればいい」

「もう君のパソコンにそんなものを仕掛けても、君のプログラムが防御するんだろう？　さっきも言ったよ。面倒は嫌いなんだ。無駄なことはしたくない」

　寫取は続けた。

「次に――ここで殺されること。殺した後で全部処理させてもらうよ」

「………」

「とはいえ、そんなのごめん被こうむるじゃん？　死体遺棄だって面倒だしー。僕だってそんな選択肢突きつけられたら、足あ掻がくに決まってるからね。窮きゆう鼠そに嚙かまれても困るからー。というわけで、第三の選択肢を提示しよー」

「このまま、逃がすとかはダメか？」

「そのまんまはダメだねー。というわけで、残りの選択肢は『電子妖精』の仲間入りをすることさ」

「またそれか。神藤さんの時といい、飽きないな」

「それはそうだ。君の技術、能力。敵対してもまったく意味がないし、内に取り込めるなら取り込んだ方がいい」

「神藤さんにも言ったが、人を傷つけることに躊躇ためらいのないあんたらに手を貸すつもりはない！」

「まあ、そうなるよね。でも、いいのかい。もうこのビルからは逃げられないよ？　君らが入ってきた場所はセキュリティを起動させたし、入り口も君らの物理攻撃ではビクともしないよー。大仏くんの異能では相性によってこのビルを破壊できないしねー。大仏くんの氷には衝撃値が設定されてないから、壁にぶつかってもそこに張り付くだけで壊すことはないからさ」

　寫取は肩をすくめて指摘する。

「目的のためには信念を曲げるのも、ひとつの生き方だよー」

　秀之たちを完全に搦からめ取とろうとしていた。

「………」

　秀之は大仏に目配せする。大仏は秀之の考えを理解したかのように相あい槌づちを打った。

　その瞬間、ふたりは一目散に扉に向かって走り出す。そして、大仏が扉を破り、部屋から廊下へと飛び出した。

「どこまで逃げられるのかなー」

　そんな余裕のある呟きが秀之の耳に届く。

　だが、それに構う余裕は秀之にはなかった。







　ふたりは階段を凄まじい速さで駆け上がる。背後からはゆっくりと寫取の近付く足音が大きく響いていた。

　――脅しているつもりか？

　そして、秀之は登りながら大仏に問いかける。

「大仏は鉄筋の壁を拳こぶしでぶち抜くことはできるか？」

「……神藤であれば可能かもしれないが、某には不可能だ。神藤が剛であれば、某は柔だからな。落ちてくる岩を受け流すことや物理的に防ぐことは容易だが、岩そのものを打ち砕くことは不可能であるぞ。扉の蝶ちよう番つがい程度ならどうにでもできるが……」

「やっぱり、そうだよな」

　聞いてみたが、実際のところ秀之は期待してはいなかった。ゲーム中でもそう示されている。

　もはや通常の手段ではどうにもできない。

「……切り札、使うぞ」

　秀之がそう大仏に伝えると、大仏は不承顔になる。

「やるしかないのだろうか？　極力穏便な方がいいと某は考えるのだがね」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろう。スマートな方法じゃもう無理だからな」

　そして、ふたりは一階まで駆け上がった。







「こんな部屋に入っても袋小路になるだけだよ？」

　寫取が一階の部屋の中へ悠々と入ってくる。

　秀之と大仏は分厚い鉄の壁で塞がれた裏口や正面玄関からの脱出を諦め、一階の部屋へと入っていた。

　部屋の中には何もない。

　地下一階や二階と同じように、何も置かれていなかった。

「さて。僕としてはいつでも協力を受け入れるけど――そういうつもりはなさそうだね。残念だなー」

「当たり前だ」

「じゃあ、僕に殺されてそのＵＳＢメモリ奪われるのと、ＵＳＢメモリ渡して帰るのとどっちがいい？　わかりきってるとは思うけどさ」

　寫取は面倒くさそうに秀之に提案する。

　だが、秀之は首を横に振った。

「あいにくだが、切り札は取ってある」

「へぇ？」

　寫取は予想外といった表情を浮かべる。その表情は、すぐに薄笑いへと変化した。

　秀之は大仏に目配せをする。大仏は不承不承、静かに頷いた。

「その慢心を打ち砕いてやる！」

　携帯電話を取りだし、秀之はボタンを押す。

「白銀の盾たてよ！」

　そして、大仏が同時に叫ぶ。

　その瞬間――。

　凄まじい音と衝撃波が部屋を襲った。

　爆風。

　大仏は創り出した巨大な盾で飛んでくる破片や衝撃波から自身と秀之をガードしていた。

　立たち籠こめる粉ふん塵じんの中、秀之の体を再び蒼い雷のような放電が包む。

『能力インストール』の力が戻った証だった。

「……いったい、何をしたんだい」

　あの爆風の中でも寫取は平然としており、傷どころか埃ひとつついていない。

「爆弾を仕掛けたんだよ。Ｃ４爆弾って代物だ」

　朝、義人から譲り受けた手製の爆弾だった。曰く「材料さえあれば簡単に作れる」ということだったが、万が一バレでもしたら義人の手が後ろに回ることになるだろう。

「いつの間に……？」

　寫取は疑問の表情を浮かべていた。

　設置したのは、秀之たちがビルの中を調査する前。地下へと下りる前に、一階の各所にこのＣ４爆弾を設置しておいたのだ。

　一時間以上経った上で閉じ込められることを想定した対策だったが、事態の解決には繋がった。

　事実、部屋の壁は破壊され、外が丸見えとなっている。

　電磁波を吸収する素材が埋め込んであったとしても、物理的に破壊されれば意味を成さない。

「なるほどねー。内から外、外から内への電磁波はカットされる。でも、内から内だったら確かになんとかなるね。君は本当に驚かせてくれる」

　感じ入ったように寫取は呟く。

「もはや問答をするつもりもない。じゃあな」

　秀之がそう言うと、彼と大仏はその場からかき消えた。

　瞬間移動をしたのだ。その場に寫取だけが残される。

「……なかなか大胆なことをするね。ちょっと予想以上だったかな」

　寫取は仕方ないと言わんばかりに肩をすくめた。







　秀之たちが瞬間移動先に選んだのは、人気の少ない路地だった。あらかじめ確認しておいた場所にふたりは出現する。

　周囲を見渡して、目的地に来たことを確認。念のため、敵の有無も確かめる。

「よし。問題ないな」

「……問題ないな、ではない。肝が冷えたぞ、高橋殿」

「ちゃんと爆破するって言っておいただろう。調査する前に。周囲に人がきていないことも、爆発させる前にあなたに確かめてもらっただろう？」

「それはそうだが……」

　大仏が肩をすくめる。

　何とか逃走でき、人心地ついたところで――秀之の携帯電話が鳴った。

　見知らぬ番号だ。しかし、秀之は何の躊躇いもなく通話ボタンを押す。

「もしもし」

『さっきはどうも、高橋くん』

「……番号をどうやって知ったなんて今更訊かないが何の用だ」

『まあまあ、だからそう邪険にしないでくれよ。こっちも壁を誰が修復するんだなんて嫌みを我慢してるんだからさ』

「……我慢してないだろうが」

　空々しい会話が続くかと思いきや、寫取はすぐに話題を転換した。

『ま、それはそれとして本題に入ろうか』

「本題、だと？」

　そして、電話口の向こうで寫取は言う。

『手打ちにしないかい？』

　と……。

「手打ち？」

『そうだよ。少し考えたけどねー。さすがに君と敵対することの方がデメリットが大きすぎると感じたんだよ。その内、ビルを倒壊させられそうだしさー』

「お望みならやってもいい」

『だからさー。こっちとしてはもう君との敵対をやめたいんだよ。こっちの「フェアリーテールシステム」の調査や解析に大きな影響が出て遅れそうだしねー。君だってこっちの妨害なんか受けたくないっしょー？』

「………」

『水に流せとは言わないよー。でもここらで不干渉を貫いた方がいいと思わないかな？　Ｎｏ．８７――君の妹を一々守ることに労力を割くのも不毛じゃない？』

「あんたらが何もしてこないことを信用しろと？」

『そういうことになるねー。信用されるとは思ってないけど、本当に何もしないよー。今回のことでわかったことだけど報復が怖いしさー』

「……本当ならありがたいことだな」

『まあ、信用をしろって言っても無理があるからね。それはこっちも自覚してるよー。でも、本当に何もしない』

「あれだけ執着した暎那を諦めるのは、想像できないんだけどな」

『まー、できればこちらに来て欲しかったっていうのは本音だよー。でも、そうするためにかかる人にん月げつが当初の計画から段違いに変わったし、そもそも君をどうにかできるかっていうと結構厳しいしねー。神藤くんに大仏くん、それに鞍田くんがいるんじゃ、今うちにいる「カスタマー」じゃどうにもならないからさー。バランスや効率を考慮したら、さっさと諦めるに限る。リスクマネジメントを正確にするのが、生き延びるコツだよ』

「じゃあ、俺が奪ったソースコードをお咎とがめなしと？」

『あのソースコードはＮｏ．８７の感染専用に作られたものだからね。彼女が手に入らないなら持っていても仕方ない。だったら、有効活用してもらった方がプログラムにとってもいいだろう？　プログラムが無駄になるよりマシさー』

「………」

『まあ、もしよければさー。Ｎｏ．８７のウイルスを解除して記憶が戻るようなら「フェアリーテールシステム」のことについて君経由で聞かせて欲しいなー』

「……あんたがこっちにつくなら考えてもいい」

『なるほど、それは名案だ。僕が初めて会ったのが彼じゃなければそうしたかもねー。はははははは』

　寫取はまったく悪びれずに笑う。

『まあ、言うだけは言ったよー。しつこいようだけど、「電子妖精」は君らに何もしない。もちろん、Ｎｏ．８７が進んで僕らのところに来るのであれば話は別だけどー』

「そんなことさせるわけがないだろう」

『はははははは、だよねー』

　秀之としては信用などできるはずもなかったが、本当ならば今後やりやすくなることには違いない。

『ちなみに……』

　不意に寫取の口調が変わる。

『そろそろウイルスはＮｏ．８７――彼女に異変をもたらしかねない』

　そして、先程までとは打って変わった真面目な声でそう言った。まるで、確信しているかのように。

「なぜ、そんなことがわかる？」

『言うなれば直感さ』

「それを信じろと？」

『僕の直感が出した答えには自信がある。もちろんこれも信じる信じないは君の自由だ』

　寫取の雰囲気が違うこともあって、秀之はそこはかとなく信憑性を感じた。

　しかし、仮にそれが事実であったとしても、秀之には看過できないことがある。

「お前が入れたウイルスだろう。他人事のように言うな」

『ははははは。彼女のウイルス駆除は君が引き受けたのだからね。僕に出る幕はないさ。それとも僕が彼女のウイルス駆除をやらせてもらえるのかい？』

「……お断りだ。じゃあな」

　そう言って秀之は通話を切った。

　大仏は怪訝そうに秀之へと尋ねる。

「あの小僧は何と？」

「手打ちにしようってさ」

「なるほど……。さすがにあんな爆発を起こされれば気が滅め入いるに違いない。最初はどうかと思ったが、意外な副産物があったようだな。よきかなよきかな」

　大仏はひとり納得した様子だった。







　神戸でホテルに一泊してから、秀之と大仏は帰路につく。

　新幹線の中でふたりは疲労のためか、無言だった。




『そろそろウイルスはＮｏ．８７――彼女に異変をもたらしかねない』




　秀之は、ふと昨日の寫取の話を思い返す。

　――まだ暎那ちゃんに異変が起こるような兆候は出ていない。

　これは秀之が昨日義人に電話を掛けて、最優先で確認している。少なくとも秀之がいなかったこの土日に何も異常らしい異常は起こっていない。怪しい人物が近付いた形跡もない。至って平穏だったとのことだ。

　もちろん秀之は寫取の言っていることを全面的に信用しているわけではない。

　ただ、何が起こってもおかしくない状況なだけに一笑に付ふすこともできなかった。

　――すべては暎那ちゃんのウイルス駆除が終わってからだな……。

　ウイルス駆除が終われば、暎那の心配も不安もなくなるだろう。

　秀之は思いを新たに暎那のウイルスを駆除することを誰に言うでもなく誓った。







　昼頃、秀之が家に戻ると、暎那が玄関で出迎えてくれた。

「おかえりなさい」

「ただいま、暎那ちゃん」

　そして、不安げに秀之へ問う。

「どうだった？」

　秀之は笑顔で返した。

「うん。これで間違いなく進むと思う。期待してくれ」

　すると、暎那はこくりと頷き、

「わかった。私も決めた」

　と宣言した。

「……何を？」

「秀之を信じるの。それ以外は、秘密」

　秀之は何を決めたのかを聞きたかったが、暎那はそのことについて口を割らなかった。

　リビングに入ると、

「おー、おかえり」

　と愛子も出迎えてくれる。

「はい。お土産」

「お、マジで買ってきたのか。冷蔵庫で冷やしておこうぜ」

　秀之からお土産を受け取った愛子は包装を解いて冷蔵庫の中に入れた。

　そして、暎那に聞こえないように小声で秀之に尋ねる。

「お前さ。暎那に何かしたのか？」

「何かって？」

「……何かだよ。お前がいない間、ずっとお前の心配してたんだぞ」

「それは嬉しいな」

「……会社で何日も帰ってこない時でもあんなに心配しねぇぞ。旅行だっつってんのに、ずっと不安そうな顔してるしさ」

「ちょっと心当たりはない、かな……」

　ウイルス駆除のことかもしれないが、秀之はそれを愛子に言うわけにはいかない。

　そして、暎那も秀之が出掛ける前は少し不安そうだったが、今は気を楽にしているようだった。

「折を見て聞いてみようか？」

「……いや、別にいいよ」

　愛子は肩をすくめて、秀之の提案を拒んだ。

「ほら、昼飯どうせまだだろ？　お前の分も作ってやるからちょっと待ってろ。それと暎那、渡す物があるだろ？」

「渡す物？」

　しかし、彼女は秀之の問いに答えず、キッチンへと向かってしまう。

　それから入れ替わるように暎那が秀之の前へ来る。

「これ」

　と、彼女は小さな袋を秀之へと差し出した。

「えっと……。開けていい？」

　そう聞かれると、暎那は少しだけ恥ずかしそうにしながらもこくりと頷く。

　セロテープを丁寧に剝はがし、出てきたのは携帯電話用のストラップだった。銀の弾丸を小さく模したもので、きらりと銀色に光っている。

「プレゼント」

　ストラップを見た秀之が困惑していると、暎那がそのストラップの意味を口にした。

　――……ヤバイ。嬉しすぎて、泣きそうかもしれない。

「お揃そろい」

　暎那が自身の携帯電話を秀之に見せる。それにも、同じ銀の弾丸のストラップがついていた。

「愛子も」

　暎那に言われて、キッチンから戻ってきていた愛子も渋々自身のストラップを見せる。全員がお揃いだった。

「暎那にもっと可愛いのを買えよ、とは言ったんだけどな。これがいいって譲らなかったんだよ。ま、でも暎那の初めてのプレゼントだし、嬉しいよな」

　暎那が銀の弾丸という年頃の女の子に似つかわしくないものを買った理由を明かす。

「前、秀之が言ってたから」

　秀之が神藤と戦った際、その終わりに『銀の弾丸』について語っている。その傍に暎那もいた。

「それで思いついた」

　もう秀之は我慢できなかった。

「ありがとう、暎那ちゃん！」

　そして、思わず暎那の体を抱きしめた。

「わ」

　暎那が驚きの声を上げるが、秀之は構うことなく抱き続ける。

「おい！　やめろ、変態！」

　愛子が止めに入っても、秀之はなかなか放さなかった。

　秀之は改めて、守りたいと決意する。

　この光景を――。













　ウイルスデータを入手した秀ひで之ゆきは、家に帰ってからさっそくその解析に取りかかった。

　敵方のデータはまさしく宝の山と言ってよいほどのもので、秀之のウイルス研究はこのところ順調に、かつ急速に進んでいる。

　そして、解析から数日が過ぎた頃――。

「結局、データは本物だったわけか」

　義よし人ひとがしみじみと呟つぶやいた。

「話が上う手ますぎる気もするんですけどね」

　神しん藤どうは不安げに漏らす。

　ふたりに秀之を含めた三人は、仕事から帰ってきてすぐファミレスに来て話をしていた。

「ウイルス用のデータであることには違いないんだよな……」

　秀之も疑ってはいるのだが、入手したソースコードに怪しい箇所はない。

　義人が訝いぶかしげな表情で尋たずねる。

「秀之に気付かれないように、おかしなデータを仕込んでいる可能性は？」

「現時点では考えにくいな……。怪しい記述はひとつもない」

　次いで神藤が質問をした。

「ちなみに暎えい那な嬢のウイルスというのは、彼女の体の中にあるものなんですか？」

「いや、フェアリーテールシステムの中だ。俺が『能力インストール』を使う時に参照しているアドレス群の中に彼女のデータがある。そのデータが暎那ちゃんに影響を及ぼしてるんだ。俺が直すのはそっち」

「なるほど。『ビジター』はそこにデータがあるのでしょうか」

「そこにいるのは消えた『ビジター』だけだ。本来はね。暎那ちゃんはもしかしたら特別なのかもしれない」

　そこへ義人が口を挟む。

「まあ、『フェアリーテールシステム』の管理者のひとりらしいからな。オレたちみたいな『ビジター』とは扱いが違うのかもな」

「その割にはあっさりとウイルスに感染させられてしまうあたり、システム側も隙すきが多そうな気もしますが」

「さてな……。その辺りのことは当事者でなければ確定はできねぇだろうよ」

　神藤の言葉に、義人は肩をすくめて答える。

　そして、秀之に向き直った。

「それでいつ頃、終了しそうなんだ？」

「年内にはどうにかしたい。一応、スケジュールも組んである。順調にいけばクリスマスの少し後ぐらいかな。それまでもウイルスには少しずつ手を入れ続けるから、暎那ちゃんにも何かしらの変化があるかもしれない。一部の記憶が戻ったりとか」

「それはあり得る話なのか？」

「その時になってみないとわからないけどな。システム内のデータから記憶部分へのルートは複数あって、それがひとつひとつ遮断されているから――」

「あー、その辺りオレはわからんからパス」

「そうかい……」

　説明を止められた秀之は不満そうだ。神藤も秀之に気付かれない程度には安あん堵どの溜ため息いきを吐ついている。

　そして、神藤は思ったことを口にした。

「失敗の可能性というのはあり得ますか？」

「可能性は常にあるが、少なくともそんなことは考えないよ。暎那ちゃんのためにも必ず成功させる」

「まあ、あなたとしてはそうですよね」

「でも、そうだな。あり得ないとは思うけど、暎那ちゃんが承認してくれなかったら絶対に無理だな」

「承認？」

「そうだよ。ウイルスの核はかなり深い部分にあるからな。そこに手を入れるのには、暎那ちゃん本人の承認が必要なんだ」

「それは……つまり、自身でウイルスの駆除を許可しない、ということですか？」

「そういうことになるかな」

　義人が「だけどよ」と言って、質問を引き継ぐ。

「あり得ない話じゃなくないか？　ウイルスがなくなれば記憶が戻るんだろ？」

「ああ。たぶん、な」

「暎那ちゃん自身は、取り戻したくないって思ってるかもしれない」

「それは考えたけど……」

　秀之もそこは確かに戸惑っている部分でもある。

　無理に記憶を取り戻す必要もない。『フェアリーテールシステム』の調査は進まないが、別の形で進めていければいいと思っていた。

　しかし――。

「それでもウイルスは駆除しないとマズイ。何が起こるかわからないからな」

　脳のう裏りを寫しや取とりの言葉が過よぎる。

『そろそろウイルスはＮｏ．８７――彼女に異変をもたらしかねない』

　ここが秀之の不安だった。

　あり得ない話じゃない。やはりウイルスはウイルスで、危害をもたらすものには違いないのだ。

「まあ、なんにせよそっちは頼んだ。暎那ちゃんと愛あい子こちゃんの保護は引き続き、オレらでやっておくからな」

「ああ、頼むよ」

　秀之はゆっくりと頷うなずいた。

「そう言えば、神藤。大仏おさらぎは最近どうしてる？　手合わせできるなら、しておきたいんだけどな」

「それが……。高たか橋はしさんと一緒に帰ってきてから行方不明です」

「行方不明？」

「電話が通じないんですよね……。もっとも、ふたりで南な雲ぐもを捜していた八年前も同じようになりましたし。また、ひょっこり出てくるとは思いますが」

「そうか……。とりあえず、『電でん子し妖よう精せい』のちょっかいもないし、今のところは平和だからいいけどな」

　すると、神藤が心配そうな表情になった。

「手打ちということですが、本当にもう何もしてこないんでしょうか？」

　秀之は首を振る。

「わからない。あれ以来、本当に何のハッキングもしてこないしね。暎那ちゃんの周辺におかしな気配もないんでしょ？」

「ええ。静かなものです」

　義人は釘を刺す。

「だが、警戒はしておくことだ。その隙が命取りになるからな」

「そうですね。油断だけはしないようにしておきます」

　そう言って、神藤は頷いた。

　そして、三人は会話を終え、店を出る。

「じゃあな」「それでは」

　義人と神藤と別れ、秀之も家路についた。







　それから――。

　季節は秋から冬に移り変わる。

　何段階かに分けていたウイルス駆除の作業もようやく最終段階が見えてきた。予定通り、年内には核の部分に手を入れることを秀之は想定している。

　ところが十二月に入った頃、秀之の周りで――というよりも愛子の友人たちが、秀之のあずかり知らぬところで慌ただしくなっていた。







　いつも通り出社した、ある日の昼休み。秀之は廊下に出て、義人と電話で会話をしていた。

「……おい、義人。お前は一体何を言ってるんだ」

『いやいや、現実を受け入れろ。もう一度言うぞ？　愛子ちゃんが家に男を連れ込んでいたらしいんだってば』

　最初は何気ない報告だったが、愛子に関する細かいことを聞いてから秀之の心中は穏やかではないようで口調が荒れ始めている。

「冗談だろ？　冗談だと言え。そうじゃなかったら刺すぞ」

『……まあ、落ち着け。悪いが冗談じゃない。それにこれは暎那ちゃん情報だぞ。噓うそだと疑うのは、暎那ちゃんを疑うことだ』

「な、なんだと……！　一体、どんな悪い虫が付きやがったんだ!?」

『「怪け我がを手当してた。見つめ合ってた。〈魔砲王女レトリックれい〉で、れいとトリガがふたりきりの時みたいだった」とのことだ。最後の喩たとえはわからんけど、雰囲気がよかったってことだろうな』

『魔砲王女レトリックれい』で、れいとトリガがふたりきりの時というのは、ヒロインとそれを助ける男の子が、間近で見つめ合ってキスしそうな雰囲気になるシーンのことである。

　秀之はくらりと目眩めまいがした。

『ああ、あと途中で「秀之が電話で邪魔した」とか言ってたぞ』

　それを聞いて、ふと思い出す。

　つい先日、秀之が愛子の携帯電話にかけても通じず、家に電話をかけたら愛子がいつも以上に不機嫌だった時があったのだ。遅くなることを伝えるために電話をしただけだというのに……。

　秀之は自身の電話したタイミングが、実は神のようなタイミングだったのではないかと考える。もし、電話をかけていなかったら愛子と悪い虫はあんなことやこんなことに……！

　想像すると、胃の方からさらなる怒りの感情が迫り上がってきた。

「どこの虫野郎だ……！　草の根を分けてでも見つけ出して、俺のバーサーカーソウルが火を噴くぞ……！」

『……落ち着け、シスコン。お前にターンは回ってこねぇよ。第一、いつかは来る話だろうに』

「い、いつか来る!?　い、いや、ダメだ！　早すぎる！　あ、愛子に、かかか、彼氏なんて……！」

『つーかさあ、まだ彼氏と決まったわけじゃないぞ？』

「ば、馬鹿野郎。何、悠長なことを言ってんだ!?　愛子が家に男を連れてきたなんて、今までにあったか!?　女の子ならともかく、男は一度もなかっただろう!?　事態はすでに深刻なんだ！　インフルエンザの警報で喩えればフェーズ６だ！」

『……お前の頭の方が深刻だよ』

「ふざけてる場合じゃない！」

『これで本気なんだから救えねぇよなぁ』

「何か言ったか!?」

『何も言ってねーよ。なんにせよ、そんなに気になるなら一応こっちでも調べてやるから、お前はちゃんと仕事してろ』

　義人はそう言い残して電話を切った。

　秀之は悶々とする。一体いつの間に、と。

　愛子が男を家に連れ込んだ。

　幼稚園、小学校、中学校、そして高校まで、愛子が男を連れ込んだことなど一度もないのだ。少なくとも秀之が知る限りでは、そんな状況は発生していない。

　もちろん秀之も愛子のすべてを把握しているわけではないが、家の方で男っ気がなかったのは事実だ。

　母親が家にいた頃、

「あんたも彼氏ぐらい作りなさいよ」

　という言葉に、

「別にいいよ、めんどくせぇ」

　と返したことを鑑かんがみて男の影など何もないと考えていた。

　故ゆえに、秀之にとってこれは大事件だった。

　暎那曰く「怪我の手当をしていた」ということだが、そんなものは学校の保健室で事足りる。

　つまり、なんらかの理由を付けて、愛子が男を連れ込んだか、男が愛子に頼んだということになるのだ。少なくとも秀之の中では。

　――もし複数の女子を囲ってるような、女癖の悪いやつだったら……。

　身震いする。

　そんな男に愛子が騙だまされている可能性が頭から離れない。

　秀之の頭に、利用されるだけ利用されて捨てられる愛子の姿が浮かび上がる。

　――そんなやつなら、死よりも苦しい痛みを与えてやる！

　そんな物ぶつ騒そうなことを考えるばかりで、その日の秀之は会社でほとんど使い物にならず、後輩や上司に心配される始末だった。




　家に帰ったあと、やめればいいものを、そのことを愛子に直接聞いた秀之は思いっきり顔面を蹴られた。

　しかし、頰ほおがほのかに赤く染まっていることに目め敏ざとく気付き、この頃の秀之は滅多に呑のまない酒を呷あおるなどとても荒れていたのだった。







　そんな愛子の身近のできごとは、意外にも『フェアリーテールシステム』の調査へと影響を及ぼした。

　クリスマスが近づいたある日のこと。

　秀之と義人は、また電話をしていた。

「暎那ちゃんが高校生に詰きつ問もんされてた？」

『ああ、どうも小学校の正門前で待ち構えていたっぽいな。まあ、すぐに追い返したけど』

「……愛子に続いて、暎那ちゃんにも悪い虫が……！」

『ストップ。オレとしても暎那ちゃんを怖がらせたことに対してははらわたが煮えくり返る思いだが、どうもそれ以上にきな臭い』

「どういう意味だ」

『暎那ちゃんが言うには、そいつは「フェアリーテールシステム」について尋ねてきたんだと』

「『フェアリーテールシステム』のことを……？　待て。それは、まさか『電子妖精』の連中なんじゃ……」

『「電子妖精」ならもっと上手くやるだろ。連れて行くのが目的ってふうには見えなかったな。単純に聞きたいことがあるだけみたいだった。……あと、切せつ羽ぱ詰つまってたように見えたな』

　そして、義人は気まずそうに続けた。

『……それとオレも言うのを忘れてたんだが、例の写真あるか？』

「ああ、暎那ちゃんが持ってたやつか。ちゃんと残ってるぞ」

　秀之は携帯を取り出し、写真をスクリーンに表示した。

　中肉中背。これといった特徴の見付けづらい少年。

『一枚、高校生の男が写っていただろう？　おそらく、そいつだ』

「なんだって……？」

『オレも迂う闊かつだった。十月の下旬ごろに彼とは接触してるんだよな。どこかで見たことがある顔だなと思ってたら、お前に見せられた写真だった』

　このスクリーンに映っている彼が暎那に迫っていた？

　なぜ？

　秀之に、理由などまったくわからない。

『ちなみに愛子ちゃんが家に連れ込んだ男もそいつだ。暎那ちゃんに聞き出したんだけど、どうも愛子ちゃんがクラスで傷つけられそうになったところを盾たてになって守ったらしい。保健の先生がいなかったから自宅で手当てしたんだと』

「クラスで傷つけられそうに……!?　それも初耳だ……」

『あ、ちなみにお前、このこと誰にも漏らすなよ？　オレも暎那ちゃんに「ぜったい、ないしょ」って言われてるんだからな』

　そんな秘密を義人と暎那が共有していることに顰しかめっ面つらをする秀之だったが、まずはそのことを横に置く。

　そして、愛子と仲よくしている男がちゃんと愛子の前に立てるほどの男だということに妙な安心感を覚えた。任せるだの、彼氏だのという思考には行かず『傍そばにはいてもいいだろう』程度ではあったが。

「ただ、何にせよ『フェアリーテールシステム』を知っていることには変わりがないな。ちなみに彼は暎那ちゃんの正体を知ってたのか？」

『そこまではわからん。まあ、察するに「カスタマー」だろうな』

「………」

『秀之？　どうした、黙り込んで』

「いや……。義人。お前、少しその男をマークしてくれないか？」

『……ま、そう来るだろうとは思ったけど。了解だ。仕事が終わり次第、そいつの尾行をしておく。暎那ちゃんの警戒は神藤に引き継ぐぞ』

「ああ、頼む」

　そんな会話をして、電話は終わった。

　――まさか、愛子の傍に『カスタマー』がいるとは……。

　もちろんそうと決まったわけではない。

　だが、それ以外のケースが考えにくいのだ。

　そもそも、その『カスタマー』が『フェアリーテールシステム』をどこで知ったのかというのも、秀之としては気にかかる。

『カスタマー』になったとしても、『フェアリーテールシステム』という単語を知ることはそうそうありえない。

　秀之は、密かに波乱の予感を抱いた。




　　　　　◆




　義人は仕事を早々と片付けたあと、秀之に頼まれた尾行を実行するべく、すぐに愛子の通う横よこ岸ぎし高校へと急行した。

　壁の陰に隠れて正門を窺うかがうと、すぐに『カスタマー』とおぼしき男子高校生が学校から出てくる。ふたりの女の子を連れていた。

　義人は密かに聞き耳を立てる。

「都つ筑づき。君はこれからバイトだろう？」

「ああ、そうだけど。でも、こんな時だし」

「ダメだよ、武たけちゃん。こんな時でも、ちゃんと行かないと。神楽かぐらさんの捜索はあたしたちがやるから、武ちゃんはそういうのちゃんとやらないと……」

「まったくだ。頼りにならないかもしれないが、ボクもどうにかして痕こん跡せきを探すさ」

　すると、「都筑」や「武ちゃん」と呼ばれた少年は「ありがとう」と頷いてから、少女たちと別れた。

「あたしたちはどうしようか、伊い藤とうさん……」

「そうだな。ボクはもう一度、神楽の家に向かう。秋あき原はら、君は学校内を調査してくれないか？　特に美化委員の活動範囲に彼女の痕跡が残ってないか、だな」

「うん、わかった。夏なつ海みちゃんたちと協力して調べてみるね」

「では、都筑のバイトが終わる頃に、彼のバイト先で合流しよう」

　そんな会話をしてから、秋原と呼ばれた少女は学校内へと戻っていった。

　ひとり伊藤と呼ばれた少女がその場に残される。

　だが、そこから動かない。今し方、自身が口に出した目的地へと向かおうとしなかった。

　ただ、集中した様子で周囲を見渡している。

　そして――。

　彼女は義人が身を潜めている場所へ目を向けた。

　さらに彼女は目を逸そらすことなく、じっと義人がいる方を見据えている。












　――え、もしかして気付いてる？　マジ？

　義人も伊藤と呼ばれた少女の佇たたずまいが尋じん常じようではないことには遠目からでもうすうす気付いている。

　だからこそ、気配をできる限り消しているのだ。この環境、この立ち位置で秀之や神藤は義人を見つけることなどできない。それだけに見つけられたことに愕がく然ぜんとした。

　まだ彼らにバレるのはよろしくない。そう考えた義人はゆっくりとその場から離れる。

　――そもそもオレの管轄は、あっちの少年の方だしな。

　頭を切り換え、すぐさまバイト先へ向かったであろう少年を追いかけた。

　しかし、その少女も義人をピタリとマークし追いかけてくる。

　――目を付けられた!?　ヤバイ、完璧に位置を把握してやがる！

　すぐさま義人は本気を出して逃げ始めた。少しでも油断すれば、あっさりと追いつかれそうになる。道の曲がり方やその場の環境を駆使して、義人は気配を消すことに努めた。

　接触することによるデメリットが大きいわけではないが、不測の事態を義人としては避けたいのだ。だから、今追いつかれるわけにはいかなかった。

　そして、どうにか少女を撒まくことに成功する。だが、久しぶりの集中に気疲れしてしまった。

　――あの少年の周りにいる中でも、あの子だけは別格、というか場違いだな。

　直感、潜在能力。義人がぱっと見た限り、どれも一級品だ。少なくとも、敵に回したいと思う相手ではなかった。

　彼女に姿を見られたかもしれないが殺気は出していない。自分が無害であることだけは考慮してほしかった。







　少女の追尾をどうにか振り切った義人は彼のバイト先、その近所へと潜伏した。その目線の先には懸命にトラックと倉庫を、荷物を抱えて往復する少年――武たけ紀のりの姿がある。

　トラブルを抱えているというのに、いや、抱えているからこそなのか、一心不乱に働いていた。

　――この歳でバイトか。ま、悪いやつではないとは思うんだけどな。

　それでも愛子を巻き込むことになれば義人としても看かん過かできない。その上、すでに彼は暎那へと接触しているのだ。

『フェアリーテールシステム』に関する話を愛子の耳に入れるわけにはいかない。少しでも事故のことを思い返さないようにするために――。

　それは秀之と義人が定めた共通の禁則である。

「そろそろ終わりだな。都筑くん、あがっていいよー」

　現場の管理者らしき男が武紀に声をかけると、それから少ししてチャイムが鳴った。

　武紀は室内へと戻り、私服に着替えてバイト先から出てくる。そして、武紀と秋原、伊藤の三人は再び合流した。

「お…………、武………」

「…日、………るな」

「何……………か？」

　三人の話し声に耳をすますが、義人には遠すぎて聞こえない。もう少し近づきたかったが、伊藤の警戒範囲が広すぎて、これ以上は不可能だった。

　それから彼らは歩き出す。帰路につくのであろう。

　義人はかなりギリギリの範囲から尾行し、彼らに付いていく。

　異変が起こったのは、それから間もなくだった。

　知り合いらしき女性が彼らと遭遇したのだが、どうも様子がおかしい。

　少々、険悪な雰囲気だ。

「理り恵え、離れろ！」「秋原、こっちに戻れ！」

　そんなふたりの声が聞こえて、義人はすぐに間を詰めた。伊藤の意識が、新たに現れた女性に注がれていると踏み、事実、近付いた義人に気付いたそぶりを伊藤は見せていない。

　そこで一部始終を聞いた義人は、

「フェアリーテールシステムの管理用最上位ＡＩエーアイ〝トリア〟麾き下か、その上位ＡＩ、Ｎｏ．３８です。そうですね。３８の当て字で沙さ耶やとでも呼んでください」

　と女性が名乗った瞬間、意識を戦闘態勢へと移行させた。

　――管理用上位ＡＩ？　……もしかして、暎那ちゃんの同類か？

　そして、上位ＡＩを名乗った女性を注意深く観察する。

「捕まえてから、すべてを聞けばいい」

　伊藤が、その台詞せりふを発端に女性へと仕掛けた。その攻防はまさに人知を超えた、目にも追えない攻防ではあったが、少女の攻撃はすべて紙一重で避けられている。

　少女は焦あせり、さらに攻撃が雑になっていった。

　――惜しいな……。意識が体についていっていない。

　義人は一目見ただけで仕掛けた方の少女の実力を見抜いた。少し観察しただけでその体に、人を超えたポテンシャルが秘められているとわかる。

　だが、意識が人のままだった。完全な力を出すことをそれによって抑えられてしまっているのだ。

　人は誰しも『常識』や『限界』で自分自身を縛っている。あるいは鍛錬や修行は、そういった意識を吹き飛ばすためのものと言えるかもしれない。体の潜在能力を引き出すには、強い心構えも必要なのだ。

　――それにしてもおかしいな。

　義人から見て伊藤は『ビジター』にしか見えないのだが、意識が人のままというのは珍しかった。

『ビジター』であれば『常識』や『限界』といった意識はなく、最初から十じゆう全ぜんに体を使いこなすことができるものだ。それができていないということは、長い現実生活によって知らず知らずのうちに人の枠にはまろうとしていることが考えられた。あるいは、シナリオによって潜在能力が抑えられているという推測もできる。

　義人は、目の前で行われている戦闘の推移を余よ所そに、しばし少女の動きに見み惚とれていた。

　――彼女が潜在能力を開花させることができれば、神藤は越えるな……。

　もちろん、神藤には炎を操る力がある。体術や剣術だけで勝てるほど、一筋縄ではいかないだろう。

　それでも、それすらも凌りよう駕がすると期待させる何かがあった。

「もっとも、こちらでは私もできることが限られるのですけど」

　沙耶と名乗った女性の声に、義人は目の前の戦闘へと引き戻される。

　――おっと、見惚れてる場合じゃないな。

　義人は腕を振って警棒を伸ばし、戦闘に介入する準備を始めた。




　　　　　◆




　秀之が義人に暎那に絡んできた『カスタマー』の調査を頼んだ、その日の夜。

　秀之の携帯電話に義人からの電話がかかってきた。秀之はすぐに取る。

『おう、オレだ。ちょっといいか？』

「どうした。義人」

『ビンゴだ。ちょっと興味深いことになったぞ。今から説明するからよく聞けよ』

　義人から説明される内容に、秀之も少しずつ興奮してくる。

　義人の語る経緯は、このようなものだ。

　写真に写っていた都筑武紀という少年の投影した『エターナル イノセンス』のヒロインのひとりが現実から消えてしまったこと。

　そして、ヒロインを現実から消したのは、暎那の仲間であろう『フェアリーテールシステム』の管理ＡＩであること。

　聞けば聞くほど、秀之からすれば今までにない話ばかりだった。

『それじゃ、都筑くんに代わるぞ』

　写真のことや愛子のことについて、聞きたいことは腐るほどあったが、優先度をしっかりと定める。

『お電話代わりました。初めまして、都筑武紀と申します』

　少しだけ緊張しているのがわかる。だが、はっきりとして、真ま面じ目めな印象を相手に与える声だ。

「初めまして。都筑くん」

　秀之は努めて冷静に彼から話を聞き出す。まずは相手方に起こっていることを聞き出した。

　少し前に抱いた、波乱の予感は大当たり。

　そして、秀之は『エターナル イノセンス』のレイヤーに関わる事件に介入することとなった。







　武紀の目的は『アカシックサーバーに送られてしまったヒロインを取り戻したい』ということだった。

　ヒロインの名前は『神楽咲さき』。

『電子妖精』のデータベースを参照すると、実際に消失と記載されている。

「なるほど。確かに消えているね」

　電話口に向かって言うと、驚いた声を返された。データベースを知らなければ驚くのも無理はない。

　――しかし、取り戻すとなるとかなり難しいな。意識だけなら可能は可能か……。

『能力インストール』の要領で、異能ではなく意識を持ってくればいい。

　秀之はやったことはないが、理論上はそれができた。ただ、それには人という媒体が必要だった。つまり人の意識に、別の意識を重ねなければならないのである。

　故にどうなるかわからず、とてもリスクが高かった。

　――言っておいて何だが、こんなことを認める『カスタマー』はいないだろう。

　いれば、その場に行ってぶん殴るつもりでいた。

『他に何かありませんか？』

　そして、武紀から即座に返答が来る。一切、認めないという口調だ。

　秀之はひとまず安堵する。

　だが、そうなれば秀之としても手詰まりだ。『アカシックサーバー』にいる『ビジター』を顕けん現げんさせるような技術を秀之は持ち合わせていない。

　とはいえ、簡単に諦めるわけにもいかなかった。

　――言葉から懸命さが伝わってくるな。

　彼の力になりたいという気持ちが徐々に膨ふくらんでいく。

「そうだね。義人から聞いてるかもしれないけど、俺はフェアリーテールシステムを解析してる。どんな些さ細さいなことでも、情報ってのは役に立つんだ。細かい情報の積み重ねで俺は今、キャラクターの能力を宿すという段階まで来れている」

『つまり、俺の方で何か知ってる情報はないかってことですか？』

「話が早い。というわけで、君の方でフェアリーテールシステムについて知っていることはあるかな？」

　すると――。

『メールに返信した時、一度パソコンが落ちました』

　それは今まで秀之が一度も聞いたことがない事態だった。

　秀之はさらに詳しくその時の話を聞く。

　その話によると、パソコンが再起動した時に例の白い空間に連れて行かれて、投影の是非を問われたという。

　――そこは同じだな……。

　だが、さらにそこから状況は意外な方に推移する。

『みんなは一度消えたんですけど、ディスクを入れて、再設定したらみんな戻ってきて――』

　秀之は思わず、「ストップ！」と声を荒げた。

　――再設定？　どういうことだ。

　ヒロインが消えた後、復活したという事例はない。

「再設定のところをもう少し詳しく教えてくれないか？　いや、それができたことに対して、心当たりはある？」

『前、俺のパソコンにフェアリーテールって名前のプログラムが走ってました。フェアリーテールって名前のログファイルもありましたけど……』

「今は？　もうない？」

『ええ。再設定時に消えてます』

「そうか……」

　秀之は唸うなる。

　――是非ともそのファイルは見ておきたかったな。いや、もしかしたら……。

「都筑くん。悪いけど、君のパソコンを遠リ隔モ操ー作トさせてもらっていいかな？　こっちで君のパソコンを調べたい」

　中にまだ隠されているかもしれない。

　秀之は武紀の承認を得ると、即座に彼のパソコンをジャックした。気持ちが逸はやっているせいか、かなり強引な手段を使っている。

　内部を参照できるようにしてから、さっそく調査を始めた。

　システムファイル、レジストリ――重要な箇所のファイルをチェックしていく。

　――……ファイルを巧妙に隠している痕跡があるな。もしかして……。

　ただの隠しファイルではない。

　管理権限を使って、複雑な手順を踏み、そのファイルを出現させる。

　――さて……。

　出現したプログラムを仮想起動させ、実行している内容をチェックする。

「なんだ、これは？」

　その内容に秀之の口から自然と呟きが漏れる。

「おかしいぞ……」

　実行内容は『フェアリーテールシステム』へのアクセスだった。

　秀之の『能力インストール』よりも遙かにスマートな手段で行われている。

　使われている関数も秀之の知らないものばかりな上、知りたくてしょうがなかった命令も存在していた。

　――このパソコンがあれば、ゲームの投影が自在にできるな……。

　人によっては夢のパソコンだろう。

　創作物から理想の人物を現実に投影することができるのだから。

　――この投影用プログラムは、本来削除されるものに違いない。

　だが、武紀のパソコンはどういうわけか一度フリーズした。

　再起動時に動いたようだが、その時にファイルの権限が壊れたか変化したのだと秀之は予想していた。だから、終了処理が上手くいかず、投影時に消せなかったのだ。

　お粗末と言えばお粗末な処理ではある。

　秀之がそのことを説明すると、武紀も同じように訝った。

『だ、だけど、フェアリーテールシステムってもっと高度なシステムだと思ったんですけど、そんなことあり得るんですか？』

「プログラムによる命令を実行しているのは、あくまで俺らのパソコンだ。フェアリーテールシステム側がどれだけ高度でも、現実のパソコンの仕様に合わせることになれば不具合も生じる。フェアリーテールシステムには、パソコンの性能を理論上の最大パフォーマンス以上に引き上げることはできないらしい。フェアリーテールシステムは、その時代に応じて現実への対応方法を変化させているしね」

　それは今まで『カスタマー』に聞いてきた話だ。

　以前パソコンや携帯電話がない時代の『カスタマー』に話が聞けた時、驚いたことにその投影方法は手紙だったという。

　その手紙に返信すると、返信内容が投影されたということだ。ちなみに書かれていた住所は偽装されたもので、そんな住所は存在していないらしい。

　――他にも興味深いファイルがあるな。

　秀之はさらに別のファイルを見つけた。

『fairytale.log』

　実にわかりやすいファイルだった。

　中を見ると奇妙な文字列に変換されていたため、秀之はそれを自作の解析ツールにかけ、コンバートする。

　コンバートされたのは、このパソコンが『フェアリーテールシステム』にアクセスをかけた日時とその内容だ。

　五月七日に『エターナルイノセンス』の投影。

　八月三日に『エターナル イノセンス ファンディスク』の投影。

　武紀の言う通り、ここに再投影の形跡があった。

　そして、さらにおかしな箇所が見つかる。

　八月三一日に『メモリーロンド』のレイヤー重複処理。

　――なんだ、これは？

　秀之は武紀に問う。

「少しばかり理解しがたいログがあるんだけど、八月三一日。この時期で君らの周りに何か変化はあったかな？」

『そのログに「メモリーロンド」ってゲーム名が入ってませんか？』

「確かにある。ここで一体何が起こったんだ？」

『「メモリーロンド」ってゲームが投影されて、俺たちが巻き込まれることになりました。巻き込まれたのは、俺が原因ですけど……』

　それもまた秀之が聞いてきた中では初のケースだ。

　自身が投影したゲームとは別のゲームに介入というのは、秀之のように自覚してない限りはありえない。

　秀之は詳細を聞きたかったが、他にも不可思議な記述があるのでそちらを優先する。

　十一月二〇日に、キャラクターナンバー０、重複デユプリケート、ｓａｇｉｔｔａｒｉｕｓサジタリウス。

　十一月二二日に『エターナル イノセンス』レイヤーを変換コンバート。

　そのことについて尋ねると、

『俺の中にゲーム本来の主人公が入ってきました』

「本来の主人公だって!?」

　それは秀之にとって衝撃の事実だった。秀之は思わず立ち上がり、声を荒げる。

『そして、その後にそいつと分離して、俺は一旦、元の状況に戻されたんです』

「そんなことがあり得るのか……。君は今まで見てきた設定者の中でも、えらく突とつ飛ぴなことに巻き込まれてるね。シナリオが進行しているわけでもないのに」

　秀之の言う通り、武紀は『カスタマー』の中でもかなり特殊だ。

『単刀直入に聞きます』

　秀之は強い口調で問われる。

『咲を、助けることは可能ですか？』

　懸命な、そして縋るような声。

　武紀のパソコンを使って、彼らの意識をアカシックサーバーへと向かわせることは理論上は可能だろう。今まで秀之が培ってきた『能力インストール』の技術と武紀のパソコンの中で見つかった新たな技術があればこそだ。

　だが、事実として、助けるには足りないものがあった。

「その命令コマンドで送らなければならない容量はあまりにも膨大なんだよ。フェアリーテールシステムを扱うのは電磁波に似て非なるもので、性質が違うんだ。そこまで大きな情報データを、欠けさせずにアカシックサーバーまで届かせられるかどうか保証はないし、経験則で言わせてもらえれば間違いなく届かないだろう」

　データを圧縮するにしても、桁けたがすでにおかしい。

　比率的に言えば、一テラバイトを一キロバイトにしなければならないほどだ。圧縮率十億分の一など、よほど単純なデータでない限りはあり得ない。

　それに対して武紀のしてきた提案は、あまりにも拙つたないものだった。

『……俺にプログラムを教えてください。いえ、俺がプログラムを覚えたら、あなたの技術を伝授してください！』

　秀之が理由を訊きくと、自分自身で圧縮プログラムを作ると言い出した。

　おそらく、世のプログラマーが聞いたら鼻で笑うか、あるいはよく知りもしないでプログラムを舐めるなと叱しつ責せきするだろう。

　可能かどうかすら、未知数。

　しかし、秀之は彼を軽けい蔑べつする気にはなれなかった。

　彼の言葉からは、本気なのが尋常ではないほど伝わってくる。

　だからこそ、秀之は彼にプログラムを教えたくなった。

「……覚悟があるならいいだろう。ならば、こちらからまずは課題を――」

　その瞬間、おかしなことが起きた。

　武紀のパソコンを操作できなくなった。秀之にわかったのは、管理者権限を奪われていることだけだ。

「どうした？」

　相手からの返答はない。秀之は何らかの異常事態が起こっているのを感じる。

　そして、秀之に管理者権限が戻った。再び武紀のパソコンが操作可能となる。

　そこには――。

　ひとつのファイルができていた。

『lorentz.cpp』

　それは、アカシックサーバーへ至るための、奇跡のファイルだった。







　それから二時間。彼の望むプログラム――アカシックサーバーへと入るプログラムを作り、託した。もう、秀之にできることは何もない。

「後は君がそのショートカットからプログラムを起動すればいい。誰が行く？」

『みんなです。都筑武紀、秋原理恵、都筑春はる海み、都筑夏海、伊藤ゆうき。全員で行きます』

　それは『エターナル イノセンス』のキャラクターの名前だった。

　アカシックサーバーへ送られたという『神楽咲』の名前がないのはともかく、『明石あかし葵あおい』の名前がないのが秀之には気になったが、今は些細なことなので捨すて置く。

「じゃあ、健闘を祈る」

　そして、秀之は通話を打ち切った。

「……まさか、こんな真似ができるようになるとはね」

　自身でもプログラムの内容に驚くほどだ。

　武紀のパソコンは宝の山で、出てきたソースコードは奇跡のような代物。

　――これは能力インストールにも、暎那ちゃんのウイルス駆除にも応用できる。

　秀之は巡り合わせに感謝していた。電話で話した武紀も好感の持てる少年だったということもある。

「……まあ、それはそれとして愛子のことは別だよな」

　とはいえ、このシスコンの兄が愛子とのことを認めるはずもない。

　――さて、それはさておき、ちょっと聞いてこないとな。

　先程のやり取りで、ひとつ気になることが秀之にはできていた。

　降って湧いた『lorentz.cpp』というデータ転移用ソースコードのことである。

　このファイルは武紀のパソコンの中で見つかったプログラムと同じぐらい高度な代物で、文字通りデータを転移させることができるものだ。

　データを『フェアリーテールシステム』へ圧縮してから送り、解凍するという手順が必要だったはずが、転移プログラムによって目的の場所アドレスを指定するだけでよくなったのだ。このデータがなければ、武紀の目的は果たせていない。

　電話の中で、武紀はこう言っていた。




『情報データ転移用ソースコード、「Lorentz」を申請とか、「エターナル イノセンス」レイヤーのデバイスに転送とか、そんな文字列が出てきました。あとパッと確認できたのは、プロンプトのアドレス箇所に「Ｎｏ．８０」とか「Ｎｏ．８７」と表示されてました』




『フェアリーテールシステム』が彼個人に力を貸しているとしか思えない現象。

　そんなことがありえるのかどうか、秀之にはわからなかったが、それでも奇跡のような助力があったことには違いない。

　そして、「Ｎｏ．８７」は暎那を示す番号だ。武紀の言い間違い、見間違い。あるいは秀之の聞き間違いという可能性が無なきにしも非あらずだが、何かを判断するには情報が少なすぎる。

　秀之は愛子の部屋を訪ね、暎那とふたりきりで話すべく、リビングに来てほしいと頼みこむ。

「暎那とふたりきりで何の用だよ……。もう寝る時間だぞ」

　訝いぶかしげな視線が秀之を射貫く。

　秀之が説得には時間がかかりそうだな、と思っていると

「愛子。いいよ」

　奥からやってきた暎那が愛子の横をすり抜け廊下へ出てくる。

「暎那……」

　愛子は寂しそうな表情で暎那を見つめ、次いで秀之を睨み付けた。

「こそこそと何やってるのか知らねーけど、あんまり暎那に変なことを吹き込むなよ」

　そう言って、愛子はパタンと扉を閉める。

　――……さすがに疑われてるなぁ。

　とはいえ、秀之としては早急に聞いておかなければならない。暎那の記憶に、変化の兆候があったことも考えられるのだから。

　一階に下り、ふたりはリビングのテーブルに着く。

　そして、躊躇ためらうことなく秀之は問い掛ける。

「念のために聞きたいんだけど、都筑くんを助けた？」

　だが、暎那は不思議そうな顔をして首を傾かしげた。

「都筑って都筑お兄さん？」

「うん。たぶん、その都筑お兄さんだな」

　何気にお兄さんなんて呼ばれて羨うらやましいという感情が心を浸食しそうになる。しかし、秀之はどうにか堪えた。

　そして、暎那はふるふると首を振る。

「何も。『フェアリーテールシステム』のことについて聞かれたけど、秀之の方が知ってるって答えた」

「そうかー……。彼はなんで暎那ちゃんと『フェアリーテールシステム』を繋げたんだ……？」

　秀之がそう呟くと、暎那はまたも首を傾げた。

　――まあ、彼に聞ける時に聞けばいいか。

「くちゅんっ」

　暎那が小さくくしゃみをする。

「おっと、ごめんね。俺の話はここまでです。戻ろうか」

　秀之がそう労ると、暎那はこくりと頷いた。

　暎那を愛子の部屋に戻した後、秀之は疑問を抱いたまま自室に戻る。結局、肝心なところは判明していない。

　そこでタイミングよく着信音が鳴った。秀之はすぐに携帯電話を開いてディスプレイを見る。義人からだった。

『よう。どうだった？』

　楽しそうな声が電話口から響く。

「無事完了だ。たぶん、アカシックサーバーへ彼らは行っているはずだよ。帰ってきたら詳しい話を聞いてみるつもりだ」

『馬鹿。そんなことじゃねぇよ』

「はぁ？」

『いや、電話で話してみてどうだった？』

「まあ、真面目そうで頼りにはなりそうだ。ちょっと向こう見ずなところはあるみたいだけどな」

『それで、愛子ちゃんのお相手としては？』

　そこで秀之は義人の用件を察した。

「は？　認めない。あり得ない。第一『カスタマー』だとしたら、愛子に入り込む余地もない」

『なるほど。愛子ちゃんは叶わぬ恋に焦こがれているってことになるのか』

「勝手に決めつけるな！　そうと決まったわけじゃないだろう！　誰であろうと認めない！」

『いやー、彼にはたくさんの女の子が周囲にいるぞ。愛子ちゃんも大変だ』

「ますます許されない！」

　秀之は語気を強める。

　そして、頭の中でふと別のことを考え始めた。

　武紀は、ヒロイン全員を投影している。

　話では今年の五月に一度投影し、八月に再投影という前代未聞のことをしているが、どちらにしろまだ一年も経過していない。

　シナリオが進行すれば、選んだ以外のヒロインは最終的に消える。アカシックサーバーの中へと。

　仮にシナリオを進行させなかったとしても、数年後には同じ結果が待っている。それが秀之が今まで見てきた『カスタマー』、そのシナリオの結末だ。

　残れるのはひとりだけ。

　いずれは別れの時が来る。

　――ひとりを選ぶ。それを受け入れるのも『カスタマー』の義務だよな。

　それは現実の日本でも、そして『フェアリーテールシステム』にも課せられたルールだ。

『でも、やっぱり彼の傍にいる愛子ちゃんって絵になると思わないか？』

「うるせーうるせーうるせー！　しつこいぞ！　黙ってろ――――――――！」

　秀之が大きな声で嘆いていると、隣から「うるせーぞ！　てめーが黙ってろ！」と愛子の叱責が届いた。







　それから一日も経たないうちに武紀たちのグループは無事に現実へと戻ってきた。

　重要な話を電話で武紀自身から聞いたが、詳しい話はまた後日ということになった。

『来年になるかもしれませんが、よろしくお願いします』

「うん。こちらこそ、よろしくね。あ、ただ、『フェアリーテールシステム』とは関係なく、ひとつ訊きたいことがあるからね」

　秀之は至極真面目な声で相手に言った。

『なんでしょう？』

　そして、怒りを抑え込むように言葉を続ける。

「それは、そうだね……。その時の、お楽しみと、いうことで……！」

　愛子との関係は、是が非でも問い詰めなければならない。秀之にとって、直接会ったときの最優先事項と言えた。




　余談だが。

　クリスマスの日を愛子と暎那と身内で過ごそうと思っていた秀之は、「別の家のパーティに行くから」とあっさりとふられ、義人と共に居酒屋へくだを巻きに行くこととなった。













　クリスマスも終わり、二日が過ぎると愛あい子こと暎えい那なに続いて、秀ひで之ゆきも冬期休暇へと入ることとなる。会社の方はプロジェクトもつつがなく終了し、バグといった問題が発生しなければ呼び出されることもない。

　その上、今担当しているクライアントはどこも秀之たちの会社に先だって冬期休暇に入っていた。休日に民間で使われるシステムではないので、相手が休日出勤でもしない限りはバグも発生しない。

　義よし人ひとや神しん藤どう共々、今日は内輪の忘年会だ。

「ようやく今年も仕事納めだよ。長かった長かった」

「お疲れさん」

「お疲れ様です」

「みんなお互いにね」

　軽く挨拶をして、乾杯をする。

　神藤は普段からは考えられないぐらい笑顔だ。

「おい、神藤。気持ち悪いからそのにやけ面をやめろ」

「なんとでも言いなさい。今の私はどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんも柳のように受け流します」

「おばさん」

「なんですって!?」

　さっきの言動はどこに行ったんだと言わんばかりのノリだった。

　神藤が浮かれているのにはわけがある。

「裕ゆう悟ごが生きているかもしれないんですから。当然でしょう」

　先日、昼休みに時間ができた折、秀之は武たけ紀のりと電話で会話をしていた。

『フェアリーテールシステム』の話や『アカシックサーバー』での話が中心だったが、その中に――。




『変わったことと言えば、アカシックサーバーの中に「南な雲ぐも裕悟」という「カスタマー」の方がいました』




　という武紀の情報があった。

　彼が噓うそを吐つくとは思えないため、秀之としてはかなり確度の高い情報と見ている。

　そして、そのことを伝えると神藤は安あん堵どのあまり泣き始め、次の日から憑つき物ものが落ちたかのように精力的となった。

「いいですか！　鞍くら田たさんは少しは南雲を見習ってください！　あの人はですね――」

　早くも酔っているのか、いきなり惚のろ気けが始まってしまう。

　そして一通り神藤の惚気が終わると、話題は暎那のこととなった。

　義人はビールを一杯呷あおってから、秀之に尋たずねる。

「明日、暎那ちゃんのウイルスを駆除するって聞いたけど」

「ああ、一応な。大体のことは調べ終えたし、もう他にやることはない。万全の状態ではある。不測の事態は考慮しないといけないけどな」

「『フェアリーテールシステム』自体、完全に未知のシステムだからな。油断は禁物ってことか」

　そして義人は不意に切り出す。

「なあ、暎那ちゃんのウイルスを駆除したらどうするんだ？」

「駆除してみないとわからないよ。記憶が戻って暎那ちゃんがどうしたいかにもよるさ」

「そうじゃなくてさ。今まで通り、『フェアリーテールシステム』は追い求めるのか？」

「そうだな……。記憶を取り戻した暎那ちゃん次第だけど、調査する必要があれば今まで通りのことをしていくつもりだ」

「了解。じゃあ、ちょっとひとり誘いたい子がいる」

「もしかして、武紀くんたちか？」

「近いっちゃ近い。その彼が投影した『伊い藤とうゆうき』って女の子の『ビジター』だ」

「伊藤ゆうき……？　そんな名前のキャラに記憶はないけど……」

「一応、写メ取らせてもらったから見るか？」

　義人は携帯電話を取りだし、ディスプレイに伊藤ゆうきの写真を表示した。

「この子……」

「お、見覚えあるか？」

「その子が自分は『伊藤ゆうき』ですって義人に直接言ったのか？」

「ああ、そう自己紹介されたけど。それがどうかしたか？」

「名前が違う。その子の名前は『明あか石し葵あおい』で、『エターナル イノセンス』に出てくるキャラクター。そうか、お前から話を聞いて何かおかしいと思ってたらこういうことか」

「……意味がわからないんだが」

「いや、俺の合点がいっただけの話だよ。『エターナル イノセンス』のヒロインを全員出しているのかと思ったら、『明石葵』だけいないしさ。彼が『アカシックサーバー』へ行くメンツの名前を羅列した時に『伊藤ゆうき』って出てきたから、ちょっと不思議に思ってたんだよな」

「でも、なんで名前が違うんだ？」

「そこまではさっぱりだな。だけど、この子が『明石葵』だとしたらさぞ強いだろうな」

「あー。気配の察知だけで言えばお前らよりも上だぞ。お前らに気付かれない程度に彼らを遠くから見てたら気付かれたからな」

　その台詞せりふに神藤が「ほう」と感心した声を上げる。

「身体能力も抜群だし、彼女には魂たましいを見る目や魂を斬る、封印するといった能力もある。現実での使いどころはわからないけど」

　詳しい話を聞けるなら秀之としても聞きたいところだった。

「うん。会えるのなら会ってみたいな」

「だったら、会う約束を前倒しでもしたらどうだ？　どうせ、お前明日から休暇だろ」

「そりゃ、今日の仕事が終わるのが早ければそうしたけどな。さすがに終わったのが遅すぎる」

「んなの気にするなよ。きょうび、冬休みの高校生なんか余裕で徹夜するっての。それに明日以降だってあるだろ」

「徹夜とか、そういう問題でもないよ。そもそも明日以降は暎那ちゃん優先だからダメ」

　こうして、秀之の安息の時間は過ぎていった。







「あたし、ちょっと出掛けてくるから」

　次の日の朝、秀之を叩き起こした愛子は開口一番そう言った。

「い、行ってらっしゃい……。暎那ちゃんは？」

「……いや、今日はあたしひとりだから」

　珍しく若干歯切れが悪い。

　愛子が戸惑っている証拠だ。

「どうかしたの？」

「ど、どうもしねぇよ！　行ってきます！」

　秀之が指摘すると、愛子は図星を指されたのか、怒ってしまった。

　足音を響かせながら、秀之の部屋を出て行く。

　――いつも俺に言ったりしないのに、どうしたんだ？

　だが今日、愛子が家にいないのは好都合だった。

　その間に、秀之は暎那のウイルスの最終チェックをする。

　そして、昼。秀之と暎那は昼ご飯を食べたあと、秀之の部屋へと戻った。

　ついに暎那のウイルス駆除、その核の部分に手を入れる。

　すでに暎那との話も済んでおり、後は実行するだけだ。

「準備はいいかな？」

　秀之が優しげに暎那に問う。

　暎那は少し間を開けてから、こくりと頷うなずいた。

「それじゃあ、少し待っててね」

　秀之が切り出すと、暎那は覚悟を決めた顔を浮かべる。

　そして、秀之はパソコン画面を見た。念のために、表示されているソースコードを見直す。

　間違っていたではすまされない。入念に最終チェックを行い、コンパイル。

　できあがったプログラムを暎那の携帯電話へと転送した。

　十秒もしないうちに部屋の中に着信音が響き渡る。転送の完了だ。

　暎那から携帯を受け取り、秀之は慎重に操作をする。暎那に代わってプログラムを起動する準備をした。

　あと一回ボタンを押せば完了するところまできて、秀之は動きを止める。

　そして、秀之は暎那に携帯電話を戻した。

「？」

　暎那が首を傾げて、秀之を見やる。

　秀之が動きを止めたのにはわけがあった。今までの作業とは違い、ウイルス駆除にはその最中に本人の了承が別途必要になるのだ。その意味もかねて、秀之は開始を暎那に委ねた。

「……あとは自分自身でボタンを押してほしい」

　秀之の言いたいことをきちんと汲み取ったのだろう。

　暎那は緊張した面持ちになり、それから少しだけ目を瞑つぶった。

　しばしの間を空けた後、目を開き、不安げな目で秀之に問う。

「記憶が戻っても、私は、私？」

　ウイルスを駆除することで記憶が戻り、性格までも戻ることを危き惧ぐしているのだろう。

　だが、今の性格がどうなるかなどわかるはずもない。

「……わからない」

　秀之は楽観的に「大丈夫」などとは言えなかった。

　もちろん、プログラムには絶対の自信がある。しかし、プログラムが正常に処理され、記憶が戻った時に暎那がどうなってしまうのかは想像するしかなかった。

　以前、暎那の体を乗っ取った〝オクトー〟の話を秀之は思い出す。




『ただ暎那は、そちらに投影される際、「電でん子し妖よう精せい」にウイルスを打ち込まれてしまいました。それが原因となって目的を消去されており、その上私たちとの同期も不可能となっています。現在、暎那はスタンドアロン、つまりほぼ独立した存在になっているのです』

『しかし、暎那に打ち込まれたウイルスを取り除けば、同期はいつでも可能になると？』

『その通りです。我々の方でも対応策を講じているのですが――』




　ウイルス駆除が無事成功すれば、暎那は記憶を取り戻す。『フェアリーテールシステム』と同期を行うことができれば、暎那は目的を思い出すことになるのだ。

　その『思い出す』が、暎那の中でどう処理されるのか。

　ウイルス駆除処理の内容では、性格部分が上書きされることはない。どちらかと言えば、マージされると言った方が正しい。

　だが人間において、性格が記憶によるものなのか、あるいはまた別の何かによるものなのかは、そもそもわかっていないのだ。だからこそ、記憶がマージされることで彼女がどうなるかは神でなければわからないだろう。

　今の暎那には何を言っても気休めかもしれない。それでも秀之は言葉を紡つむいだ。

「でも、可愛い妹であることには違いない。俺はもう暎那ちゃんを家族として手放すつもりはないから。不安を取り除いて、愛子と一緒に楽しく過ごそう」

　それは秀之の紛うことなき本音だ。

　暎那はそれでふっきれたのか、少しだけ表情が和らぐ。

「やっぱり、秀之は信じられる」

　その言葉に、秀之はピンときた。

　神戸から戻ってきた時、彼女はこう言っている。




『秀之を信じる。それ以外は、秘密』




　と……。

「もしかして、神戸に行くまで不安そうにしてたのって……」

　暎那はこくりと頷き、その想いを吐と露ろする。

「記憶が戻るのが怖かった。でも、私はもう秀之を信じたから」

　そして――暎那は携帯電話のボタンに指をかけた。

　小さな指が、ボタンを押し込む。

　その瞬間――。

　盛大に真紅と琥こ珀はく色いろの火花がせめぎ合う。大量の放電が暎那の周りに弾けた。

　そのまま暎那は力を失ったように倒れそうになる。

　秀之は大量の火花に構うことなく、手を伸ばして暎那の体を支えた。火花は衣類を貫通し、秀之の体に鋭い痛みを与える。秀之の表情がその激痛に歪ゆがんだ。

　しかし、それでも秀之は暎那の体を支え続けた。

　――暎那ちゃんが頑張っているんだ……！　俺がここで踏ん張らずにどうする！

　暎那は苦しい表情を見せていない。

　だが――。

　――心の中で凄まじい衝撃を受けているかもしれないんだ！

　火花は秀之の全身を巡る。痛みが広がろうと、秀之はその手を暎那から離さない。

　いつまで続くのか。小さな痛みが思考を少しずつ削っていく。

　残されたのは、この手を絶対に離さないという覚悟だけだ。

　そんな時間が数分続いた。

　そして、無限にも錯覚した時間が過ぎると、火花は少しずつ消えていった。

　秀之はすぐに抱きかかえていた暎那を確認する。

　暎那の体は無事だった。傷ひとつない。

　次いで秀之は自身の体を見る。服の外に晒されていた手の甲や顔に鋭い痛みがあった。さらに服の中にも鈍にぶい痛みがある。

　それは火傷やけどだった。緊急を要するわけではないが、病院に行くべき症状だ。

　だが、秀之は火傷以上に気になることがあった。

　――俺の火傷なんか能力インストールでもすれば治せる。問題は暎那ちゃんだ……！

　暎那は未いまだに目を瞑つぶったままだ。

「ん……」

　微かすかな息いき遣づかい。

　秀之は一瞬安堵する。最悪の事態に陥っているわけではないことに。

　彼女は秀之の腕の中で身み動じろぎし、そこから離れ立ち上がる。

　そして、目を開けた。




　生気の宿らない虚うつろな目で――。




　まるで最上位ＡエーＩアイ、〝オクトー〟に乗っ取られたときと同じ目だ。

　――成功、したのか？

　だが、秀之にはそうは見えない。

　こんな虚ろな瞳にするために、秀之はウイルスを駆除したわけではないのだ。

　秀之の心に、不安が満ちる。

「高たか橋はし秀之のプログラムにより、Ｎｏ．８７、自己封印プログラムが解除されました」

　暎那が無機質にアナウンスする。それを秀之は信じられない思いで聞いていた。

　――Ｎｏ．８７、自己封印プログラム？　解除？

　秀之が駆除しようとしたのは、『電子妖精』のウイルスだ。

　だというのに、それらしい単語が彼女の口から出ていない。

　秀之は嫌な予感がおさまらなかった。

「待機状態の『電子妖精』のプログラムを展開」

「な……!?」

　暎那は今、秀之にとって信じられないことを口にした。

『電子妖精』のプログラムが待機状態で。

　そして、それが起動したと言ったのである。

　つまり、秀之は『電子妖精』のウイルスを駆除できなかったのだ。いや、秀之のプログラムは目標を違たがえ、駆除しようとすらしていない。その上、削除してはならないものまで削除してしまった。

　――まさか、はめられた？

　戸惑う秀之に構うことなく、暎那は無表情のまま部屋の窓から飛び出した。耳をつんざくガラスの割れる音がその場に響く。

　秀之はすんでの差で暎那の動きを止めることができなかった。逆にバランスを崩して、床に倒れ込んでしまう。

「暎那ちゃん！　待って！」

　秀之が立ち上がったとき、暎那は外に降り立っており、人を超越した速さで去っていく。

　秀之の制止に耳を傾けることもなく、あっという間に暎那の姿は見えなくなった。

　――追いかけないと！

　そんな時に部屋に着信音が響く。

　スクリーンに表示された番号は以前に見たことのある、見覚えのある番号。

　相手を確信しつつ、秀之は通話ボタンを押した。

『やあやあ、ご苦労様ー』

「やっぱり、貴様か……！」

『ありがとー。君はよく働いてくれたよー。君のおかげですべては順調だ』

「なんだと……！」

『解決してくれたお礼に種明かしをしてあげよー。元々僕らが感染させたウイルスは動いてなんかいなかったんだよー。いや、ウイルスを侵入させた瞬間に、Ｎｏ．８７が持つ自己封印のプログラムで待機状態にさせられたんだよねー。で、そのプログラムはあまりにも強固でね。その上、彼女自身の承認がないとプログラムにアクセスもできない。こうなると、信用されてない「電子妖精」としては詰んだも同然だったからさー。仕方なく、君に代行してもらったってわけ。さすが、信頼されてるねー』

「完全に騙だまされたよ……！　貴様、この代償は高くつくぞ！」

『はははは、君が現れたおかげで僕らの計画は順調なんだ。代償はいくらでも支払おう。もちろん、僕に会いに来てくれたら、ね』

　そして、通話は打ち切られた。

「くそったれがぁっ！」

　秀之は珍しく口汚い言葉を吐く。すべてに裏切られた気分だった。

『ただ暎那は、そちらに投影される際、「電子妖精」にウイルスを打ち込まれてしまいました。それが原因となって目的を消去されており……』

　この言葉は、正しくは

『ただ暎那は、そちらに投影される際、「電子妖精」にウイルスを打ち込まれてしまいました。それで自己封印をかけ、目的を消去しており……』

　となる。

『フェアリーテールシステム』が意図的に隠したのか、あるいは言う必要がないと判断したのか、そんなことは秀之にはわからない。

　だが、秀之はまんまと暎那の記憶喪失が『電子妖精』によるものだと思い込まされた。さらに『電子妖精』から奪ったデータも『ＡＩを操作する形跡』から、自己封印のプログラムを『電子妖精』のウイルスだと誤認させられた。

　その食い違いが今回、秀之に引き金を引かせる結果になったのだ。

　――ここで考える時間すら惜しい！

　秀之はすぐに家を出る準備をした。

　部屋の扉を開けて、廊下へと飛び出す。

　すると――。

「……………………」

　所在なさげに愛子が立っていた。

　秀之の汗が一瞬にして引いていく。

「あ、愛子……。どうして……。出掛けたんじゃなかったのか……？」

「ここ最近ずっとお前と暎那の様子がおかしいから、騙したんだよ……。で、何があった？」

　端的に明かし、秀之へ問う愛子。

　――だから、あんな妙な雰囲気だったのか……。迂う闊かつだった！

　だが、秀之に先程の出来事を言えるわけもない。

「いきなりガラスの割れる音がしたと思ったら……。暎那はどこに行ったんだよ。そもそも、一体何が起こってるんだよ！」

　秀之は愛子から目を逸そらす。

　その瞬間、愛子は秀之の胸ぐらを摑つかんで詰きつ問もんした。その目にはうっすらと涙が浮かんでいる。

「なんで黙るんだよ！　あたしに言えないことなのかよ！　言え！　何があった！　暎那はどこに行ったんだ！　なんで隠すんだよ！」

　だが、秀之は喋らない。

　そして、秀之は愛子の腕を摑み、優しく外した。

　普段、無抵抗の兄が抵抗する。それだけで愛子は何らかの異常を察したのか、大事なものをなくしてしまったような怯おびえた表情になった。

「愛子。ゴメン。今は何も言えない。今は暎那ちゃんは必ず取り戻す、としか……」

　そう言って階段を下りていく秀之。

　ふと振り返ると、愛子は呆然としたままだ。まるで置いていかれた子犬のように……。

　しかし、秀之は断腸の思いで家から飛び出した。







　秀之は携帯電話をスライドさせ、地図を表示した。

　暎那と秀之の携帯電話には、ＧＰＳが搭載されている。愛子の持つ携帯電話と同じように、お互いの位置はわかるようにしてあった。

　凄まじい速さで暎那を示す光点が移動している。その速さはパッと見ても電車に等しいほどだ。行き先はわからない。ただ、このまま行けば横よこ岸ぎしのウォーターフロントへ向かうことになる。

　秀之は義人に電話をかけた。

『もしもし……』

　秀之は早口で状況を伝える。

『わかった。神藤と一緒に車で向かう。お前のＧＰＳを追いかけるから携帯を切ったりするなよ。あとで合流しよう』

　そう言って通話は切れた。

　そして、秀之は走る。少しずつ暎那とは離れてしまうが、それでもその足を止めるわけにはいかない。

『能力インストール』を使っても追いつくのは難しい。瞬間移動を使う手もあるが『視界内』、あるいは『詳細に情景を浮かべられる』といった条件がある。

　暎那の向かっている方角は、秀之が普段足を踏み入れないエリアだ。脳のう裏りに情景を思い浮かべることは難しい。

　足の速いキャラクターをインストールしても、手持ちのキャラでは追いつくのは不可能だ。追いつくためには、今の秀之には見合わないキャラクターをインストールしなければならない。だが、今の秀之では音速を超えるキャラクターをインストールしても、それを制御することができなかった。もし、無理矢理にインストールすれば足の腱や筋肉や神経が破壊されて動けなくなり本末転倒だ。

　その上、行き先に寫しや取とりが待ち構えていることを考えれば、今能力インストールをするのは後先を考えない行為と言える。

　それでも早く追いつく方法はあるのだ。至極簡単な方法で。

　秀之は近くを走っていたタクシーを止めると、行き先を告げ、急がせた。




　　　　　◆




　光点がピタリと止まる。そこは高層ビルとしては日本一高い場所。多くのテナントが入った複合施設だ。四十九階より上はホテルとなっており、屋上にはテレビ中継局もある。

　タクシーをそのビルの前で止め、降りた。そして、秀之はそのビルの内部へと入る。怪しまれないように客を装った。

　秀之は携帯電話のＧＰＳを見て、高度を確認する。暎那の位置は二百五十五メートルと表示された。

　ＧＰＳの位置情報は、複数の衛星からの測位による複合情報だ。秀之の持っているものが、どれだけ正確だとしても十メートル程度の誤差は出る。

　水平での十メートルはそこまで気になるものでもないが、高度における十メートルというのはかなり大きい誤差だ。ビルで言えば、三階から五階程度の誤差が出る。

　――上からすべて調べていけばいい！

　そして、秀之は階段を上がる。その途中、秀之の携帯電話が着信音を鳴らした。

　発信は――高橋暎那と書かれている。

　秀之はすぐに通話ボタンを押し込み、携帯電話を耳に当てる。

『やあ、高橋秀之くん。よく来てくれたねー、と言いたいところだけど、どうしてここがわかったのー？』

　暎那の声ではもちろんない。あの寫取という子供の声だった。

「……ふん、さすがに気付いてたか。ちなみに種明かしをすると思うか？」

『少しは余裕を持って種明かしをしてくれると嬉しいけどね。なんとなくわかるからまあいいや。それでこれから僕らがやることに邪魔を入れたくないし、まずは君との決着を付けたいんだけどどうかな』

「ふん。上等だ」

『六十五階のロイヤルスイートに入るといいよー』

　秀之は通話を切った。







　ラウンジを通り抜け、秀之はロイヤルスイートの部屋の前へとやってくる。ロックはかけられておらず、扉はあっさりと開いた。

　秀之の目の前に豪奢な装飾が現れる。室内は西洋風の調度品でまとめられており、お金がかかっていることが一目でわかるほどだ。

　秀之が馴染みのない部屋でしかも広い。壁の一面は夜景を見渡せるように、一面が窓ガラスだ。王族でも住んでいそうな佇たたずまい。

　ロイヤルスイートと呼ばれるだけの最高級の部屋がここにあった。

「やあ。二、三カ月ぶりだねー」

　その奥から声が届く。そちらへ向かうと、子供がソファーに座っていた。もちろん、寫取だ。相変わらず性別不詳な容姿である。

　そして、その隣には暎那が座っている。彼女は静かに眠っていた。

「できれば、二度と会いたくはなかったがな」

「まあ、そうつれないことを言わないでほしいなー」

「貴様と暢のん気きに会話をするつもりはない。さっさと暎那を返してもらおうか」

「おっと。妙な真似をしたらこの子を傷つけるよ？」

　寫取は暎那の首に手を当てる。いつでも首をかき切れると言わんばかりだ。

　そして、その雰囲気が変わった。鋭利な敵意が部屋に充ち満ちる。彼は秀之が動いたら本気で暎那を傷つけるつもりだろう。

　その敵意に反応して、秀之は寫取を睨にらみつけた。

　だが、寫取は秀之の気合いを空回りさせるように破顔する。そして、秀之に質問を投げた。

「君はさ。なぜ、このＡＩに肩入れするんだい？　この子は人の形をしているけど、人ではないんだよ？」

「誰かを守りたいのに、人かどうかなんて定義が必要か？　単純に家族だから守りたいに決まってる！」

「そうか……」

　寫取から敵意が消えた。さらに優しげに微笑ほほえむ。その表情は年相応の可愛らしい微笑だ。

　しかし、そんな表情も束の間、鋭い表情に戻る。

「それが、幻だったとしても？」

「……なんだと？」

「君は考えたことはなかったかな？」

　寫取は一旦言葉を句切り、そして口を開く。




「『フェアリーテールシステム』は特殊な電磁波を操り、人の五感に強制介入して、幻を見せているだけだと。レイヤーとはその五感介入を及ぼす範囲のことだ」




　寫取の確信に満ちたその物言いを、秀之は鼻で笑う。

「下らない。あんたはまだそんな程度の認識か？　人の五感だけであれば写真がおかしい。そもそも幻に作ってもらった料理で腹は満たされない。ニューロンだの、シナプスの刺激はそこまで万能なんかじゃない」

「なんでそう断言できるの？　そもそも人間の脳は未だに解析できていないじゃないか。脳のシナプスを弄いじることでエネルギーの必要ない人間ができあがるかもしれない」

「………」

「この世界は、五感がアクセスし、認識、知覚できる範囲でしか成り立たない。あの投影されたレイヤーはまさにその範囲を衝いて構成していると思うんだよ」

　寫取はソファーから立ち上がる。

「目隠しをした人間に熱湯をかけるぞ、と信じさせてから、冷水をかけると皮膚があたかも火傷を起こしたようになる話は知っているかな？」

「知ってるさ。だが、あんなものはプラシーボ効果に過ぎない。めんどくさいから詳細は省くが、皮膚が火傷をしたように見えても、それは自律神経が血管、血圧、立毛筋を操作した結果だ。だから、その火傷したように見える皮膚はすぐに治る――いや、元に戻ると言った方が正しい」

「そう。痛みを伴っても結局、皮膚そのものに損傷が発生しているわけじゃない。脳は火傷をしたと思い込むが、大脳皮質には自律神経への接続回路が存在しない。自律神経を動かしているのは、感覚連合野が体性感覚野の情報を書き換えている時だ」

「……なんだ、貴様は。神経学の講義でもしたいのか？」

　秀之の皮肉に、寫取はまったく動じない。

　気にすることなく、持論を語る。

「だが、その大脳皮質から自律神経への接続回路すらも作ることができたとしたらどうかな？　僕らの知らない脳のシステムを操作し、自身の体どころか、自身を認識している他人にまで影響を及ぼせるとしたら？　そんな現実の常識をすべて覆すような代物が『フェアリーテールシステム』だとしたら？」

「………」

「自身の脳内でできている幻を、君は守りたいと思うか？」

　寫取は真剣に疑問を呈していた。

　だが、秀之は深々と呆あきれた溜ため息いきを吐く。

「ご高説どうも。だけど悪いな。貴様の言っていることはすべて推論に過ぎない。それが真実なら多少は考え直すことが必要になるかもしれないが、それがわからない以上、目に見える世界が俺の現実だ」

「なるほど……。目に見える世界を守る。まあ、それもひとつの答えだね」

「だから俺は目に映る家族を守るだけだ」

　秀之はそう言い切ると、寫取へ質問を返した。

「そういう貴様はそれだけの力を持ちながら、なぜ『フェアリーテールシステム』に執着する？　いや、執着する必要がどこにある？」

「神藤さんから聞かなかったかな？　『電子妖精』は『銀の弾丸』を以て、この歪んだ世界を正そうとしているって」

「悪いが、あんたからそんな殊勝な心がけはまったく感じないな」

「ははは、ひどいなー。これでも今の腐った世界に異を唱えるひとりではあるんだけどねー」

　寫取は困った顔になる。

「君と同じさ。世界は二の次。僕にも取り戻したいものがあるんだよ」

「取り戻したいもの……？」

　秀之が『フェアリーテールシステム』を追い求めるのは、紫し乃のを目覚めさせるためだ。自身と紫乃の、八年前に置いてこざるを得なかった幸せを取り戻すためである。

「君は八年間、ずっと『フェアリーテールシステム』を追い求めて、ここまで来たよね。僕よりも遙かに速いスピードで。だけど、想いを積み重ねてきた年月だけなら僕は負けない」

「………」

「百五十年以上追い求めてきた真実を摑むためなら、僕は何でもやると誓った」

「……百五十年？」

「そうさ。僕は現代の生まれじゃない。日本に黒船がやってきた時よりも前から生きている。そもそも日本人ですらない」

「なん、だと……？」

「意外かい？　だけど、これが『フェアリーテールシステム』の力の一端だ！　君はさっきニューロンだの、シナプスの刺激はそこまで万能なんかじゃないと言ったね？　だけど現実に僕は生きている。僕はある物語に出てきた、不老不死の人物を投影した。現実の常識を超越して僕が生きているのは『フェアリーテールシステム』による力であることには間違いないんだよ」

　寫取がニヤリと笑う。

　秀之の背筋に少し嫌なものが流れた。

「僕は僕のために、必要なことをやっているに過ぎない。今回のことも、Ｎｏ．８７にウイルスを入れたのも――」

　寫取は一端言葉を区切って、




「八年前の事故もね」




　そう続けた。

「八年前の事故……？　貴様、何を知っている」

「言葉通りの意味だよー。八年前の事故は『電子妖精』が引き起こしたことだという意味さ」

「どういう意図で事故を引き起こした……？」

　胃の奥から突き破ってきそうな怒りを抑え、秀之は問う。

「引き起こしたくて起こした事故じゃない。文字通り、不幸な事故さ」

「貴様ら、一体、何をした……！」

「『フェアリーテールシステム』は『レイヤー』を作って、その範囲内に影響を及ぼす。だから、僕らは世界全体を覆う巨大な『レイヤー』を作って世界を操ろうと考えたわけだよ」

「世界全体を……？」

「そのために僕らは特殊な電磁波を操って情報攻撃データアタツクを試みた。結果は失敗。巨大な『レイヤー』を作るだけで終わった。それを操作するための術やルートは未だに見つかっていない。本来であれば、そのまま『フェアリーテールシステム』を掌握するはずだったんだけどね。なかなか上う手まくはいかなかったんだよ」

　寫取は思い出すように語る。

「そして、その電磁波は思わぬところで影響を与えた。当時、一番大きかったセキュリティホールは君もよく知ってるあの場所にあったんだよ」

「まさか……。あの事故があった場所……！　貴様ら、あの電磁波を何の概則も与えず、剝むき出だしのまま無差別に飛ばしたな!?」

「ご名答。まだ電磁波のことも解析し終えていない時だったからね。稚ち拙せつな攻撃だったよ。あのセキュリティホールへ何の加工もしてない電磁波を大量に絶え間なく流したものだから、現実の機器にも大きな影響を及ぼしてしまった。まるで『車が同時にトラブルを起こして、暴走したようにしか思えない』ようにね」

「あの、事故は貴様らが……」

「どうだい？　物語として、非常にわかりやすいだろう。案外、君が『電子妖精』を受け入れることができないのは、本能的にこのことをわかっていたからかもしれないね。そう考えると、人間の感覚というものは――」

　寫取が饒じよう舌ぜつに語っているところに、

「あなた方だったんですか……」

　部屋の扉を開け、神藤が現れた。その隣には義人の姿もある。

「あの事故のせいで南雲は……！」

「……君は誤解をしている。南雲裕悟が消えたのは――」

「だまれぇッ！」

　神藤はその手に炎を点ともす。そして、それを寫取へと投げつけた。

　しかし、その炎は突然発生した冷気によって消え去ってしまう。

「今のは……!?」

　神藤が驚きの声を上げた。炎をかき消した異能も、そこにいる人物も、神藤がよく知る人物だったからだ。




「君はもう少し冷静な人間だと思っていたのだがな。神藤」




　そこへ現れたのは、神藤と同じゲームから投影された大仏おさらぎだった。彼は寫取を守るように立たち塞ふさがっている。

　しかし、以前協力した時と違い友好的な雰囲気ではなかった。

「大仏！　なぜ、そっちにいるの!?」

「なぜも何も、某それがしはこちら側の人間だ。いや、誤解をしないでもらおう。もちろん、君らに協力する前からだ！」

　さも当然というように大仏は明かした。

　秀之が尋ねる。

「じゃあ、あの時、俺に協力してくれたのは……」

「もちろん、貴き殿でんにあのプログラムデータを持っていっていただく必要があったからに過ぎない！　そのために、あのような茶番もやったのだ！　すべて、貴殿にデータの内容を信用させるため。奪われては困るものを演出したというわけだ。神藤から連絡が来たのは渡りに船だったのだよ。連絡が来なければ、某の方から神藤を通じて会いに行く予定だったからな」

「あの時の言葉はすべて噓、偽いつわりか！」

「……だから新幹線の中で言ったであろう。某は……卑ひ劣れつな人間だと！」

　大仏との問答をしている間に寫取は逃げる準備をしていた。その腕に暎那を抱えている。

「大仏、もうあっちの準備は終わってる？」

「滞りなく」

「それじゃ僕の時間稼ぎも終わりー。後は頼んだよ、大仏。適当なところで切り上げてねー」

「御ぎよ意い」

　そして、寫取は秀之に見せびらかすように暎那の携帯電話を無造作に投げ捨てる。携帯電話が部屋の隅へと転がった。

　――暎那の携帯電話にあるＧＰＳに気付いていたか！

　秀之は寫取を制止するべく声を荒げる。

「待て！　寫取！」

「それはできない相談だなー。これから時間をかけて彼女の中のウイルスを調整しなきゃいけないからねー。君との戦いもこれで終わりだよー」

　秀之の制止も虚むなしく、寫取の体と暎那の体がその場からかき消える。まるで瞬間移動をしたかのように――。

　寫取はいつの間にか扉の前にいた。彼は呆あつ気けなく扉を開け、部屋から出て行ってしまう。

　――今のは……。

　それは、以前、感じたものとまったく同じ異能。

　相手は瞬間移動をしたはずが、そうは見えない。

　どちらかと言えば、高校生の『カスタマー』が持っていた時間を止める異能だ。

　――逃げられたら、暎那を追うための手段はなくなる！

　しかし、もはやそれを確かめる術すべも余裕もない。

「大仏！　あなたの目的は南雲を捜すことでしょう！　なのに、なぜその原因となった『電子妖精』に……！」

　そんな中、神藤が大仏を叱しつ責せきしていた。

「それは君とて同じだったはずだ。もっとも君は何も知らないようだがな」

「私は知らなかった……！　知っていたら協力なんてしなかった……！」

「某も君と同じ成り行きならば、あるいは協力などしなかったかもしれん。だが、某にはかの御仁を守り、協力する理由もある！　それが南雲を見付けるもっとも効率のよい手段と思えばこそだ！」

　話は平行線だった。

　神藤は秀之と義人に目配せする。寫取を追いかけろと。

　寫取を追いかける確実な手段はないが、今は動かずにはいられない。神藤の目配せを見た秀之たちは扉から出るべく走った。

　だが――。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　この地に、白銀の牢ろう獄ごくを！」

　扉、窓、壁、室内すべてを完全に氷漬けにされてしまう。ドアノブも窓の鍵もすべてが氷の中だ。部屋から出ることができなくなる。

「どこへ行こうというのだ！　我が主あるじを追いかけることなどさせはしない」

「こんな氷っ……！」

　氷を溶かそうと神藤が炎弾を扉に放つが、少ししか溶けなかった。水蒸気がほんの少し出ただけだ。火力がまったく足りていない。

「……なぜ、ここまでの力が」

　神藤の呟きに、大仏は哄笑する。

「知れたことよ！　君と同じように、某も寫取殿に情報の改変を受けたのだ！　さらに何年も鍛錬を積み重ねて限界を伸ばし、某もまた練度を上げた！　情報の改変と、たゆまぬ鍛錬。この白銀の世界はその結果である！」

「まさか、あの改変を何度も受けたというの!?」

「そうだ。君は一度だけしか受けていないだろうが某は違う！　だからこそ、当然こんなこともできる！」

　大仏は手で複雑な印を結ぶ。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　今、我が力で御身を解き放たん！」

　そして、手を前へと掲げた。

「この世界へと至れ！　極氷の女ヘ神ルよ!!」

　大仏の前の空間が陽かげ炎ろうのように屈折する。陽炎の中心が純白となると、その白はすぐに形を作り、まるで巨大な人のようになる。

　神藤の魔神とはまた別の、これも魔神だ。大仏がその身に宿す極氷の女ヘ神ル。近付く者をすべて凍てつかせるという女神だ。

「さあ、仕切り直しである！」

　そう宣言するように叫ぶ。

　――これはもはや出し惜しみしてる場合じゃない！

　秀之は腰につけてあった携帯に手をかける。

「させるものか！」

　そこへ細かい氷の刃が襲った。氷の刃は秀之の携帯電話に当たり、氷漬けにしてしまう。氷漬けとなったそれに、さらなる氷の刃が当たり、秀之は思わず落としてしまった。

「しまった！」

　あまりにも不覚だった。秀之の切り札が一瞬にして失われる。そして、戦い方に迷いが出た。

『能力インストール』のできない秀之を戦力外と認識したのか、大仏はまず義人へと向かった。ヘルは神藤へと向かう。

「ちっ。上等だ！」

　義人は警棒も出さず、大仏に対して構えた。

　大仏の拳こぶしが義人へと迫る。義人はすんでのところで躱かわし、大仏の体を摑んで投げた。大仏は壁に叩き付けられそうになるが、体を回して足で壁を蹴る。

　そしてその反動で、義人へ飛びかかり、キックを見舞った。

　義人は腕を十字にして、かろうじてガードする。

　今度は義人が壁へと吹き飛んだ。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　折にて白銀の片鱗を賜たまわらん！」

　大仏の腕から無数の氷柱が射出される。

　義人は氷柱の進行方向から逃れるが、体勢が崩された。そこを大仏の拳が襲う。

　だが、その時、大仏の体に秀之が体当たりした。

　どうにか大仏の体勢を崩すことに成功するが、秀之は交錯した瞬間に蹴りを食らい、氷の床に倒される。

「すまん義人。一瞬、戸惑った」

「ふん。遅いぞ！」

　大仏は体勢を立て直し、それから悠然と秀之たちを見据えた。

　それは鷹が獲物を狙う姿だ。

「さて……」

　そう大仏が呟くと――。

「お客様！　寫取様！　何かありましたか!?」

　室内の異常な音に気付いたのか、ホテルのスタッフの声がドア越しに聞こえてくる。

　その声に大仏は動きを止めた。神藤と戦っていたヘルもその動きを止め、消えていく。

　そして、大仏は興の削がれた表情を浮かべた。

「ふむ、騒ぎに巻き込まれるのは某の本意ではないな。残念ではあるが、これにて終幕とさせていただこう」

　大仏は窓に手を向ける。そして、巨大な氷柱を射出し、氷漬けになった窓一面ごと破壊した。つんざくようなガラスの破砕音が響く。

「では、さらばだ！　また会えるかどうかはわからないが、その時は相手になろう！」

　そして、大仏は割れた窓から飛び出した。

「待て！」

　秀之は大仏を追いかける。

　大仏は空中に無数の氷を作り、そこを器用に足場にして逃げていった。

　そして、すぐに大仏の姿は見えなくなる。

　暎那を攫さらわれ、大仏にいいようにやられ……。

　秀之たちの完全な敗北だった。







　秀之たちは重い体を引ひき摺ずるように、近くにある港の公園までやってきた。

　明確な目的地などなかったが、まずは落ち着いて作戦を練る必要がある。だが、大仏戦の敗北は全員にかなり堪こたえていた。

　義人も気落ちした様子だ。電話がかかってきていたが、その応対にもいつものキレがない。

「誰？」

「……都つ筑づきくんから。向こうは向こうで大変らしいが、今はこっちも大変だしな」

「そうか……」

　彼の力になれないのは心苦しいが、秀之も優先度を間違えることだけはできない。

「さて、どうする？」

　携帯電話をしまい、義人がそう切り出した。

「暎那ちゃんを追いかけるってのが最優先事項だけど、どうやって捜したものかな……。ひとりひとり、聞き込みをしていくしかないか？」

　秀之は疲れたように呟く。

　そして、その言動に、自身の精神的な弱さにはたと気付いた。

　――情けない！　気力まで萎なえさせてる場合か！

　秀之は義人に向き直る。

「義人。俺を殴なぐ――べぇっ！」

　台詞が最後まで言われるのを待つことなく、秀之の頰ほおを義人の拳が抉りこむ。鈍い音がその場に響いた。

　殴られた秀之は、とても苦々しい顔つきで義人に向き直る。

「……お前、せめて返答してから殴れよ。何で殴るのか訊きくとかさ」

　そして、恨みがましい声をあげた。

「お前相手に、殴れと言われて殴らない理由もないだろう」

「信じられねぇ。まだ全部言い切ってないってのに」

「……で、気合いは入ったか？」

　義人はすべてをわかっていて殴ったのだ。長年の付き合いが為せる業である。

「ああ。問題ない。極めて納得はいかないが」

　そのやり取りを見て、気落ちしていた神藤も馬鹿らしくなったのか、呆れた溜息を吐いた。

　秀之は両手で頰を叩いて気合いを入れる。

「よし、考え直そう。俺たちの目的は暎那ちゃんの救出であり、寫取や大仏を倒すことじゃない。まずは暎那ちゃんの居場所を捜さなきゃならない」

「そうだな。だが、ここで足踏みしていたら暎那ちゃんの身が危険じゃないか？」

　義人が冷静に指摘するが、秀之はそれを承知しているかのように頷いた。

「まだ、大丈夫だ。少なくとも『電子妖精』も暎那ちゃんを傷つけるような真似はすぐにしないだろう。寫取は面倒なことを嫌うみたいだし、時間をかけてウイルスを再調整するとも言っていたしな」

「なるほど。だが、時間に余裕がないことには違いないだろうな……。一刻も早く暎那ちゃんを救出しないと、彼女の身に何が起こるかわからないぞ」

「ああ」

　そして、秀之は暎那を捜す方法を提案した。

「『能力インストール』で人捜しの異能がないかどうか調べてみる。二十四時間経過したら、それを使おう」

「しかし、携帯を氷漬けにされましたよね。あれで『能力インストール』は使えるんですか？」

「一応、氷も溶けてるけど……。ほとんど半壊してるな。さっき少しだけ操作してみたんだけど、いきなりボタンが利きかなくなったり、使える機能と使えない機能があったりして正直もう駄目だね」

「では、新しく買い直すんですか？」

　そこで秀之は胸ポケットから暎那の携帯電話を取り出す。

「ホテルから逃げる時に取ってきておいたからな。暎那ちゃんの携帯を使って『能力インストール』するよ」

「なるほど」

　神藤は納得したように頷く。

　だが、義人が別の提案をした。

「『能力インストール』が使えるなら、例の困ったヒロインを捜せる代物があっただろう。アレじゃダメなのか。元々、暎那ちゃんを見付けたのはあの異能なんだろう？」

「ああ、それもありだな。今の暎那ちゃんが困ってるかどうか、そこが未知数だけど……。それを使うことを前提にしつつ、駄目だった時のことを考慮して人捜しの異能は探しておこう」

　だが、居場所を突き止めたとしても問題はまだまだ存在する。

「大仏をどうにかしないと寫取に近付くこともできない」

　重々しく秀之が呟く。それに義人が同調した。おそらく寫取の前には、騎士気取りの大仏が立ち塞がるだろう。

「確かにな。体術でもオレや神藤を凌りよう駕がしてるし、あの氷の異能が半端ない。あいつは攻撃にしか使わなかったけど、足を地面に縫い付けることだってできるし、そもそも冷気を垂れ流されるだけでも身体的にはキツイ」

　義人の言葉を受けて、秀之が対応策を語る。

「冷気に関しては『熱遮断サーマル・フイルタリング』でどうにかしよう。だが、問題は氷柱の攻撃だな」

「『熱遮断サーマル・フイルタリング』は氷のような物体が触れた場合、触れた物をどうするのでしょう？」

「効果がないと思う」

「なぜ？　理論的に言えば熱を遮断するわけですし、水に戻るんじゃないですか？」

「投影された異能の定義にもよるからだよ。物理的な法則をどこまで無視しているかってところが重要だから。水を固めてできた氷なのか、物理を無視して精製した氷なのか、圧力を変えることで相変化を起こした氷Ⅶなのか。物理を無視して精製した氷の場合、元々水だったって特性がないから『熱遮断サーマル・フイルタリング』では戻らない。冷気そのものは防ぐから、触れても冷たくはなくなってるだろうけどね」

「………」

「神藤さんの火は媒体を集束させてから火種を入れるとかそういう異能じゃなくて、その場で何の媒体も使わずに発生させてるでしょ？　大仏も同じゲームから投影されてるなら、そこも同じだろう。寫取にそこを改変されてれば別だが、敢あえて改変するようなこともないだろう。異能としての結果は同じだしな」

「……わかったような、わからないような……」

　神藤は秀之の説明を理解できないのか、難しい顔をしていた。

　さらに詳しい説明をしようとする秀之を、義人が手を叩いて制止する。

「理論はどうでもいいさ。なんにせよ、あの氷柱は防げないということだろ。神藤も説明を長くさせるような質問をするなよ」

「面目ありません……」

「そこで謝られるのはなんか腑に落ちないんだが。ふたりとも失礼なこと言ってない？」

　義人と神藤はふたりで「言ってない言ってない」と繰り返す。秀之は納得しないまま、話題を次に進めた。

「冷気を防げるにしても勝てる算段がつかない。仮に勝てるとしても大仏に手間取っていたら、さっきみたいに寫取にも逃げられるだろうしね」

「氷さえ使えなくすれば問題ないんだけどな……。神藤。あいつの氷を封印する方法とかないのか？」

「南雲がいればあるいは……。ただ、今の私だけではどうにもできません」

　神藤が何気なく言ったその言葉に秀之が反応する。

「神藤さん。南雲さんが仮にいたとして、どうやって氷を封印するんだ？」

「南雲が持つ力は魔神の掌握です。魔神を、私や大仏からの承認を得て借りたり、無理矢理奪ったりして、取り込むことができるんですよ」

　それを聞いた義人が神藤に質問した。

「魔神をどうにかできれば冷気は消えるのか？」

「ええ。私たちは魔神から力を借りて使っているので……」

　すると、義人は何かを思いついたような表情を浮かべる。

「どうかしたのか？」

「ああ。ちょっと、な」

　そして、その内容を伝えると秀之は納得したように頷いた。







　秀之たちは近くにあったホテルに宿を取った。

　宿の中で『能力インストール』が使えるようになる二十四時間後まで待つ間、暎那を救うための準備を進める。

　秀之は捜索スキルの調査と寫取の対策。神藤は車の手配。義人は電話をかけて、何事か相談している。夜になって、義人は別行動となった。

　捜索スキルの調査を終えた秀之は、次に寫取の対策を考える。

「彼か、彼女か、ちょっとわからない顔立ちですけど、おそらく暎那嬢の傍そばにいるでしょう。私の炎は大仏が防いでしまいましたからなんとも言えませんが、寫取は強いんですか？」

　神藤がそう疑問を呈した。

「強いな……。以前、対たい峙じした時は大仏の攻撃を完全に防いでいたし」

「ですが、神戸のことは罠わなだったのですから、大仏の攻撃は手加減をされていたのでは？」

「いや、あの時とさっきの大仏の攻撃に違いはなかった。大仏は寫取が絶対に自分の攻撃を防ぐと確信していたんだと思う」

「そもそもどういう能力なのでしょう。あの人は……」

「『カスタマー』だが、あいつの使う能力には節操がない。だから、ひとつ確かめようかと思ってる」

　秀之はおもむろに暎那の携帯電話を取り出し、ボタンを押していく。普通に電話をかけただけだ。

　少しの間があって、相手は出た。

『もしもし……』

「お久しぶり。高橋秀之です」

『っ……！　あんたか。見知らぬ番号だったから誰かと思った……』

「ああ、すまない。ちょっと携帯を壊しちゃってね。ところでその後どうかな？　例の時間停止能力、悪用してたりしてない？」

『ふん……』

　秀之が連絡を取ったのは、以前不良たちを必要以上に痛めつけていた『カスタマー』だ。

『その後も何もあるか。もう使えなくなった』

「……それは、いつの話かな？」

『……あんたにやられたすぐ後だよ』

「子供が君の前に現れなかったかな」

『知ってるのか？』

「少しだけね。目下のところ敵ってことになるけど、君はその子供に何かされたのか。もし、君の不利益でないのなら教えて欲しい」

『まあ、別にいいけどさ……。血を吸われたんだよ』

「……血を？」

『まるで吸血鬼みたいに八重歯が伸びて、首元から血を吸われた。それからもう能力が使えなくなった。能力が首元から吸い取られた感触があったよ』

「そうか、ありがとう……」

　秀之は通話を切って、暎那の携帯電話をしまう。

　――やっぱり、か。

　彼の答えは秀之の想像通りだった。

　先程、寫取が秀之たちの前から逃げた時に使った異能は、間違いなく彼と同種のものだ。ただ、秀之があの時に感じたものは彼のものとまったく同一。

　何らかの力を使って、彼の異能を使っているのだ。

　――まさか、吸い取っているとは思ってなかったがな。

　想像する。

『人の異能を吸い取る』『多くの異能を持つ』『使う異能に節操がない』

　すでに出揃っている情報はこの程度だ。それでも、まだ情報が足りない。

　だが、それでも戦い方は考えることはできる。

　――攻撃し続けること。それしかない。

　それがたったひとつ考えられる寫取晶あきらの攻略法だ。







　それから一夜明け、さらに時間が過ぎ、夕方。

　義人から電話がかかってくる。

「……ようやく目処が立った。今からそっちに向かうけど、もうそっちの準備は終わってるよな？」

「ああ、終わってるよ」

「だったら先に行け。暎那ちゃんを待たせるのも失礼だろ？」

「はは、そうだな。見せ場がなくなっても恨むなよ？」

「言ってろ。ああ、暎那ちゃんの携帯のＧＰＳちゃんとオンにしておけよ？　オレらはそれを追うからな。落としたりしないように」

「了解。早く来いよ」

　言うべきことをすべて伝え、秀之は通話を切った。

　その瞬間、暎那の携帯電話からアラームが鳴り響く。

　秀之が『能力インストール』を使っても大丈夫になった知らせだ。

「さて。暎那ちゃんの捜索を開始しよう」

「最初は『困ってるヒロインを捜す』異能で捜すということですが」

　神藤が不思議そうに秀之へ訪ねた。

「ああ。捜索異能はいくつか見つかったけど、場所の詳細な情景が頭に浮かぶのはこれだけだからね。この異能であればテレポートと組み合わせることができるし」

　そう言って秀之は暎那の携帯電話を操作し、『能力インストール』の準備を始めた。

「ダメなら……。別の捜索用の異能を使って、そこに車なりバイクで行くさ」

　そして、携帯電話のボタンを押し込む。

　その瞬間、秀之を球体の蒼あおい雷いかづちが覆った。

　その中心部から小さなアナウンスが、微かに響き始める。

『レイヤークラス名「黒の聖騎士」参照。キャラクターナンバー７。及び、レイヤークラス名「メモリーロンド」参照、キャラクターナンバー５。及び、レイヤークラス名「ノーブルブラッド」参照、キャラクターナンバー０。人物クラス多重継承』

『レイヤークラス名「キセキ」。設定者に人物クラスをインストール』

　アナウンスの終了と共に、バチンと音が爆はぜた。秀之を覆っていた蒼い雷も消えていく。

　そして、秀之は目を閉じた。

「――検索grep」

　秀之はそう声に出して、頭の中に自分の居場所を中心とした航空写真を思い浮かべる。

『ノーブルブラッド』の主人公、『大和やまと安あ芸き』の異能、『キャラ選択システム』だ。

　処理が完了すると、秀之の頭の中にキャラクターのグラフィックがぼんやりと浮かぶ。

　一致match。該当ヒロイン一名――。

　相手の名前は、高橋Ｎｏ．暎８那７。

「来た！」

　出てきた容姿もまったく同じだ。

　場所は――新横岸駅近くのビルとあった。

　秀之は相手のいる場所に急行するべく、自身に投影したもうひとりのキャラクター『黒の聖騎士』の敵キャラクター『エーベルハルト』の異能を準備する。

「行くよ、神藤さん！」

「ええ。いつでも」

　神藤が秀之の肩に手を置く。

「この身は神出鬼没なりテレポーテーシヨン！」

　それから秀之がそう呟くと、その体は何の前触れもなく忽こつ然ぜんと消失した。







　瞬間移動した先は暗かった。電気が何もついていない。

　ふたりが今いるのはビルの中だ。以前、秀之が侵入した神戸のビルに近い構造となっている。

　ふたりの眼前には非常階段があった。

「神藤さん。誰がいるかわかるか？」

「ちょっと待ってください」

　神藤が集中して、ビル内の気配を探る。

「……いますね。ふたり。両者共に最上階に――いえ、ひとり下りてきます」

「入ってきたのがバレたのかな？」

「でしょうね。大仏の方が気配には敏感ですから。おそらく侵入には気付かれたかと……」

　秀之は覚悟を決める。そして、目配せをすると神藤は頷いた。

　そして、ふたりは階段を駆け上がる。

　五階へ来たところで――。

　大仏が立ち塞がっていた。

「やはり来たか！　寫取殿にとっては不愉快だったようだが、某は嬉しいぞ！　昨さく日じつつけられなかった決着を今こそつけようではないか！」

「そこを押し通らせてもらうぞ！」

「そうはいかん！　今は重大なことをしているのでな。邪魔はさせん！」

　想定として、寫取の前に大仏が立ち塞がるという考えは秀之たちの中にもあった。

　その場合、秀之を優先的に寫取へと向かわせるという作戦だったが――。

　――抜け出す隙すきがない……。戦いの中で見いだすしかないな！

　秀之は『能力インストール』をすでに終えている。勢いに任せて床を蹴り、大仏のいる場所まで飛び上がった。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　折にて白銀の片鱗を賜らん！」

　それを大仏の氷柱が迎え撃つ。

　――我が身を守護せし凄風リツターシルト！

　秀之が飛び上がったまま前面に風の壁を作り出した。氷柱は見えない壁に弾はじかれ四散する。

　氷を防いだ秀之は攻めに転じた。

　――その歩みを束縛する疾風フエツセル！

　大仏の腕に不可視の風が絡みつく。以前、義人に指摘されたことで、四肢ではなく腕だけを捕縛する風だ。四つの風がひとつだけになった分、風の管理が容易になり、すぐ次の一手に移行することができる。

「甘い！」

　しかし、大仏は絡め取られる刹せつ那な、凄まじい瞬発力でそれを避けた。そして、間髪入れず秀之の着地点に冷気を発生させる。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　我が障害の歩みを止めよ！」

　冷気の中心点をどうにか避けて秀之は着地した。もし風を四つ発生させていれば、対応は間に合わず氷漬けにされていたことだろう。だが、それでもその足には少しずつ氷が纏まとわり付つく。

　そこへ炎が秀之を突き抜けて大仏を襲った。神藤の炎だ。

「白銀の盾たてよ！」

　大仏の右腕に氷の盾が装着され、神藤の炎を消失させる。だが、それと同時に秀之の足下に纏わり付いていた氷も消えた。

「なるほど、某と氷のみを燃やす炎か！　いいぞ！　なればこそだ！」

「集中を乱せば、氷を制御できないのはあなたも同じはずですからね。そこに勝機を見いだします。覚悟なさい」

「そこまでは変えることができなかったらしいな！　だが、これで勝機があるなどと思われるのも心外だ！」

　そして、大仏は手で複雑な印を結ぶ。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　今、我が力で御身を解き放たん！」

　そして、手を前へと掲げた。神藤はその行動に気付くがすでに遅い。

「この世界へと至れ！　極氷の女ヘ神ル!!」

　大仏の前の空間が陽炎のように屈折する。陽炎の中心が純白となると、その白はすぐに形を作り、まるで巨大な人のようになる。

　しかし、その間に神藤も自身の魔神ムスペルを召還していた。間に合わないと判断し、召還を防ぐのではなく、召還後の対応に切り替えたのだ。

「ムスペルを出してきたか。制御するための情報改変は受けたと聞き及んでいる」

「ええ。出し惜しみはしません。たとえ、『電子妖精』によって進化した異能だとしても！」

「重ちよう畳じようだ！　勝つための手段は、某とて選ばぬ！　それがたとえ、悪魔との契約で手に入れた力でもだ！」

　魔神と女神がぶつかり合う。

　炎と氷の激突。

　凄まじい熱気を放つムスペルに、凄まじい冷気を放つヘル。

　両者とも相殺し合うかのような攻防を始めた。












　――今のうちだ！

　秀之はその隙を衝いて、大仏の横を通り過ぎようと走る。

　だが、秀之の前に大仏が立ち塞がった。

「どこへ行こうというのだ！　ここに某がいる間は決して通さん！」

「力尽くでも退いてもらうぞ！」

「やれるものならば！」

　秀之と大仏も、戦いを再開する。そして、それを神藤が援護した。

　場が拮きつ抗こうする。

　だが、

「ムスペルが……!?」

　神藤が驚きの声を上げた。

　魔神と女神の戦いは、少しずつ魔神が劣勢に追いやられている。

　すでに魔神は右腕を失い、他の部位も炎の勢いが弱まり、今にも消えそうになっていた。以前、秀之たちの前に立ち塞がったほどの圧力はない。

　早々に均衡が崩れ始めていた。

「く……！」

　そして、魔神の攻撃を防いだ大仏の女神は秀之たちへ氷を飛ばす。

　秀之たちはどうにか防いでいるが、魔神がいなくなれば押し切られてしまうのは明白だった。




　　　　　◆




　神藤は、大仏の召還したヘルを前に苦戦していた。

　――私の炎が露つゆ払はらいにもならない……！

　秀之の熱遮断サーマル・フイルタリングで炎を防がれた時よりも絶望感が強い。あの時は触れた瞬間にかき消えた。しかし、ヘルの場合は圧倒的な熱量の差によって炎を叩きのめされてしまったのだ。

　相性の差で負けるのではなく、圧倒的な力量の差で敗北。そんな未来が神藤の脳裏を掠かすめる。

　――我が内で滾たぎる業火の魔神ムスペルよ！　我が剣、我が盾、その命を任ず！

「ムスペル、さらなる力を与えます！」

　神藤が決死の思いで手を振ると、魔神が陽炎のように屈折した。陽炎の中心に灯火が点ると、すぐにその炎は激しく猛り、燃え上がる炎の魔神は復活する。

　――魔神では勝てなくとも、その間に少しでも高橋さんに加勢しなければ……！

　だが、神藤が大仏に向かって炎を放つ前に。

　ヘルの冷気がムスペルを一瞬にしてかき消した。

「なっ……!?」

　予想外の事態に神藤は混乱する。自身の炎が役に立たないばかりか、魔神ムスペルまでもが――。

「変わらないというの？　私の炎と……」

　圧倒的な冷気に対しては、神藤の炎であろうと炎の魔神であろうと大差がない。

　眼前で起きた事態は、まさにそう思わせるものだった。

　――勝てない。

　あまりにも力の差がありすぎた。神藤の心を折るには充分な出来事だった。

　神藤は攻撃を受けたというわけでもないのに膝をついてしまう。

　自身の炎がまったく効かない。体術で勝てる気もしない。

　そこへ――。

「おらぁっ！」

　階段を上って颯さつ爽そうと、義人が現れた。




　　　　　◆




　いきなり現れた義人の横に、ひとりの少女が立っていた。

　目付きが鋭く、ショートカット。体は引き締まっており無駄な贅肉をすべてこそぎ落とした、俗に言うスレンダーな体。

　秀之は、その少女の容姿に見覚えがあった。

『エターナル イノセンス』の明石葵だ。

「秀之！　さっさと上へ行け！」

　すべての事態を把握しているというように義人は叫ぶ。

　そして、何かを投げた。

　神藤はそれを見て咄とつ嗟さに目を瞑る。秀之も目を瞑った。明石葵も目を瞑る。もちろん、義人も目を瞑った。

　目を開けているのは、大仏ひとり。

　間かん隙げきを縫ぬったその刹那、激しい光が部屋中に炸さく裂れつする。

　義人手製の『閃光手榴弾』だ。

「ぐおっ!?　目が……！」

　本物には遠く及ばないが、それでも相手を怯ひるませるには充分だった。大仏は目を押さえている。

「義人、後は頼んだ！　無理はするなよ！」

　秀之はその隙を逃さない。義人に後を託し、そして大仏の横をすり抜けた。その勢いのまま階段を上っていく。

　階下では未だに戦闘の音が聞こえていた。そちらも気になったが、今の秀之の役目は暎那の救出だ。

　そして、最上階までやってきた。

　階段から廊下に出ると、部屋の扉はすぐに見つかる。躊ちゆう躇ちよすることなく、秀之は中に押し入った。

　室内は明るく、手術室のような装いが秀之の目に入る。ＣＴ検査に使われるような機器があり、そのすぐ横の机にパソコンも置かれていた。

「まさか、来るとはね……」

　そこへ不愉快そうな表情で寫取が現れる。口調も今までのような人を小馬鹿にするものではなく凄みがあった。

「寫取……！」

「Ｎｏ．８７ならこの中にいるよ。彼女に入ったウイルスを完全なものにするために、ね」

「だったら、さっさとその機械から暎那を取り戻すまでだ」

　油断するそぶりなど微み塵じんも見せず秀之は構えた。

　寫取は悠然として、秀之を見やる。

　――大いなる風の軍勢トウポーンクラフト！

　秀之の手から圧縮された風が寫取を襲った。エーベルハルトの持つ風の攻撃だ。

「マッドメンブレン」

　しかし、風はまるで目標を回避したかの如く、寫取に何も影響を与えない。その髪は一本も揺らめくことなく、その服をはためかせることもなかった。

　だが、秀之は構わず次の攻撃を行った。

　――その歩みを束縛する疾風フエツセル！

　寫取の腕に風の鎖が絡みつく。

　しかし、

「ディスペル」

　その鎖は寫取の言葉と共に四散した。だが、捕縛の風の用途を最小限に絞っているために、次の行動はすぐに起こせた。

「まだまだだ！」

　――大いなる風の軍勢トウポーンクラフト！

　再び、秀之は風で攻撃する。

「オーロラシールド！」

　しかし、その風はやはり寫取に届かない。

　圧倒的な防御用の異能。

　襲いかかるものが風であろうと火であろうと、攻撃を通す気配を寫取は見せなかった。

「この程度？　失望したよ。君の攻撃は、僕の防御異能をひとつも突破できてないじゃないか」

　憮然とした表情で秀之を見下すように挑発する寫取。体は子供だが、それだけに奇妙な威圧感がある。

　だが、攻撃を繰り返し、ことごとく防御された秀之はまったく失望した気配など見せていない。逆に不敵に笑みを浮かべた。

「俺はお前の防御異能を突破する気などない」

「……へぇ？」

「もはや、お前の異能の仕掛けはわかってる」

　試すように、秀之は口にする。




「あと何個、防御用の異能は残ってるんだ？」




　その瞬間、寫取の顔つきは明らかに変化した。

「お前は今現実に投影されている『カスタマー』や『ビジター』から異能を奪い取っている。そして、その異能は一日に一度しか使えない」

　そう言って、秀之は構え直す。

「お前の異能が尽きるまで、俺は攻撃し続けてやるぞ。お前の異能が尽きるか、俺の『能力インストール』が終わるか。勝負といこうじゃないか」

　沈黙。

　寫取は目を瞑って、口を一文字に結んでいる。

　しかし、その口をふっと開くと、

「あははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」

　静寂な場をぶち破るように哄笑した。

「さすがにバレたか！　いやはや、もう褒ほめるしかないね！」

「あれだけ技をひっきりなしに使ってくれればわかるさ」

「奪った異能は時間をおかないと使うことができないからね。仕方ないんだ」

「そして、お前が使った異能はすべて未だに投影中のものだけだ。投影が終わったキャラクターの異能は使っていなかったからな。お前が百五十年生きていようと、異能の数は極端に多くはない。俺が枯こ渇かつさせられる程度のはずだ」

　秀之の言っていることはすべて事実だった。

　しかし、それでも寫取はその余裕を崩さない。

　そもそも、秀之の目的は寫取の打倒ではないが、それでも寫取の隙を衝く必要があった。少しでも動揺を誘って隙を衝き、暎那を救出する予定だったのだが、寫取は何があってもその隙を見せることがない。

　寫取は口を開く。

「種がばれたところで、そう簡単に負けるつもりもないんだよ。それに――」

　そして、暎那が入っている機器に手を置くと、ピ――――――ッと耳障りな音が響き渡った。

「残念だね。もう手遅れ。時間切れだ」

　その機器から人の体がスライドして出てくる。本当にＣＴスキャン機器のようだった。あるいはＣＴスキャンの機器を改造したものかもしれない。

「暎那ちゃん……」

　もちろん出てきた人物は高橋暎那だ。

　その機器から降り、暎那は床に立つ。ふとその顔が秀之へと向くが、まるで知らない誰かを見るような目だ。

「さて。上手くいったようだね。君は何者かな？」

　先程までの表情が噓のように晴れやかな表情で、寫取は暎那に問う。

「『フェアリーテールシステム』、管理用最上位ＡＩ〝オクトー〟麾き下か、上位ＡＩ、Ｎｏ．８７」

「ははは、よし。成功だ」

　そして、寫取は秀之に向き直る。

「というわけだ、高橋くん。これから僕は忙しい。僕を邪魔して不愉快にさせる前に消えてくれないか？」

「ふざけるな……！　どんなことがあろうと暎那は返してもらう！」

「……僕は言ったよ。『電子妖精』は何もしない。ただし、Ｎｏ．８７が進んで僕らのところに来るのであれば話は別だ、とね」

「貴様は今回のことを、暎那が進んで来たと言うつもりか？」

「もちろん、そのつもりさ」

　寫取は暎那に向き直る。

「Ｎｏ．８７。聞こう。君がここに来た目的は？」

「目的……」

　暎那は腕を天井に向ける。

「目的消失を確認。規則に則のつとり『フェアリーテールシステム』と同期します。Ｎｏ．８７の記憶組成へアクセス。ノード構成。ルート構築。同期完了。思考ルーチンに致命的な影響を与える可能性、作成者『電子妖精』のプログラムを発見。Ｎｏ．８へ駆除要請」

「え……？」

　予想外の言葉だったのか、寫取がくぐもった声を上げる。

「駆除完了。目的確認。Ａ。『キセキ』レイヤーの『カスタマー』高橋秀之への忠告。Ｂ。『エターナル イノセンス』レイヤーの『カスタマー』都筑武紀のサポート」

　そして、




「Ｃ。『エクセプショナルレイヤー』作成者、『電子妖精』殲せん滅めつ」




　そんなことを淡々と呟いた。

「『電子妖精』確認。幹部クラス、『カスタマー』寫取晶。命令に従い、消失させます」

「……命令を受け付けろ！」

　寫取は異常を察したのか、傍にあったパソコンを操作するが――。

「思考ルーチンへの阻害を確認。遮断に成功しました」

「ば、馬鹿な！　僕の命令優先度は最優先に設定したのに……！」

「私の中で設定できる最優先設定は、最上位ＡＩによって修正が可能です。『フェアリーテールシステム』による同期によって、それは行われた。あなたの行動はもはやすべて無意味。殲滅プログラムダウンロード準備開始」

　暎那の周囲が淡く光り始める。

　何が起こっているのかは不明だが、秀之は嫌な予感が止まなかった。

　もちろん、寫取も――。

「くっ……！　こんなことが……！」

　寫取は部屋の窓ガラスに不可視の力をぶちまけ、ガラスの割れる音と共にそこから飛び出した。

　その場に秀之と暎那だけが残る。

「暎那ちゃん……」

　無表情な目で暎那は秀之を見据えた。

「……今の私はＮｏ．８７です。殲滅プログラムが完了するまでお待ちください」

「殲滅なんて、そんなこと、しなくてもいい……！　帰ろう！　愛子も待ってるから！」

「……申し訳ありません。終わり次第、あなたの下に戻ります。その時、あなたへの忠告も語りましょう」

　そして、暎那を取り囲んでいた光は霧散した。

「殲滅プログラム、ダウンロード完了。行動を開始します」

　暎那も風通しのよくなった窓から飛び出す。秀之は一瞬、暎那の体に触れるが、摑むことはできなかった。

　彼女は空中に浮く。『フェアリーテールシステム』と同期できる以上、何ができてもおかしくない。

「待ってくれ！　〝オクトー〟に伝わるなら……！　少しでも暎那のことで恩義を感じているんだったら、その命令を実行させないでくれ！」

　秀之は暎那のことを頼まれたから預かっているわけではない。すでに彼女は秀之にとって家族なのだから。彼女の動きを止めるためにそんな言い方をしたに過ぎない。

「優先度比較。承認不可。行動を継続します」

　しかし、秀之の必死の説得も通じず、暎那は飛び立つ。

　そうして、その場に秀之だけが残された。




　　　　　◆




　何が何だかわからない。

　それが愛子の偽らざる気持ちだった。

　暎那がガラスを突き破って、秀之の部屋から出て行くなど異常事態にもほどがある。

　さらに、そのあとにかかってきた電話で、秀之は普段見ないぐらいに怒り、怒鳴っていた。

　ああまで怒りを露あらわにする秀之というのを、愛子は小学生の時以来見ていない。

　結局、愛子は心ここに在あらずといった様子で、昨日からずっと家に籠こもっていた。

　嫌な考えが、浮かんでは消えていく。

　――そもそも、ここ最近の秀之はおかしい。

　暎那と内密に何かをしているのはわかっていた。だが、秀之も暎那もそれを話そうとしない。

　本音を言えば、寂しかった。仲間はずれにされているようで……。

　――都筑も都筑でなんだかおかしいし、あたしの周りで何が起こってるんだよ……。

　愛子は溜息を吐いて、リビングのテーブルに突っ伏した。

　手に、何かが当たる。

　愛子の携帯だった。暎那と秀之と、お揃そろいのストラップがついている。銀の弾丸を模した、暎那に初めてプレゼントされた大事な物。

「きっと銀の弾丸が、愛子を守ってくれる」

　そう言って渡してくれた、かけがえのない大事な物。

　それを見て、正体不明の怒りが胃の奥の方から湧き上がってくる。

　――……ふざけるなよ。あいつはあたしの妹だぞ。あたしが守らないでどうする！

　何もできない自分自身に対しての怒り。

　暎那に何が起こったのか、愛子に知る由はない。

　だが、暎那にとって不都合なことが起こっていることは肌で感じている。

　それでも、愛子は暎那の傍にいたかった。

　いや――いるべき義務があるとすら思っていた。

「行かなきゃ……」

　そう決意し、愛子はコートを着て家を出た。













　秀ひで之ゆきは大おさ仏らぎの横を抜け、寫しや取とりの下へと向かった。

　義よし人ひとは何も言わず、秀之を見送る。そして、油断することなく大仏を見据えた。

　そこで先程閃光手榴弾で眩くらました大仏の目も多少回復したらしい。目を少しだけ開いて、義人へ向き直った。

「なるほど。さすが『万能の籠こ手て』、鞍くら田た義人といったところか」

「……なんだ。その恥ずかしいふたつ名は。そんなものを名乗った覚えはないぞ」

「もちろん、貴き殿でんのことだ。投影者である高たか橋はし秀之殿を籠手のように守る。そんな存在であろう？」

「冗談じゃない。今すぐやめろ。あいつの籠手なんて気持ち悪すぎる。そんな四六時中、身につけられてたまるかっての」

「はははは、照れずともいいではないか」

　大仏が構え、義人に襲いかかる。義人は大仏の足にチェーンを投げつけた。そのチェーンが巻き付き、大仏はバランスを崩す。

「ちいっ！」

　そこへ――一閃。

　ゆうきの木刀による鋭い一撃が襲いかかった。

　彼女は元々『エターナル イノセンス』の明石あかし葵あおいを投影しており、その身体能力は人間を超越する。

　今回は義人の要請と、彼女自身の考えもあって、秀之への助力を決意したのだ。

「白銀の盾たてよ！」

　大仏はかろうじて、その攻撃を腕でガードする。その腕には氷の盾が装着されていた。

　木刀を止められたゆうきへと義人が叫ぶ。

「腕を止めるな！　数で押し切ってくれ！」

「了解っ！」

　ゆうきは木刀を振り回した。一見、めちゃくちゃなように見えて、流麗な動きだ。大仏は防戦一方になる。

　――思った通りだ。

　義人は推測していた。大仏の異能は神しん藤どうと同系統。

　神藤が炎を出す時に集中力が必要なように、大仏も氷を出すときに集中力が必要なのだ。

「ヘル！　某それがしに構うな！　このふたりを無力化せよ！」

　大仏がそう叫ぶと、義人は神藤を抱き上げてその場から跳ぶ。ふたりがいた場所に、無数の氷柱が突き刺さった。

　義人は腕の中の神藤を叱しつ咤たする。

「おい、さっさと正気に戻れ！」

「………」

「また完膚無きまでに負けたのは、一部始終を見なくてもわかる！　だが、お前は負けたら終わりか!?」

「……どうやって勝てと？　二度も完敗しました」

「実力で勝てないなら相性で勝てばいいんだよ！　自分が何とかしようなんて背負い込むな！」

「………」

「お前の役目はオレとあの子のフォローだ！　そして、まずはあの子と氷のデカブツを一対一にさせなきゃ話にならない！　それができないなら、せめてこの場から逃げろ！　守りながら戦えるほど、余裕はないんだ！」

　義人は神藤を床へと下ろす。

「伊藤さん！　打ち合わせ通りに！　無理はするなよ」

「了解！　そっちもお願いします！」

「任せろ！　年上の意地ぐらいは見せてやる！」

　大仏と対たい峙じしていたゆうきはその場から跳躍し、ヘルの前に立たち塞ふさがる。そして、入れ替わりに義人が大仏の前に出る。

「ははははは！　何をしてくれるのだ！　せいぜい、期待させてもらうぞ！」

　大仏が詠唱し、義人に向けて氷柱を放つ。致命傷になるものだけを弾はじき、義人は大仏との距離を詰めた。そして、警棒を振りかざす。

　しかし、それは氷の盾に防がれた。氷に傷ひとつ付けることができない。

　大仏が氷を纏まとわり付つかせた拳こぶしで義人の顔を狙う。義人はその拳を躱かわし、逆にカウンターで膝蹴りを鳩みぞ尾おちに見舞った。だが、その鳩尾にすら氷の盾が現れる。相手にダメージは通らない。

「なるほど！　某以上の体術の使い手という話は本当か！　だが、某は体術のみで戦うなどということはせぬぞ！」

「あー！　そんなのオレだって同じことだ！　お前らみたいなのを相手にまともにやらねぇよ！」

　義人は大仏と攻防を展開しながら、閃光手榴弾の筒を取り出した。そして、大仏の顔へと投げつける。

「これでも食らっとけ！」

「同じ手を二度食うものか！」

　大仏が閃光手榴弾の筒に手をかざすと、あっという間に氷に包まれた。

　義人はニヤリと笑みを浮かべ、その氷漬けの筒を蹴って再度大仏へと飛ばす。

　その瞬間――。

　筒は爆発し、氷を爆散させた。

　予想外の事態に大仏は一瞬動転する。

　だが、その一瞬に義人は隙すきを衝ついて大仏の鳩尾に蹴りを入れ、部屋の端へと吹き飛ばした。

　――勝負をかけるならここしかない……！

　ヘルは一方的にゆうきへと氷を射出している。ゆうきは逃げるだけで反撃をする機会すら与えられていない。

「伊藤さん！　隙はオレが作り出す！」

　義人は腰からナイフを抜き出し、ヘルへと斬りかかる。

　義人の作戦では隙を作り出すのは神藤の役目だったが、神藤が戦えないのであればもはや自分しかいないのだ。

　そう考え、ヘルの腕を切り裂く――ことはできなかった。義人のナイフは氷の硬度に阻まれ、一撃で呆あつ気けなく折れてしまう。

　――……ヤバイ！

　本来であれば三撃以上を与えなくては、ゆうきの異能を使う隙が作れない。

　しかし、手元に武器はない。

　義人は頭を切り換え、自身の身を構うことなく、ヘルに向かって殴なぐりかかろうとして――。

「鞍田さん、避けなさい！」

　神藤の炎がヘルへと飛ぶ。それは致命傷になることはなかったが、ヘルの気を逸そらすには充分な一撃だった。

　そして、ヘルの隙を作るのにも。

　神藤は立ち直っていた。意志の強さを表情に宿している。

　今の一撃は、特定のものだけを燃やすという制約を完全になくした、触れたものを無差別に燃やす炎だった。

　追い詰められてこそ可能な、神藤の奥の手だ。

　――ここだ……！

「今だっ！」

　義人が叫ぶ。

「いざ……！」

　いつの間にかゆうきの持つ木刀は、強く光り輝いていた。

　神藤にも、そして義人にも理屈はわからなかっただろう。

　目の前にいたヘルも、理解できない。

　そして遠目に見ていた大仏も、何が行われようとしているのかをわかっていない。だが、本能で危険なことはすぐに察した。

「折にて白銀の片鱗を賜たまわらん！　並びに白銀の盾よ！」

　ゆうきに向けて大仏から氷柱が射出される。

「折にて真火の片鱗を賜らん！　我が力、すべて貸し与える！」

　だが、神藤の渾身の炎がそれらの勢いを弱め、義人が弱まった氷柱をすべて弾く。

　その間に、ゆうきはヘルへと一歩踏み込んだ。

　だが、ヘルの前には分厚い白銀の盾が出現していた。もはや物理的な一撃など、塵ほども通せない。

　しかし、ゆうきは構わず振りかぶり――。

「その魂たましい！　貰い受ける！」












　そして、光り輝く木刀を横に一閃した。

　その一閃は、盾も、そしてヘルの体をも、まるで存在しないかのようにすり抜ける。

　生物が、まるでその命をどこかに落としてきたように、ヘルは動きを止めた。氷の体が少しずつ崩れ落ちていく。

　ヘルは、消えた。

「伊藤さん、よくやった！」

　ゆうきの異能。

　それは身体能力もだが、最たるものは『魂を斬り、封印する』能力だ。

　ゆうきの手元には小さなビンがあり、その中に光が入っている。その光がヘルの魂だった。

　義人は大きくガッツポーズを取る。すべては義人の予想通りと言えた。

　神藤の魔神や大仏の女神らは、命令を与えられれば自律して動く。

　魂の定義など義人にもわからないが、あの魔神や女神の中に宿っていたのは一種の魂だと考えたのだ。

　故ゆえに、ゆうきの異能でヘルという魂を封印したのである。

「……なかなかスリルがありました」

　ゆうきがそんなことをぽつりと漏らす。

　義人が「はははっ」と楽しそうに笑うと、ゆうきは安心した表情を浮かべた。

「ははははははははははははははっ!!」

　義人の笑いを消し去るように響き渡る哄こう笑しよう。

　大仏が立ち上がり、義人たちへと向き直る。

「まだ、やるか？」

　これで実質一対三。いや、神藤の魔神も含めれば一対四。完全な形勢逆転だ。

「……いや、もはやここまでだ。素直に負けを認めよう。だが、ひとつだけ聞かせてくれ」

「なんだ。あの氷の化け物がどうなったかか？」

「違う。あれは異能で封じられたのだと納得できる。だが、その前。鞍田義人。君が放り投げたあの筒はなぜ爆散した？」

「ああ、あれか。ネタばらしをすれば、超伝導を使った」

「超伝導？」

「金属とかを超低温に冷却したときに電気抵抗はゼロになるんだよ。それを利用した小型の爆弾さ。殺傷力はないがな」

「……某の能力を知ってそのようなものを？」

「当たり前だろう。二度目なら対策のひとつやふたつ練る」

　そう言うと、大仏は「そうか」と呟つぶやく。

　その表情はどこか憑き物が落ちたかのようだった。

「よし、神藤。伊藤さん。最上階へ――」

　義人が秀之を助けるためにそう促そうとすると、「ガシャン！」とガラスの割れる音が上から響いた。

「なんだ？」

「最上階のガラスが割れる音だな、今のは」

　大仏が淡々と今起こったことを口に出す。

「秀之か寫取が割ったのか？」

「割ったのは位置関係からすると寫取殿だな。……む、寫取殿がこのビルから脱出したぞ？」

「は？　また奴は暎えい那なちゃんを連れて逃げたのか？」

「嬢はまだいる。高橋殿もまだいる。……いや、嬢が追いかけたぞ？　それを高橋殿も追いかけ始めた？」

　義人には大仏の言動の意図は摑つかめない。

　そこへ神藤が口を挟む。

「私には大仏ほど細かく気配察知はできませんが、先程まで最上階にいた三名の気配がこのビルからなくなったのは確かです」

　義人は携帯電話を開き、ＧＰＳで暎那の携帯電話の位置を確かめる。大仏と神藤の言う通り、位置を示す光点は高速で移動していた。

「何があったってんだ、いったい」

　するとゆうきが、

「まずは最上階へ向かい、詳細を確かめるべきです。残された状況を見れば、わかるかもしれませんし」

　もっとも建設的な意見を述べた。

「そうだな。伊藤さんの言う通りだ」

　義人は疲れた体に鞭を入れ階段を上り、最上階へと向かう。神藤とゆうきもそれを追いかけた。

　そして、三人は最上階の室内に入る。情報通り、誰もいない。

　しかし、室内の電気はついたまま。大仏の言った通り、大きな窓ガラスが割れていた。

「何が起こったのか、さっぱりわからんな」

　そこへ体を引ひき摺ずって、大仏がやってくる。

「知る手段はある」

　義人たちは大仏に気付き、問い掛けた。

「どうやって？」

「そのパソコンだ。部屋の隅に監視カメラが設置されている。某には扱い方がわからないが、鞍田殿ならできるのではないか？」

　大仏がなぜそんな助言をしてくるのか、義人にはわからない。しかし、彼の助言通りパソコンを操作すると、秀之たちの一部始終が動画で流れ始めた。

　その内容を見て、義人は驚愕した。神藤もだ。大仏も呆然としている。

「暎那嬢、元に戻ったのですか……？」

　神藤がぽつりと漏らす。

「あれを元に戻ったとは言えないだろう。少なくとも秀之にとってはな……」

　義人は少しの間、沈痛な面持ちでいたが、すぐに気を取り直した。

「追いかけるぞ。オレの車に戻ろう」

　その言葉に神藤とゆうきのふたりはこくりと頷うなずく。

「暎那嬢のためなら」

「高橋の妹が危険にさらされるのは、姉の彼女にとっても避けるべき事態でしょう」

　そして、

「某も連れて行ってくれ」

　大仏も志願した。

　信用できないのか、義人は訝いぶかしげな視線を向ける。

「なぜ？」

「某のやるべきことは寫取殿を守ることだ。頼む！　決して貴殿らの邪魔はしない！　高橋殿と寫取殿が戦うことになったら、体を張ってでも止めてみせる！　某は寫取殿を失いたくはないのだ！」

　なりふり構わず大仏は必死に訴える。それは真に迫っていた。

　彼の力の源泉である女神はゆうきの手の内にある。しかし、そんなことは関係がないと言わんばかりである。

　義人は彼の性格や状況、その他諸々を計算。瞬時にメリットとデメリットをはじき出し、

「いいだろう。だが、こちらの命令には従ってもらうぞ」

「ありがたい！　恩に着る！」

　会話を終えたところで、地上が俄にわかにざわつき始めた。ガラスが割れたことで、野次馬が集いつつあるのだ。

「人にまぎれて脱出しよう。騒ぎに巻き込まれたら面倒だ」

　こうして義人たちはビルを密かに脱出した。







　義人の車に大仏を含めた全員が乗り込む。全員がシートベルトを締めたのを確認して、義人はアクセルを踏み込み、秀之を追いかけた。

　だが、追いつくまでは時間がかかる。

　秀之は新しん横よこ岸ぎしから地元の谷や津つ坂さか方面へと向かっていた。

　義人以外はやることもなく、静かに集中している。

　そんな中、神藤が大仏へ問い掛けた。

「大仏。あなたはどうして『電でん子し妖よう精せい』に入ったの？　そのせいで、私の前から消えたの？　南な雲ぐもを共に捜そうと誓い合ったはずでしょう……」

「……そうだな。これは君に言うべきことだろう」

　そして、大仏は語り出す。

「まずひとつ誤解を解いておきたいのだが、君の前から消えたのには別の理由がある」

「理由？」

「某は君と共に南雲を捜している最中、状態がとても不安定になったのだよ。某の体はまるで幽霊のように消えそうになり、さらに人々の記憶から某のことが徐々に失われていったのだ」

「……なぜ？」

「それはわからない。そしてこのことを君に知られて絶望を与えるわけにはいかなかった。遠からず君にも同様のことが起こる可能性も考えたが、口く伝でんしたところで対処できるわけでもない。某は君を避け、そして君に何も起こらないことを祈った」

　思い出すように、大仏は続ける。

「そんな時だよ。かの寫取晶あきらの御ご仁じんと出会ったのは。かの御仁は不安定だった某を再び安定させてくれた。幾年もの歳月がかかった。そして、動けるようになった時、君は南雲と住んでいたアパートから消えていた。残念ながら足取りを追うこともできなかった」

「……あのアパートに住むのはつらかったから……。そして、あの時私はひとりだと思い込んで、誰にも告げず新しい場所に引っ越しましたからね」

「はは、すれ違ったというわけだよ。某はその時点で君が志半ばで消えたと思い込んでいたからね。そして、某はひとりでも南雲を捜そうと『電子妖精』へと加入したのだ。『電子妖精』に入ったから、君の前から姿を消したわけではない」

　そこへ「ちょっと待て」と義人が口を挟んだ。

「あんたは、神藤が『電子妖精』に入ったのは知っていたはずだろう？」

「残念ながら知らされてなかったのだよ。だからこそ、某も一いち抹まつの疑念を抱いていてね」

「神藤の方に寝返る可能性を考慮したのかね」

「だとしたら、某の不徳の致すところだな」

　そんな会話をしながら、義人の車は闇の中を走った。




　　　　　◆




　義人が秀之を追いかけていた時、秀之は暎那をバイクで追いかけていた。バイクは置いてあったものを拝借させてもらっている。

　秀之は鍵がかかり、エンジンが停止しているバイクを無理矢理動かす技術や、そもそも大型二輪の免許も持っていないが、インストールしていた『メモリーロンド』のキャラクター『普ふ久く乃の原はら秀しゆう』の余技が、バイクの操作を可能としていた。

　秀之はヘルメットもつけず、夜の国道を疾走する。

　――この夜だけで、俺はいったい幾つの犯罪を犯してんだ。

　しかし、そんなことは些事に過ぎない。

　秀之は暎那を追いかける。

　――逃げられる前に暎那ちゃんの体に触れることができたのは不幸中の幸いだった。

　暎那が逃げた瞬間、秀之の伸ばした手は暎那に触れていた。

　その際に『普久乃原秀』の異能である人間探査マーキング能力を使って印をつけたのだ。そのおかげで秀之は暎那の位置を見失うことなく、追いかけることができている。

　だが、少しでもスピードを緩ゆるめれば、暎那が遠ざかっていくのが秀之にはわかる。

　秀之は自身にしか感じ取ることのできないそれを必死にバイクで追いかけた。

　――このまま放っておけば、『電子妖精』は壊滅するかもしれない……。

　あの時、秀之の感じた暎那の異様さはそれほどのものだった。

　彼女は壊滅させた後、言った通りに秀之の下に戻ってくるかもしれない。




『……申し訳ありません。終わり次第、あなたの下に戻ります。その時、あなたへの忠告も語りましょう』




　だが、戻ってきた時、それは彼女の手が『人を消した』あとだ。

　仮に戻ってきた時に、元の家族に戻ったとしても。

　――そんなことをさせてしまった俺は、自分を許せるのか？

　暎那の本来の目的は、そうだったのかもしれない。

　しかし、秀之としては家族にそんなことをしてほしくなかった。

　どこまでも自身の我わが儘まま。それは自覚している。

　――それでも……止めるしかないんだ！

　仮に暎那に会ったとしても、何もできないかもしれない。

　――それでも諦めるものか！　解決方法なんか、追いかけながら考える！

　秀之は、暎那に追いつくべくさらにスピードを上げた。




　　　　　◆




　寫取は追い詰められていた。

　いかに異能を使って逃げようとも、相手はそれ以上の規格外だ。『フェアリーテールシステム』の管理者ということは『カスタマー』の管理者でもある。何をしようと、向こうからすれば掌てのひらの上だろう。

　どれだけ上う手まく逃げたところで、いつかは必ず捕まる。

　今がその時なのかもしれない、と寫取は諦てい観かんしつつあった。

「ここまで、か……。もう異能もほとんど使っちゃったしね……」

　人気のない道路。そこで寫取はひとり立ち尽くして、暎那を前にぽつりと呟く。

　常人よりも二、三倍は長い時間を過ごしてきたのだ。いつか訪れるであろう死への覚悟はとうにできている。

　だが、志半ばであることだけが心残りだった。

「死ぬ前にひとつ聞きたい」

　目前に迫る死を前に、寫取は暎那に問う。

「死んだ人間は、あの世なんて場所に行ける？」

「その質問には答えられません。しかし、別の答えを返しましょう。あなたは寿命が長くなっていると思っているようですが、肉体はすでに滅んでいます」

「……僕はもうただのデータか。不老不死など、ないということかな」

　暎那はこくりと頷く。

　寫取は「はははっ」と自じ嘲ちよう気味に笑う。

「結局は幻か。僕の肉体も魂も精神も現実では死に至り、この身はただの情報でしかないわけか」

　座り込む寫取に、暎那が近付く。

　そこへ、

「待て――――――――――――――っ！」

　バイクにまたがった秀之が到着した。




　　　　　◆




　寫取と暎那は、追いかけてきた秀之に顔を向ける。

　秀之はなりふり構わず叫んだ。

「暎那ちゃん！　やめるんだ！　そんなことをしちゃいけない！」

「命令には応じられません」

　暎那は再び寫取に向き直る。

　そして、その手を寫取へと伸ばした。

　秀之に考える時間は与えられない。

　――その歩みを束縛する疾風フエツセル！

　――眠れ、民草シユラフ！

　――この身は神出鬼没なりテレポーテーシヨン！

　インストールした『エーベルハルト』の異能を三つ同時に使用した。

　束縛や眠りの異能が、今の暎那に効果があれば御おんの字じという程度で使っている。

　そして、秀之は瞬間移動で寫取の横に出現した。そして、寫取の体を抱えてその場から飛び退く。

「………」

　秀之の予想した通り、眠りの異能はまったく効いた気配がない。あるいは束縛が一瞬でも効いた可能性はあるが、それを確かめる余裕はなかった。

　抱きかかえられた寫取は、秀之の腕の中で疑問を表情に浮かべる。

「何のつもりだい……？」

「いいから大人しく助けられてろ！」

　――今の彼女の目的は寫取だ。こいつを遠くに瞬間移動させれば……！

　しかし、それを今の暎那がさせるわけがなかった。一瞬にして秀之との距離を詰め、手で秀之の体に触れる。

「架空能力エレメント、エミュレートを確認。解除します」

　暎那がそう呟いた瞬間――。

　秀之は、自身の中からすべての力が抜けていったことを感じた。

　まさか。信じられない思いで異能の行使を試みる。

　――この身は神出鬼没なりテレポーテーシヨン！

　無反応。瞬間移動をするときの感覚がまったく得られない。

「能力を解除させていただきました」

　――……マジ、かよ。

　一瞬、呆然としてしまうが、すぐに正気を取り戻す。

「くそ……！　逃げるぞ！」

　寫取を抱き上げたまま、秀之は暎那から離れた。

「もはやどうにもならないじゃないか。君はいったい何を考えているんだ」

「黙ってろ！」

「僕を見捨てれば、君にとっては好都合だろう」

「たとえ好都合だろうと、妹の手を汚すわけにいくか！」

「たった……、それだけかい？」

「そうだ、悪いか！」

「人間ではないのかもしれないのに？」

「言っただろう。俺にとっては、俺に見えるものがすべてだと！　喋ってる暇があったら、どうにかできないか考えろ！　その頭は諦めるためにできてるのか？　そうじゃないだろう！　最後まで働かせるんだ！　死ぬ時まで！」

　秀之はバイクに乗ってエンジンを始動させる。そして、寫取を後ろに乗せた。

「腰に捕まってろ！」

　大学時代に義人とタンデムした時のことを思い出し、寫取に荷物になってもらう。秀之は寫取に腰に抱きつくよう指図した。寫取は素直にそれに従う。

　すぐに秀之はアクセルグリップを回した。スキール音を響かせて、バイクが走り出す。

　行く当てなど何もないし、そもそも暎那が今出せる速度はバイクなど優に超えるはずだ。

　事実、後方を見れば、ぴったりと空を飛びながら追尾していた。

　問題は……。

「なんで攻撃してこないんだ？」

　秀之がふと疑問を口にすると、

「彼女の中にまだ君の記憶があるのかもしれないね。僕を攻撃した時に君を巻き込むのを恐れているんじゃないのか？」

「………」

　もしそうだとしたら。そう考え秀之は安あん堵どの息を吐つく。暎那の中にまだ人を想う気持ちが残っているのであれば、これほど嬉しいことはない。

「だとしたら、よっぽど大事にされてるんだろうね、君は。彼女たちなら、それこそ肉片になっても治せそうな気がするし。傷つくのを見るのが嫌なんだろう」

「相も変わらずのご高説をどうも！　そんな推測をする暇があるなら、お前が助かる術をさっさと考えてくれ！」

「……協力してくれるのかい？」

「仕方がないだろう！　ただし、暎那を傷つけるような策だったら却下だからな！」

　とにかく今は逃げしかない。暎那が戸惑っているうちに、対策を考えなければならないのだ。

　ふたりは大声で相談する。

「つまり、元の状態に戻せばいいというわけだよね。なかなか難しい話だ」

「困難なほど燃えるのが俺たちみたいな人種プログラマだろうが。違うか」

「……確かにね。面白い。ならば、ひとつ提案がある」

「なんだ！」

「僕が作ったウイルスを彼女に感染させよう」

「はぁ!?」

「例の変質したウイルスの方だけどね。元々、ウイルスは記憶封印と思考制御をするために作っている。その中の記憶封印のみを使う。彼女は記憶を思い出し、『フェアリーテールシステム』との同期という行動を取った。ならば、その記憶を再び消せばいい」

「すべての記憶を消すということか？」

「それならとても楽だな。しかし、それでは君が納得しないだろう？」

「当たり前だ」

「今の記憶を消す分にはおそらく問題ないだろう。彼女の今の記憶はダウンロードしてできたものだろうからな。そのダウンロードしたものだけを削ればいい」

「できるのか？」

「僕なら。でも、信用できるの？」

「……よし、その手腕だけは信用してやる！　余計なことをしたら、わかってるな！」

「そんな暇を作れるなら作ってくれ。ウイルスの改造には、それなりに時間がかかる。愛用のパソコンがないから、スマートフォンでしか作れないからさ」

「バイクに乗ったまま、ソースコードを書けるか？」

「さすがに無理だね」

「じゃあ、適当な場所で止めるぞ！」

　しばらく走っていると学校のグラウンドが見えた。バイクを止め、正門を飛び越え、中へと入る。

　そして、グラウンド中央で待ち構える。秀之と寫取の眼前に暎那は降り立った。




　暎那は一歩一歩、秀之へと近付いていく。

「そこを退いてください」

「……ダメだ」

「残念ながらあなたの保護は優先度が低い。あなたが『電子妖精』を守ることになれば、間違いなく保護は解除されます。解除されれば、上はすぐにでも殲せん滅めつ対象に入れてしまいます」

「優先度、か」

「目的はアナウンスしたと思います。優先度が低い順に……」

　目的のアナウンス。

『Ａ。「キセキ」レイヤーの「カスタマー」高橋秀之への忠告』

『Ｂ。「エターナル イノセンス」レイヤーの「カスタマー」都つ筑づき武たけ紀のりのサポート』

『Ｃ。「エクセプショナルレイヤー」作成者、「電子妖精」殲滅』

　秀之への忠告というのは、彼らにとって優先度が一番低いということだ。

「それでも……。俺は殺されるわけにはいかないし、暎那ちゃんに誰かを殺させるわけにはいかない」

　秀之が暎那の方に一歩歩み寄る。

「頼む……！　元に戻ってくれ！　君の目的は俺が代行するから……！」

「……承認できません。お願いです。退いてください」

　暎那は秀之の前に来る。そして、肩に手を掛けた。

　文字通り、退かせようとしたのだろう。その力で秀之は真横に倒されそうになる。だが、その直前に暎那の手を摑み、引っ張る。

　秀之と暎那は同時に地面へと倒れ込んだ。

　秀之は下になって、暎那の体を抱き止めた。そして、そのまま暎那の小さな体を抱きしめる。

「元に、戻ってくれ……！　俺はそれ以外に何も望まない！　俺の我が儘でしかないけど、君の手を汚したくないんだ！」

「放してください。最終通告です。殲滅対象に入ってしまいます。残念ながらあなたの保護は優先度が低い。あなたが『電子妖精』を守ることになれば、その保護は即刻解除されます」

　しかし、どれだけ脅おどされても、秀之は暎那の体を放そうとしない。

「よし！　よく時間稼ぎしたね！」

　抱きしめられている暎那がビクリと反応した。しかし、秀之はその腕を放そうとしない。

　秀之にとっても寫取にとっても。その一瞬で充分だった。

　寫取は暎那の体にスマートフォンを押しつける。そして、ボタンを押した。

　暎那の体に赤い火花が散り始める。

「くあっ！」

　暎那が短い悲鳴を上げた。

　暎那が立ち上がる。抱きしめていた秀之も強制的に立たされた。

　それから暎那は今までよりも強引に秀之を吹き飛ばす。同じように寫取も吹き飛ばされた。

　そして、暎那は再び膝をつく。

「………」

　暎那を覆っていた赤い火花が消えた。

「……おい。成功したのか？」

　地面に尻もちをついたまま秀之が問うと、寫取は得意げに頷いた。




「成功など、していませんよ」




　ぞくりと、秀之の背筋に嫌な汗が流れる。寫取の顔にも冷や汗が出ていた。

「すでに『フェアリーテールシステム』と同期を済ませ、同じウイルスは利かないようになっています。多少の派生型であれば、データベースに引っかかり利きませんよ。そもそも侵入など容易には許可しません」

　そう呟いて、暎那は立ち上がる。

「『キセキ』レイヤーの『カスタマー』高橋秀之を目的のための障害と認識。排除します」

　暎那の腕からレーザーのようなものが放たれた。

　秀之と寫取は、それを全力で、もはや直感で避ける。これまでの危機を乗り越えてきた一級品の直感だ。

　そして、その場にバシュンッ！　と水が蒸発したような音が聞こえた。

　秀之と寫取はレーザーが放たれた場所を見る。

　レーザーの触れた場所が――なくなっていた。

「原子分解ってのは、ハッタリじゃなさそうだね……」

「いいから、逃げるぞ！」

「どこにだい。もう、どうにもできないよ。アンチウイルスされたら終了さ。打つ手はないしね」

「さっきも言っただろうが！　もっと考えろ！　というかお前、大量の異能を持ってるんじゃないのか!?」

「もうほとんど彼女相手に使い切ってるんだよ」

　秀之は必死に考える。

　だが、今は逃げるしかなかった。

　そこへ、無慈悲に暎那からレーザーが放たれる。

「白銀の盾よ！」

　突如、割り込むように秀之の眼前に氷の盾が現れた。そこにレーザーが的中する。

　氷の盾は呆気なく分解されたものの、レーザーも消していた。

　秀之と寫取は声の発生源へと振り返る。

「大仏冰ひよう、見参！　助力致す！」

　そこには義人、神藤、ゆうき、大仏の四人がいた。

「秀之！　どうにかする方法をさっさと考えろ！」

　義人と神藤が、暎那へと向かう。

「神藤！　絶対に傷つけるなよ！」

「あなたに言われずともわかってます！」

　暎那は向かってくるふたりへと向き直る。

「優先度変更。障害を排除します」

　暎那の放ったレーザーを、神藤と義人は間一髪で避けた。そして、大仏とゆうきも暎那へと向かっていく。

　暎那を中心に戦いは入り乱れていた。

「……くそ、考えろ！　考えろ……！」

　秀之は思いつく限りの可能な案を考える。しかし、どうすればこの場をすぐに収めることができるのか、未いまだ答えに至れない。

「焦しよう燥そう感かんに駆られるな、高橋殿！」

「大仏!?」

「大事な者を守るのだろう!?　大事な者を救うのだろう!?　貴殿と初めて会った時に聞いた、貴殿の戦う理由に感動したのは本心からのことだ！」

　大仏は戦いながら叫ぶ。

「立場の違いから争うことになったが、貴殿に力を貸すことに躊躇ためらいなどない！　何時間であろうと貴殿を守ってみせる！　某たちを信じて、今は冷静に考えるがいい！」

　次いで義人も声を荒げた。

「こいつに追従するのは癪しやくだが、右に同じだ！　お前は暎那ちゃんを助けることだけ考えろ！」

　神藤も、ゆうきも必死に戦っている。

「あの時助けていただいた命は、ここで返します！」

「高橋の妹を助けるためならば！　そして、以前、神楽かぐらを助ける手助けをしてくれた借りを彼に代わりここで返します！」

　四人が秀之たちのためにその身を捧げていた。信じていると言ってもいいだろう。

　――感極まってる場合じゃない！

　秀之は一度深呼吸をした。

　そして、頭を白紙にし、暎那を救う方法を考え直す。

「アンチウイルスさえ、排除できればいいんだけどね」

　そんな寫取の呟き。

　その呟きを聞き取った瞬間、白紙だった秀之の頭に見る見るうちに、ひとつの案が構築されていく。

「……寫取！　そのスマートフォンをよこせ!!」

「どうする気だい」

「いいからさっさとしろ！」

　秀之は奪い取るように、寫取のスマートフォンを手に取った。

　そして、秀之の家のパソコンへとアクセスし、遠リ隔モ操ー作トする。

　さらにスマートフォンをスライドさせて出てきた小さなキーボードをキータッチ、ソースコードを修正する。

「『能力インストール』の要領でウイルスを入れるぞ！」

「……ウイルスは入れられるだろうけど、結局は彼女のアンチウイルスに阻まれる。それはどうするのさ」

「大元から書き換える！　派生ウイルスじゃなく、結果は同じでも処理の違う、関数や返り値のまったく別のウイルスにする！」

「な……。どれだけ時間がかかると――」

「やかましい！　気が散る！」

「第一、本当に効くかどうか……」

「効かなければ、何度でも作り直せばいい！」

　秀之は凄まじい速度で文字を入力している。いつも使用しているパソコンに比べるととても文字入力の処理が遅く、秀之の顔に焦燥の色が浮かぶ。

　さらに自身のパソコンにソースコードを送り、遠リ隔モ操ー作トでコンパイル。コンパイル中に別のソースコードを精査、書き換え。

　そんな繰り返しを何度も行った。

　だが――。

「秀之、避けろぉ！」

　乱戦の中、流れ弾――レーザーが秀之へと向かう。

　回避は不可能なタイミング。

　しかし、それでも秀之は避けるそぶりすら見せない。

「位い相そう断だん裂れつ！」

　寫取が何かを叫ぶ。

　すると秀之らの前が、空間ごと裂け始めた。

　レーザーはその空間に飲み込まれる。

「……なんで避けないかな。僕を信用してくれてたのかい？」

「お前だって目的を達成する前に死にたくはないだろう」

　秀之と寫取はそんな軽口を叩き合う。

「……防御異能はもうほとんどないよ。急いでくれ」

「言われなくとも……！」

　一心不乱に秀之はキーボードを打ち続けた。

　そして、秀之を守るように寫取が立つ。

「……君に会うのが『電子妖精』よりも早ければ、これまでの過程も結果もみんな変わったのかもね」

　そして、そんなことを小さな声で呟いた。秀之以外は聞こえない声だ。

　しかし、集中している秀之には聞こえていない。

　それでも寫取は少しだけ愉快そうな顔をしていた。







　そして、ウイルスは完成した。

　だが、他のメンツは全員満まん身しん創そう痍いの状態になっている。立っているのが精一杯といった様子だ。

「誰も消していないのは……、やっぱり中に暎那ちゃんが残ってるのか？」

「………」

　暎那は答えない。

　だが、いつでも消せる。表情はそう言いたげだ。

　――まずい……。

　秀之はさらなる難問を押しつけられた。

　新たなウイルスを入れるために、再び彼女に隙を作り出す必要がある。ウイルス感染の確率を少しでもあげるには、直接スマートフォンを触れさせなければならない。

「どうにか、するしかないよな」

　躊ちゆう躇ちよはしない。

　秀之は携帯電話のボタンを押した。

『レイヤークラス名「黒の聖騎士」参照。キャラクターナンバー７。及び、レイヤークラス名「メモリーロンド」参照、キャラクターナンバー５。及び、レイヤークラス名「ブラッククロス」参照。キャラクターナンバー２。人物クラス多重継承』

　秀之の周囲に青い放電が散る。

「や、止めろ！　秀之！　お前、それ……」

　義人が秀之を制止しようとするが、もう遅い。

　秀之の体を蒼い火花が覆う。

『レイヤークラス名「キセキ」。設定者に人物クラスをインストール……エレメントオーバー。一部削除処理を実行します』

　秀之はこの日、禁きん忌きとなる二度目の『能力インストール』を行った。

　ズキリと頭が痛む。さらに頭から次々と『何か』が吸い取られていくような気持ち悪さが襲った。

　だが、秀之は歯を食いしばって耐える。

　――防御結界プロテクシヨン・スフイア！

　秀之以外の全員が一瞬、陽かげ炎ろうのように揺らめいた。それは物理的な干渉を防ぐ防御結界。『クラウディオ』と呼ばれるキャラクターの異能だ。座標固定型の結界である。結界を動かすことができないが、強度がもっとも高い。

　暎那にとっては紙に等しい防御というのは秀之もわかっている。ないよりはましという程度だ。

　――一秒もいらない。暎那ちゃんにスマートフォンを触れさせることができれば……。

　その一秒未満の刹那の隙を作り出すのが困難。

　だが、それでも可能性はゼロではない。

『すべて』を救える手段がこの手にある。

　だからこそ。

『すべて』を懸ける意義があった。

　――この身は神出鬼没なりテレポーテーシヨン！

　秀之は暎那の背後に瞬間移動する。そして、スマートフォンを暎那に押しつけようと手を伸ばした。

　しかし、暎那も瞬間移動で回避する。そして、レーザーを放つ。だが、狙いは秀之自身ではない。彼が持つスマートフォンだ。

　秀之はそのレーザーを躱した。

　その隙に、暎那が秀之へと近付く。

　――あの手に触れられたら、また『能力インストール』が無効化される！

　秀之は咄とつ嗟さに瞬間移動で逃げる。

　それをすぐに暎那は追いかけた。

　隙がない。

　お互いに打開策もなく、逃げる避けるの繰り返しだ。

　だが、秀之の能力インストールは一時間で切れる。そうなればアウトだった。

　――……何度でもやってやる。暎那ちゃんの手を汚さないためならな！

　秀之はフェイントをかけ、スマートフォンを押しつけようとする。

　暎那は隙を見て、秀之に触れようとする。

　ふたりはそれ以外の行動を起こそうとはしなかった。




「暎那――――――――――っ！　秀之――――――――――っ！」




　突とつ如じよとして、この場にいなかった者の声が響く。

　秀之が反射的にそちらに顔を向けると、そこには愛あい子こが立っていた。肩で息をしている。ここまで全速力で走ってきたことが窺うかがえる。

「高橋？」「愛子ちゃん!?」

　ゆうきと義人も驚きの声を上げる。

　だが、誰の声にも耳を傾けず、愛子は叫んだ。

「帰ってきてくれ！　暎那！　あたしは、お前と一緒に過ごせればいいんだ！　一緒にアニメを見たっていい！　だから……お願いだから、帰ってきてくれ！」

　脇目も振らず愛子は声を張り上げる。

　それは説得でも何でもなかっただろう。

　心からの叫びで、愛子の願望だ。

　予想外の乱入に、その場の誰もが度肝を抜かれていた。

「えっ……？」

　もちろん、暎那も。

　その隙を――。

　秀之は逃さなかった。

「暎那ちゃん！　ゴメン！」

　秀之がスマートフォンを暎那の体に押しつける。

『ＡＩエーアイ　Ｎｏ．８７に例外プログラムをインストール』

　その瞬間――。

　暎那の体から青い火花が飛び散った。その火花は徐々に増えていく。暎那の体をすべて覆うような放電。

　少しの間、そんな時間が続いた。

　そして、火花は暎那の体に入るように消えていく。

　火花がすべて消えると――。

　暎那は力をなくしたように倒れ込む。

　秀之は咄嗟に手を伸ばして、その小さな体を支えた。







　暎那は眠ったように静かだった。胸が緩やかに上下しているので、本当に眠っているのだろう。

「どうにか、なったな……」

　義人が疲れたように秀之へ声を掛ける。

「そう、だな……」

　ひとまずの危機は去った。

　現実とかけ離れたものを愛子に見せてしまったが、それはどうにかできる。それもあって、秀之は感慨に浸っていた。

　それ以上に、もう一歩も動くことができないほど疲れている。秀之は上半身だけ起こして、地べたに座っていた。

「秀之……」

「愛子、どうしてここがわかったんだ？」

「暎那の携帯のＧＰＳで……」

　それを聞いて秀之はがっくりと肩を落とす。

　確かに暎那の携帯電話はＧＰＳがオフにされていない。そもそも秀之が義人に追いかけてもらうにはオンにしておかなければならなかった。あの非常時では、個別にオフにするといったところまで意識を割けというのは無理な注文だろう。

「それでいったい何があったんだよ。そもそも、なんで伊い藤とうまでいるんだ」

「いや、話せば長くなるんだが……。ちょっと助力を頼まれてね」

　愛子に問われたゆうきは気まずそうに目を逸らした。

　助け船を出すように、秀之は愛子を制止する。

「愛子。聞きたいことはわかるんだけど、説明は後でいいかな。お兄ちゃんは少し疲れてます」

「ばーか……」

　愛子は悪態をついてから、照れくさそうに話を続けた。

「でも、なんかああいう風に一生懸命になってるのは久しぶりに見たな。あたしが小学校の時に犬に襲われたとき以来か？」

　それは十年近く前の話。秀之と愛子の記憶に、確かに残る思い出のひとつだ。

　……のはずだった。




「あったっけ。そんなこと」




　秀之はこんな時にまで噓うそを言う人間ではない。

　彼は今、本当にそれを知らないのだ。

「……え？　何言ってるんだよ。最近までずっと引っ張ってたくせに」

　――最近？

　それを思い出そうとする。

　すると秀之は顔を顰しかめ、咄嗟に頭を押さえた。

「秀之……。お前……」

　義人が沈痛な面持ちで、声を絞り出す。義人は、秀之がどうなったかを完全に理解していた。

　短時間の『能力インストール』の二度以上実行による副作用。

　それは、記憶の欠損だ。

　秀之は、副作用によって幼少期から順に記憶を削られていた。

　最初は幼稚園の時の記憶。

　それから小学生の記憶、中学生の記憶――。

　それがついに高校生の記憶にまで及び始めたのだ。

「秀之……！　もう二度とやるな……！」

　悲痛に叫ぶ義人。秀之の記憶を守れなかったことが、情けなくてしょうがないというように……。

　今はまだ一番大事な記憶には届いていない。

　だが、次にやれば『キセキ』を投影したことすら忘れてしまう可能性が高かった。

　そして、秀之は大事な恋人の記憶を失うのだ。このまま何度もやれば、秀之は確実に自身の目的を見失う。

　今、やっていることは、その恋人のためだというのに……。

「そっか……。また、削られたか……」

「おい……！　本当に、もう……！」

　秀之は首を振る。仕方ないんだ、とでも伝えるように。

　そんな雰囲気の中、




「素晴らしい戦いだったよ」




　パチパチパチと場違いな拍手をしながら闖ちん入にゆう者しやが現れた。

　その顔に、一部の者が目を見張る。

　ゆうきと大仏はわからなかったようで、訝いぶかしげな表情を浮かべていた。

　だが、秀之と義人、神藤にはわかる。

　彼は暎那が持っていた写真に写った最後の一人。

　三十代の男だ。

「……何をしにきたんだよー」

　寫取がふて腐れたような声で問い掛ける。彼も、そこにいる男を知っていた。

「何、ちょっとした見物さ」

　そして、男は秀之へと向き直る。




「改めて初めまして高橋秀之。私の名は牟む田た口ぐち文ふみ久ひさ。『電子妖精』を創設した者だよ」




　秀之は一瞬呆気に取られた。

　なぜ、この場所に？

　なぜ、暎那がそんな男の写真を？

　考えるべきことはいくつもあったが、秀之は頭を振って眼前の男に集中する。そして、疲労困憊の体に鞭むちを入れ、無理矢理立ち上がった。

「……見物とはいいご身分だな」

　そんな秀之の皮肉に、牟田口は不敵に笑う。秀之にとっては苛いらつく嘲ちよう笑しようだ。

「もちろん寫取が助からない場面になれば助けたがね。そうはならなかったようだ。まだまだ働いてもらわないといけない人材だからね」

「……随分と余裕なことだ。あの暎那に勝てたとでもいうのか？」

「さて、どうかな。何を以て勝ちと定義するかにもよるし、この状況では答えようもない」

　妙な言い回しで牟田口は秀之を煙に巻く。そして、秀之など眼中にないとでもいうように、牟田口は無造作に寫取へ手を差し伸べた。そして、軽く引き起こす。

「さて。寫取、帰るとしようか」

「……Ｎｏ．８７はいいのー？」

「かまわんさ。元々、私にとっては余興に過ぎん。我々にとっては時間などいくらでもあるのだからな」

「……あ、そう」

　その会話を聞いて秀之のこめかみがぴくついた。秀之は牟田口を睨にらみ付つける。

「余興だと……」

「そうだが？　元々、そこの幼い少女を捕らえて情報が手に入るかどうかは未知数だったのだからな」

「ここまでたくさんの人を巻き込んでおきながら？　余興？　だったら、最初っからやるな……！」

「君は子供が遊びたいと言うのを止めるのは酷だとは思わないかな？」

「……子供だろうと、相手に迷惑をかけるようなことはさせない」

「おお、そうか。迷惑だったのか。それは失礼。いずれ正式に謝罪しよう」

　秀之はすでに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうになっていた。

　この人を人とも思わぬ所行。

　まさしく『電子妖精』そのものを体現している。

　秀之は無意識に拳を握りしめていた。

　そして、思わず殴りかかる――が、義人が腕を摑んで止めた。

「駄目だ！　この男は危険すぎる！」

　彼も疲労困憊のはずだが、それでも牟田口とここで戦う危険さを感じ取ったのだろう。最後の底力で止めに入っている。その額ひたいには疲れと緊張からか、汗が滲にじみ出でていた。

　それを尻目に牟田口は秀之へと持論を語る。

「いくらでも失敗して構わない。いずれ、我らは理想の未来へ至る。だから焦あせることはない。そして、どんなことを起こしても構わないのだよ。君には受け入れられない話だとは思うがね。高橋秀之くん」

「あんたの理想なんか知るつもりもない。ただ、迷惑をかけてくれるなよ」

　義人に抑えられながら、秀之は挑発するように返答した。

「はっはっは、考えておこう。では、さらばだ」

　牟田口は寫取を抱え、そして消え失せる。何らかの異能を使ったのだろう。その気配は完全に消え失せた。

　その場には不気味な風の音だけが木こ霊だまする。

　敵対者がいなくなったのを確認した義人は安堵の溜ため息いきを吐いた。

「見くびっていたつもりもないが、想像以上に危険な相手だな……」

「……そう、だな」

　まだまだこの戦いは終わってなどいない。

　いずれ、雌し雄ゆうを決する時が来るだろう。

「だけど……」

　それでも今は、今だけは――。

　秀之は暎那を助けることができたことに満足していた。

　――充分、だよな……。

　周りを見渡し全員が無事なのを確認をして、秀之は改めてそう思う。

「人命が失われることがなくて何よりだった」

　秀之の心情を読み取ったかのように、大仏がしみじみと漏らした。

「大仏……。あなたも加勢してくれて助かったよ」

「なに、当然のことをしたまでだ。某はあなたを守ると誓ったのだからな。このような事態になったとはいえ、貴殿を守ることができてよかった」

　それを

「裏切ってたくせに」

　と義人がぼそっと呟き、大仏は「はっはっはっは！」と誤ご魔ま化かすように笑った。

「笑って誤魔化すな！」

「とはいえ、鞍田殿。立場が違えば避けられない戦いもある。故に某は貴殿らを裏切ったつもりはないのだよ。騙だましたのは心苦しかったが、自らの行動を微み塵じんも後悔していない」

　真っ直ぐに、少年のような顔をして大仏は言い切った。

「では、某は去ろう。置いていかれてしまったようだし、某はお役ご免ということだろう。次に会う時は敵同士でないことを祈る」

　そう自嘲気味に呟いて、大仏はその場から走り去った。

「ま、待ちなさい、大仏！　言うだけ言って逃げるな！　私はまだあなたに言いたいことがあるんですからね！」

　途端、神藤が慌てる。釣られるようにして、彼女は大仏を追いかけた。

「……携帯電話で通じるんじゃないのか？」

　義人が呆あきれ気味に突っ込むが、それに答える者は誰もいない。

　場に、五人が残される。

　秀之と義人とゆうきと未だに寝ている暎那と、そして愛子だ。

「……さて、落ち着いたことだし。……話、聞かせて、もらうぞ」

　愛子は牟田口や大仏たちの行動を目の当たりにして動揺しているのか、声が震えていた。彼らを見て、今起こっていることが本当か噓か計りかねているのだろう。

　秀之としてもこの展開には窮していた。思わず表情が苦渋に歪む。

「高橋、ちょっと待ってほしい」

　そこへ思わぬ助け船が入った。

「なんでだよ、伊藤」

「君が事情を聞かせて欲しいという気持ちは痛いほどよくわかる。だが、焦る話じゃないのであれば、秀之さんにボクの頼みの方を優先させてもらいたい」

「あ？　どういうことだよ」

　勢いを削がれた愛子は当然のように疑問を呈する。ただ、疑問を覚えたのは秀之も同じだった。

「頼み？」

　秀之が問うと、ゆうきは静かに頷く。

「都筑が苦難に陥っています。間違いなく秀之さんの力を必要としているはずです」

「都筑が？　秀之の力を？　……全然、意味がわからないんだが」

　愛子の表情にさらに疑問の色が濃くなった。

　対して、秀之の方はひとつだけ心当たりがある。

「俺たちが一回負けてから公園にいた時、義人に電話があったよな。もしかして、それか？」

「そうです。あの時は秀之さんには電話が通じなかったみたいですが……」

「俺の携帯、氷漬けにされて大半の機能が壊れてたんだよ。着信機能だけ生きてたけど、ボタンが反応してくれなくてね……」

「それもあって鞍田さんの方にかけたら、事が終わり次第、力を貸すと……」

　秀之が義人へと顔を向けると、義人は気まずそうに目を背けた。

「……一応オレも彼に、事が終わったらお前に電話をかけさせるって約束したな、そういえば」

　そして、ばつが悪そうに頭を掻かく。

　秀之は仕方なさそうに、それでいて頼られたのが嬉しそうに溜息をついた。

「なるほど……。じゃあ、伊藤さん。詳しい話を聞かせてもらおうかな。愛子、ごめん。もう少し待っててもらえないか？」

「…………………」

「頼むよ」

「……はぁ。わーったよ。勝手にしろ」

　愛子が盛大な溜息と共に折れると、秀之は安堵の溜息を吐いた。

「それじゃ、ここじゃ寒いし、暎那ちゃんの体にも障る。どっか暖かいところに移動しようか」

「オレの乗ってきた車があるから、そっちで聞きながら移動するか」

　そして、秀之は暎那を背負って義人の車に乗り込んだ。













　秀ひで之ゆきは武たけ紀のりが陥っていた事態に介入し、彼の要請を無事達成した。達成感から、椅子の背もたれに背中を預けて天を仰ぎ見る。

　部屋の中にはすでに朝日が差し込んでいた。暦こよみはすでに一年最後の日、大おお晦日みそかだ。

　――彼も本当に色々なことに巻き込まれているな……。

　彼を中心に何かが起こり始めている。

　秀之はふとそんな思いを抱いた。

　もちろん、それは秀之も同じなのだが、秀之の場合は積極的に介入しているからこそだ。

「とはいえ、俺にできることは限られてる……」

『フェアリーテールシステム』側による何らかのアクションか、あるいはまったく別の何かか。

　中心にいない彼には、未いまだに見えてこない。しかし、それは当事者である武紀ですら見えていないので当然のこととも言える。

　秀之の力は、情報だ。

　相手が何をするのか。どうしたいのか。

　それがわかってこそ、対策を練ることができる。

　――歯がゆいところではあるな……。

　とはいえ、秀之にもやることはあるのだ。

　秀之は振り返る。視線の先には愛あい子こが椅子に座っていた。

　すでにゆうきは義よし人ひとが家へ送り届けたため、ここにはいない。

「さて。終わったなら、今度こそ全部聞かせてもらうぞ」

　今から愛子にこれまでの真相を語らなくてはならない。

　ただ、今回のことを説明するとなれば、そもそも暎えい那なの正体へと言及しなくてはならず、それは『フェアリーテールシステム』へと及ぶ。

　誤ご魔ま化かすことも難しい。

　少なくとも、愛子が目にしてしまった放電現象や牟む田た口ぐちのテレポート――異能に関する言及については避けられない。

　――大人数で映画を撮っていましたなんて子供みたいな言い訳、通用しないよな。

　そもそも、その場合、愛子が入ってきた時点でカットだ。

　以前のように記憶を消すのも秀之としては躊躇ためらわれる。

　例の『メモリーロンド』は、短い期間で何度も使うと封印した記憶が復活する可能性が高くなってしまうのだ。前回使ってから、まだ半年も経っていない。

「秀之。もう諦めよう」

　義人が秀之の心情を慮おもんぱかったように告げる。

「わかってるだろう。もう誤魔化すのも限界だ。オレたちだけならともかく、な」

　その言葉通り、もはや限度を越えていた。

　秀之の目的は『愛子に真実を知らせない』ことではなく、『愛子の身も心も守る』ことだ。秀之が今まで頑かたくなに隠し続けてきたのは、『フェアリーテールシステム』を追い求める原動力には『紫し乃のの回復』があり、その紫乃が倒れた原因を愛子が自分の責任だと誤解し、心を深く傷つける可能性が高いからだ。

　事実、愛子は神しん藤どうに事実を知らされた時、深く深く傷ついていた。

　だが、すでに隠し続けること自体が愛子の心を傷つける。

　その上、秀之たちだけならまだしも、愛子の傍そばには都つ筑づき武紀というもうひとりの『カスタマー』がいる。

　しかも、その『カスタマー』は様々なことに巻き込まれているのだ。

　その煽りでいつ愛子が巻き込まれてもおかしくない。『フェアリーテールシステム』によって実行される処理は、相手の事情を汲むことはないだろう。

　故ゆえに今のうちに、知っておかなければならないこともある。

「……そう、だよな。さて、何から話せばいいかな……」

　秀之は頭の中で話す内容を吟ぎん味みしつつ、これまでのことを語った。

「あれは不思議なメールから始まったんだ」

　劣等生で自己嫌悪の固まりだった高校の頃、一通のメールが届いたこと。

　メールに従い当時好きだったゲームを入れたら、メールの内容通りそれが現実に投影されたこと。

「紫乃は……。紅くれ沢さわ紫乃は、俺が投影したゲームのヒロインなんだよ」

「紫乃ねえが？」

　愛子は驚きを隠すことができなかった。

　恋人として紫乃を家につれて来て以来、長い時間ではなかったが愛子は紫乃を慕っていたし、紫乃も愛子を可愛がっていた。それが虚きよ構こうの人だったと言われれば、誰しも驚くだろう。

「だけど、紫乃はストーリー上で倒れて意識不明の重体になるんだ。そして、それはこの現実でも起こってしまった」

　そして、ひとつだけ、噓うそを吐つく――いや、真実を告げなかった。それは意識不明の重体を助ける奇跡の力を秀之が持っていたが、それを愛子に使ってしまったことだ。

　秀之は淡々と説明を続ける。

「現代医学で、それを助ける方法はない。だから俺は彼女を投影した根源たる『フェアリーテールシステム』と呼ばれる『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』システムそのものを追い求めた」

　必死に情報を集めてきた。

　最初の頃はその身ひとつだけで、敵と戦ったこともあった。そんな中で義人を師と仰ぎ、心身の研けん鑽さんを積んできたのだ。

　そして、小さな情報や何年もの努力が結実し、情報や技術は少しずつ秀之の手の内に集まってきた。

『能力インストール』の技術はそのひとつだ。

「そんな時、暎那ちゃんと出会ったんだよ」

　ある日、いつも通り情報を集めようとして幼き少女を助けた。

　その暎那は記憶喪失で、自分自身の正体を何も知らなかった。

　だが、その正体は『フェアリーテールシステム』の管理者のひとりだという。

「それで、どういうわけか、『フェアリーテールシステム』が現実を改変して、暎那ちゃんを俺たちの妹にしたんだ」

　とはいえ、『フェアリーテールシステム』を追い求めているのは秀之たちだけではなかった。

『電でん子し妖よう精せい』と呼ばれるグループもいて、彼らは『フェアリーテールシステム』の管理者を情報源として求めたのだ。

　秀之は暎那を守るために、その『電子妖精』と戦った。

「最後に消えたあのふたりは、その親分と幹部だな」

　そして、溜ため息いきをひとつ。それで秀之の説明がようやく終わる。

「以上が、俺が今まで体験してきたことだ」

「………」

　愛子は黙ったままだ。

「信じられないかもしれないけど……」

「……っ、信じられねぇに決まってるだろ！」

　リビングに悲痛な声が響き渡った。

「それでも、お前が噓を吐いてないことぐらいわかるから困ってるんじゃねぇか……。長いこと一緒に生活してるから、そのぐらい顔つきでわかるんだよ！」

「愛子……」

「はは、参ったな……。どうしろってんだ、こんな話……」

　愛子は椅子にもたれて天井を見る。

　そこへ秀之がさらに語った。

「本来なら、突とつ飛ぴすぎるし話したいことじゃなかった。ずっと黙ってるつもりだった。俺が今回のことを話したのは、お前がいずれ理不尽なことに巻き込まれかねないからだ。もちろん、その予防はしているし、保険もかけている。それでも抗あらがうことのできない流れが襲ってくることが考えられるからだ」

「…………」

「ただ、あまりそのことを意識されると、こっちとしても困るけど……。いつも通りに生活する上で、少しだけ気にかけてもらえればいい。何かに巻き込まれたら俺が真っ先に助けに行く」

「………」

「すぐに理解はできないかもしれないけど……」

「なあ……」

「ん？」

「そのメールってのは……。えっと……。……………………こいつはメールが来たやつだなってのはあたしにもわかるものなのか？」

　秀之は小さく頭を振る。

「残念だけど、それは簡単には気付けない。なんとなく違和感を覚えることはあるかもしれないけど……」

「そっ、か……」

　そこで愛子は椅子から立ち上がった。

「……ちょっと頭整理してくる」

　溜息を吐いて、リビングの扉へ向かう。

「愛子」

　愛子がノブに手をかけたところで秀之は声をかけた。愛子は戸惑ったように秀之を振り返る。

「出会いがどうであろうと、俺はもう暎那ちゃんを家族として手放す気はない」

　秀之の顔がソファーで寝ている暎那に向く。

　次いで愛子の方へと優しげな顔を向けた。

「そして、お前だって大事な妹だ」

「………」

「……それだけだ。呼び止めて悪かった。それじゃ、おやすみ……」

　そして、愛子は口を開くことなく、リビングから出て行く。

　秀之が肩の荷を下ろすように溜息をついた。

　愛子が座っていた椅子に義人が座る。

「気に病むなよ。いつかは知るべきことだ。予想よりも早かったってだけでな」

「そうだけどさ」

「大丈夫だよ。なんだかんだで、愛子ちゃんは強いからな」

「そんなのお前に言われなくてもわかってるけど……」

　秀之の心配は尽きなかった。

　だが、義人の心配はそれだけではない。

「それよりも、記憶はやっぱり回復してないか？」

「……まあな。高校一年、二年の時のエピソードがまったく思い出せない。クラスメイトの名前もだ。つっても、大したことのない記憶――」

「もう二度とやるな」

　義人が間髪を入れずに忠告する。しかし、秀之は頭を振った。

「だけど、あそこではそうするしかなかったはずだ」

「それでも、だ……！　お前は自分を犠牲にしすぎだ。今度、あんなことをやってみろ。金輪際、力は貸さない」

　珍しく、言っていることが本末転倒だ。仮に義人の助力が得られなかったとしても秀之は危険に飛び込んでいくだろう。

　それに、どれだけ秀之が忠告を聞かずとも義人は絶対に力を貸す。この程度のことはお互いがわかっていた。

　それだけに義人がどれだけ憤慨しているかも秀之は理解できる。

　しかし、それでも秀之はあの時の判断は間違っていないと考えていた。

「ああ、わかってるよ」

　だから秀之はすまなさそうにそう答える。

　もちろん、その答えで義人の表情から憂うれいが消えることはなかった。







　秀之たちが仮眠し、昼を過ぎた頃。

「おーい、起きろー」

「おきろー」

　そのふたつの声に、秀之、義人が目を開けた。

　声の主は愛子と、そして、愛子の真似をした暎那だ。












「どうせ、ろくなもの食べてないんだろ？　昼飯ができたからとりあえず食っとけ」

「とりあえずくっとけ」

「……暎那、あんまりあたしの真似はしないように」

　いつも通りの愛子だ。暎那も以前と同じように無む垢くな少女となっている。

「お、暎那ちゃん。大丈夫？」

　義人に気き遣づかわれると、暎那は力強く頷うなずいた。

「ほら、飯飯」

「お、久々に愛子ちゃんの手料理か。どれぐらい成長したか、確かめさせてもらおうかな」

「……お前と比べられたくないんだけど。ほら、さっさと行けよ」

　義人は愛子に促され、秀之の部屋を出てリビングへと向かう。

　愛子は少し嫌そうな顔で見送った。義人の料理の腕はプロ級ということを知っているが故に比べられたくはないらしい。

　そんな様子を見て。

　すべての生活が元に戻った――。

　そんな錯覚を秀之はしてしまう。

　しかし、秀之は確かめずにはいられない。

「暎那ちゃん、本当に問題ない？」

　こくりこくり。今度は二回頷いた。

「秀之。助けてくれてありがとう。それとごめんなさい」

「謝らなくていいんだよ。今回は完全に俺の不注意だった」

　暎那はふるふると首を振る。

「気付くのは無理。それに秀之は自己封印をいつかは解いてもらう役目を担ってた。だから、私はこの家の近くに出た、はず」

　暎那にしては珍しいことに、少しだけ発言に自信がなさげだ。

「そうだったのか……」

　暎那があの場所に出たのは偶然かと思っていたが、もしかしたら必然だったのかもしれない。そんな思いを秀之は抱いた。

　そして、ふと秀之は愛子に顔を向ける。

「なあ、愛子……」

「………」

　しかし、秀之としてはすぐ言葉にできない。

「えっと……」

「あんまり気にしないことにした」

　機先を制するように、愛子が口を開く。

「ごちゃごちゃ考えてたってあたしにはどうしようもないしな」

「………」

「あたしにとって大事なのは今の生活だ。暎那がいて、咲さきたちがいて……。その中に秀之と義人がいてもいい。いつも通りの生活だ」

「愛子……」

「だからさ……。守ってくれよな。この生活を。もちろん、暎那のことを最優先でな」

「ああ。ああ！　もちろんだ」

「だから、これからは絶対に隠し事はするな。気にくわないけど、お前はあたしの兄貴で、家族なんだからな」

　なんのことはない。

　秀之だって、この生活を守るために戦っているのだ。

　立場は違えど、願うことは同じ。

　久々に秀之は兄妹の絆を感じ取った。

「ああ、ありがとう……」

　そして、やめればいいものを調子に乗り始める。

「じゃあ、兄妹の絆を再確認したところで、久しぶりにお兄ちゃんって呼んでくれないか？」

「キメぇ。死ね」

　まったく意にも介さない。

　秀之は一いち縷るの望みで、暎那を見み遣やる。

「きめぇ。しね」

　無表情のまま愛子と同じ言葉を一字一句違わず言われ、秀之は絶望的な面持ちでがくんと肩を落とした後、四よつん這ばいになって落ち込んだ

「こ、こら、暎那！　だから、あたしの言葉遣いを真似しない！」

　慌てた愛子がそう叱しかるものの、暎那は首を傾かしげるだけだ。自分の言った言葉の意味を理解していないのだろう。

　しかし、そのことに気づけない秀之は立ち直るのに多大の時間を要することとなった。







　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　外伝も二巻目を書けるかどうか不安でしたが、どうにか発刊までこぎ着けることができました。これもひとえに読者の方々のおかげです。




　それから、デビューから丸二年が過ぎました。時の流れは早いものです。

　二年前にはこうしてライトノベルを書いている未来像など欠片かけらもありませんでした。

　そもそも文字や文章への嫌悪が終わったのも社会人になってからですし、十年前の自分に「ライトノベル作家になってる」とか言っても絶対に信じなかったでしょうね。

「じゃあ、なんでそもそも作品を書いて送ったんだよ」と言われますと、長くなってしまいそうなので今回は語れませんが、そんな大した理由ではありません。

　なんにせよ、ゲームと小説で、ユーザーやあるいは読者を楽しませるということに関してはまったくやることは同じなんだなと感じています。

　ちなみに担当さんと打ち合わせするとき、意識せず話すと「ユーザーは～～」みたいなことを口走ったりします。どうも、まだまだ癖くせが抜けません。




　それでは、謝辞に参ります。

　担当の川かわ﨑さきさんへ。今回はあんまり迷惑をかけていないような……とか思ったら、やっぱりかけてました。本当にすいません。きっと今年も迷惑がかかります。

　絵師の有あり河かわさんへ。口絵漫画の方は自分の想像以上でした！　毎回、ありがとうございます！

　この本を出版するにあたって関わった皆様。今年もよろしくお願いします！

　そして、最後に。この本を読んでくださった皆様へ最上級の感謝を！




　次は本編、七巻となります。ついにあのキャラがデレるのか？　ご期待ください！

　それと一月二十一日からコミッククリアの方でコミカライズも始まりました。もりたかたかし先生による、一巻の頃のみんなが見られます。まだ読んでない人は是非どうぞ！





二〇一一年一月三〇日















著者

田尾典丈

Noritake Tao




第10回えんため大賞優秀賞受賞にてデビュー。今年も勝負の年。一巻が出てからもう二年。あの時思い描いた自分にはまだなれていません。日々精進あるのみです。話は変わりますが競馬で勝った場合、馬券を機械に入れてお金が支払われますが、一〇〇万円以上の払い戻しがあると別室でお金が支払われます。今年もそれを目指しています。







イラスト

有河サトル

Satoru Arikawa




兵庫県神戸市在住の絵描き修行僧。近頃、東京で発見される事例が多発していることから、神戸と東京の二箇所同時に存在しているドッペル絵師ではないかとの噂もある。また、そんなこととは一切関係なくゲーム原画も精力的に手がけており、最近での代表作はアニメ化も発表された『星空へ架かる橋』（発売元feng）である。

http://activemover.harisen.jp/







電子版　ファミ通文庫

ギャルゲヱの世せ界かいよ、ようこそ！ addonアドオン

シルバーブレット2




著者／田た尾お典のり丈たけ

イラスト／有あり河かわサトル




2014年5月2日電子版ver.1.0発行


発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　高橋秀宜（Tport DESIGN）




(c)2011 Noritake Tao

本電子書籍はファミ通文庫『ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！ addon　シルバーブレット2』（2011年3月11日発行　初刷）を元にして制作しております。




本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）











item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
NI A Y B ot
SO ey

NN

RN e}

HIFAIY






item/image/kuchie-003.jpg
#1Q R -CH ) 2,
KNS 500
KRR 0O

1, 21 S BN}
505 5L ReHRGR
B4






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		ヘッダファイル



		トラップ



		インクルード〝エターナル イノセンス〟



		リクエストエラー



		メモリリーク



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-e_ten.png





item/image/p225.jpg





item/image/p279.jpg





item/image/p034.jpg





item/image/tobira05.jpg





item/image/tobira06.jpg





item/image/tobira03.jpg





item/image/tobira04.jpg
—lIHTXNHC






item/image/p093.jpg





item/image/tobira01.jpg
SANUNE D






item/image/tobira02.jpg
e\IT






item/image/p127.jpg





item/image/p203.jpg





item/image/p002.jpg





item/image/p287.jpg
sl ket I QUARCMIQBL°

4 RIS /

¥ MWD iC Gy B tmbo~EE M _&uiﬁ
£ DAL Dol

/ YRS UHBR TR LHREIGAAL
/‘1_7&‘9.2 U S 0 DK 0 A

/V RS L DRy 2E \

MUK w4 G T 1 e oD 600 I ACE ZFE D oodr—

\

RHIS
MONHBL NN





